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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「あ～っはっはっはっはっは」

　若い女の笑い声が、高い天てん井じように跳はね返り、部屋中を駆かけ回っていた。

「笑えた、笑えたよ、姉貴」

　女が、笑いにあわせて髪かみを踊おどらせる。頭頂近くでまとめられた青みがかった黒髪だ。

　天井の中央にかけられた《持コンテイ続ニユアル光・ライト》の呪じゆ文もんが、部屋を照らしていた。豪ごう華かに飾かざりつけられているが、さほど大きな部屋ではない。

　片方の壁かべすべてを占しめる大窓は、厚いカーテンで隠かくされている。もう片方の壁には、びっしりとさまざまな絵がかけられていた。森、湖、花、山、どれも自然を描えがいたものばかりだ。

　画中に人の姿が描かれたものは、一つもない。

　笑い声の主が腰こしかけている豪華な椅い子すは、明かりの真下に置かれていた。

　彼女は、奇き妙みような具合に輝く鎧よろいを身につけている。金属で作られているのに、生きた蛇へびの鱗うろこのように見えた。そして、彼女の足元には、大きな蛇がとぐろを巻いている。

「ああ、おかしい」

　彼女がようやく笑いやんだ。

「ユメリア姉さまに報告してる時のサレイア姉貴の顔ってば。グラダスを、ううん、世界全部を作り替かえようとしてる四姉妹の一人ともあろうものが、おたおたしちまって」

　娘むすめは、かたわらのテーブルに頰ほお杖づえをついている。そして、もう片方の手に持った酒しゆ杯はいをぐいと空けた。

「ほんと、あれでよく鉄の姫ひめなぞと名乗ってられるもんだよ」

　口もとを、とがった舌でぺろりとぬぐいながら、彼女は言った。

　舌の先せん端たんは──二つに分かれている。異種族めいた舌だ。

「フエイア、飲み過ぎだよ」

　やんわりとたしなめたのは、娘の肩かたに腰をおろしているフェリア族の女だった。

　虫の特とく徴ちようを持つフェリア族は、もともと人間族の三分の一程度の大きさだ。この女は、フェリアでもさらに小こ柄がらな亜あ種しゆ、クティクティと呼ばれる種族だ。人間の頭ほどの背せ丈たけである。

　少し目がつりあがっているが、それをのぞけばたいそうな美女だ。彼女の背中では、蛾がに似た羽が、ゆっくりと動いていた。いらだちをあらわす仕草だ。

　酒杯を手にした若い女は、ちょっと口をとがらせて言った。

「まだ三杯目じゃないか、ポル母さん」

　母さんと呼ばれているが、それほど年が離はなれているようには見えなかった。

　フエイアと呼ばれた娘は、まだ二十にはなるまい。ポル母さんと呼ばれたフェリアも、二十をすぎたくらいに見える。もっとも、フェリアの寿じゆ命みようは人間の四倍から五倍、老化もそれに応じて遅おそいから、このフェリアも、七十か八十近いということになる。

　年の差はさておき、種族が異なるからには、まずこの二人がほんものの母子であることはありえない。ごくまれに月の力によって種族が変わることもあるのだが。

「ふん。飲んでるのが〈黒くろ爪つめ〉やレーなら、三杯が三十杯だって多いなんて言わないわよ。フエイアだから言ってるの」

　フェリアの女は、フエイアの耳を引っ張った。握にぎり拳こぶしが、せいぜい耳みみ栓せんになるくらいの大きさしかない、小さな手だ。

「ポル・ポレンの言うとおりでござろう」

　声を重ねたのは、フエイアとポル・ポレンをとりまく四人の男たちの一人だった。

　黒い肌はだ、筋肉の塊かたまりのような体たい軀くだが、背丈は低め。ドワーフである。

　きっちりと後ろに撫なでつけられた黒髪には、ちらほらと白いものがまじりだしている。綺き麗れいに刈かりそろえられた口くち髭ひげにいたっては、もう真っ白だ。しかし、その身をおおう質素な革かわ鎧よろいから覗のぞく筋肉は、異様なほどのつやと張りを見せている。

　ドワーフのみに伝えられる、究極の鍛たん練れん法である〈龍りゆう〉闘とう技ぎ。その達人のあかしである。

「スティニアを統すべられる〈四姉妹〉が仲たがいとは、感心できませぬな、姫さま」

　ドワーフの声は、重々しい。それは、彼が経てきた修しゆ行ぎようの日々を反映しているのだろう。

「仲たがいしてるわけじゃないさ、〈鉄てつ拳けん〉。ちょっと嘆なげいてるだけだよ」

　スティニア高地王国を闇の中から支配する〈四姉妹〉。その三女である青銅の姫が、フエイアの称しよう号ごうである。

　そして、〈鉄拳〉と呼ばれたドワーフのボグズも、ポル・ポレンという名のフェリアも、彼女がもっとも信しん頼らいする部下だ。残る男たち三人とあわせ〈五ご方ほう陣じん〉と称しようしている。鉄の姫の配下である宝石衆に匹ひつ敵てきする、精強の者たちであった。

「ならば、どうして鉄の姫さまの失敗に祝しゆく杯はいをあげなさる。我らの前なればよろしいが、兵どもには見せられませぬな」

　鉄の姫の配下は山さん賊ぞくや海かい賊ぞく、闇タマットに暗殺者などの影かげの世界の住人。フエイアこと青銅の姫が率いるのは、傭よう兵へいたちや闇の月に仕える戦士たち。いうなれば、スティニアの裏の軍隊。いずれは、青銅の姫こそが表もあわせた全軍を統べるのだと、四姉妹の長女、白金の姫ユメリアは言い渡わたしていた。

　それゆえに、〈鉄拳〉の異名を持つドワーフは、彼女に将としての心構えを説く。

「あたいにはサレイア姉の失敗を喜ぶ理由があるんだ」

　青銅の姫の顔から笑えみが消えた。

「わかってるだろうけど、ここで改めて言っとく」

　ポル・ポレンが青銅の姫の肩から舞まいあがり、正面に回った。

「鉄の姫を信用するな。サレイア姉ねえは、あたいともユメリア姉ねえとも違ちがう。あの女は、……ラテルアに近い」

　ラテルア。

　四姉妹の末娘。スティニアの現女王の名を、青銅の姫は畏い怖ふと嫌けん悪おがいりまじった表情で口にした。

　黄金の姫の称号を持つ、ラテルアの名を聞いた途と端たん、五方陣たちのあいだにも冷たい空気が張り詰つめたかのようだった。

　青銅の姫は、しなやかな動きで立ちあがった。金属の鎧を身につけていながら、まるで音をたてない。あたかも、獲え物ものを狙ねらう蛇のように。

　彼女の足もとにいた蛇が、がちゃりと動いて、とぐろをほどいた。

　がちゃり、だ。その蛇は、ふつうの生き物ではなかった。その体は、本物の青銅でできていたのだ。魔ま法ほうで作られた存在である。

「あたいたちが目指しているのは、なんだ」

　静かな声。青銅の姫の体に、青銅の蛇が這はいのぼってくる。

「すべての月を崇あがめるものにわけへだてのない、平等なる社会を」

　フェリアが言った。

「すべての、狭はざ間まにある者を守れる、新たなる秩ちつ序じよを」

　ドワーフが応じた。

「そして」

　つけくわえたのは、枯かれ木よりも瘦やせこけた老ろう爺やだった。

「建設の前に、まず徹てつ底てい的なる破は壊かいを」

　老いてはいるが、背はぴんとのびている。並みの男よりは、かなり背は高い。黒いマントを身につけているため、手足や顔の白さが目だった。

　その耳は尖とがっていた。森の種族エルファのしるしだ。

　だが、この老いた男には、奇妙な特徴がもうひとつあった。本来、白くあるべき部分も含ふくめて、眼球すべてが漆しつ黒こくなのだ。

　森を捨て、歪ゆがみの月に身を寄せた〈導かれざるもの〉だ。漆黒の眼球は、ゲルーシャと呼ばれる闇やみの月の種族に属するあかしである。彼らは、エルファとは対照的に、自然の秩序を嫌きらい、その崩ほう壊かいを望む。

「我はケルネとレセイの息子むすこ、レーなり。我ガ望むハ、国なるものヲ世界より滅ほろぼすこと」

　後を受けたのは、短い毛が全身を覆おおう、背中に翼つばさを持つ男だった。その顔は、猫ねこと蝙蝠こうもりをかけあわせたようなものだ。ネズミのように鋭するどい前歯がのぞいている。

　翼よく人じんと呼ばれる種族だ。〈異貌の神々〉がおわす、銀の月を崇める種族である。風とともに歩み、高みに住まう。

「人間たちガ作りし国家なるものへの復ふく讐しゆう。それこそガ我ガ目的」

　その声には、ところどころ、奇妙な響ひびきがある。しかし、意味は充じゆう分ぶんに通じた。

　翼人は、言葉を発しながら背中の翼を先端で奇き怪かいな図形でも描くように動かした。それは、翼人が復讐の誓ちかいを立てる仕草だった。この種族は、ありとあらゆるものを復讐の対象とする。彼らが言う復讐は、人間が考えるそれより遥はるかに幅はば広ひろい概がい念ねんだ。

「俺、戦う。姫さまのため」

　最後の一人が、唸うなるように言った。唸る、その形容にふさわしく、その男の腰から下は、熊くまの胴どう体たいになっている。より正確に言えば、熊の首にあたる部分から、筋骨たくましい人間の上半身がはえているのだ。

　やはり彷徨さまよいの月を崇める、獣けものの下半分の身体からだと人の上半身を持つ種族、ギャビットの一員であった。

「やれやれ」

　蛾に似た羽をひらめかせながら、ポル・ポレンは空中で肩をすくめた。

「しょうがない連中だね。みんな、目的がバラバラじゃないか」

「それでいいのさ、ポル母さん」

　昆こん虫ちゆう人フェリアの美女、鍛きたえあげられたドワーフの武ぶ闘とう士、ゲルーシャの老邪術師ソーサラー、復讐に燃える翼人の風使い、そしてギャビットの字義通りの半熊戦士バーサーカー。

　見た目も中身も、まるで異なった五人の部下たち。

　これが、青銅の姫の五方陣。

　東西南北、そして央。フエイアの、五つの方位を守る者たち。

「あたいたちは自由だ。おのおのが、おのおののために戦ってる。そうするために、誰だれもがそうできるために、あたいは姉たちに従った」

　青銅の姫は、ゆっくりと五人の部下を見回した。

「あたいには理想がある。そして、あんたたちには、それぞれの目的がある。ゼラン爺じいはなんでもかんでも焼きつくせれば文句はない」

　ゲルーシャが、それを聞いて、楽しそうに笑った。捕つかまえた虫の足を、一本一本ひきちぎる子供のような笑い方で。

「レーは、殺された一族の敵かたき討うち」

　翼人は、大きな丸い目をかすかに細めた。

「我ら高き民たみにハ、復讐の誓いは何よりも神聖なもの。人間が作る『国』とやらいうものを、すべて壊こわすことこそ、我ガ復讐の誓い」

　独特の調子で語られたその言葉は、まるで歌のように聞こえた。

「でもってさあ、〈鉄拳〉だって何だかんだ言ってるけど、ジェスタを奉ほうじての新秩序の建設なんてものより、〈龍〉に仕える戦士として、強敵と戦って自分を鍛えるほうが目当てだろ」

　フエイアに言われて、ドワーフは、顔の前に二つの拳をかかげた。それはまさしく、鋼こう鉄てつの戦棍メイスにも匹敵しそうに見えた。

「それでいいのさ、あんたたちは。あたいについてきてくれるなら、その目的を果たさせてやる。力を貸しておくれ」

　そして、青銅の姫はうっとりとした表情で言った。

「ポル母さん以外のみんなにも、いずれわかるさ。あたいとユメリア姉の理想。誰かと誰かが区別も差別もされない、全部の壁かべをとっぱらっちまった、混こん沌とんの世界の理想がね。もういじめられるやつはいなくなる。さげすまれるやつもいなくなる」

　そう口にした時、青銅の姫はどこか遠いところを見ていた。空間ではない。時間を隔へだてている。未来ではない。

　過去だ。

「誰も、姫さまをいじめるやつはいない。俺が、やっつけてやる」

　ギャビットが、背負った大たい剣けんにそのいかつい手をのばした。刃は渡わたりが、人の身長ほどもある異常な大きさの剣である。だが、腕うでの太さが女のももほどもある、そのギャビットなら、軽々とふりまわせそうであった。

「誰もフエイアをいじめやしないよ。落ち着きな〈黒爪〉」

　フェリアのポルが、半熊人の戦士をなだめた。呼び名のとおり、下半身の熊の爪は、ことごとく黒く塗ぬられている。

　おそらくは毒を帯びている。

　このギャビットがかたわらにいる限り、青銅の姫ひめを傷つけるのはずいぶん難しかろう。

　フエイアは苦笑いを浮うかべ、言葉を続けた。

「だけど、サレイア姉は違う。あいつに理想はない。何が目的で、ユメリア姉に従ってるのかわからない」

　青銅の姫は、ゲルーシャの老爺を見た。

「特にゼラン。あんたに言っとく。あたいを裏切るのはいいさ。あんたのやりたいことをやるためならね。けど、鉄の姫につくのだけはやめな。つくというなら」

　いつの間にか、彼女の手には奇怪な装そう飾しよくをほどこされた青白い鞭むちが握られている。

「殺す」

　鞭が空を裂さいた。青銅の姫の足元で、青銅の蛇へびが声なき叫さけびをあげる。

「わしらゲルーシャは……」

　生まれてこのかた、潤うるおいというものを与あたえられたことがないかのような、そんなしわがれた声であった。

「……決して誰にも仕えず、また誰かのことを大事に思うこともない」

　ゲルーシャの爪つめは、長く伸のび、ねじくれている。

「だのに、どうしてか。五百年のよわいを経たこのわしが、かつてシュラナートを滅ぼし、伝説となりしメイリアを暗殺したこのわしが……お前さまだけは裏切るまいと、そう思う」

　五方陣はいっせいに、ひざまずいた。

「命令をおくれ、フエイア」

　フェリア、ポル・ポレンが五人を代表して言った。

「あたしは、三つのあんたを拾った。白金の姫さまが迎むかえにくるまで、あたしがあんたを育てたようなもんだ。こんな羽を持って生まれたせいで、あたしはずっと一人きりだった。そのあたしが、ようやく一人でなくなったのは、あんたがいたからさ、フエイア」

　ポルが、青銅の姫を見る時、瞳ひとみに宿る輝かがやきはまさに母のそれだった。

　本来であれば、クティクティは蝶ちように似た羽を持ち、一族の長おさとして尊ばれる。だが、蛾がの羽を持って生まれてしまうと、不ふ吉きつの子として追われることになるのだ。

「あんたら五方陣がいるかぎり、あたいがサレイア姉に負けることはない。恐きよう怖ふと欲よく望ぼうで縛しばられ、異形の道を選んだ部下しか持たないあいつには」

　青銅の姫は、青銅の蛇の頭をそっとなでた。冷たく硬かたいその頭が、青銅の姫の浅黒い頰ほおにこすりつけられる。

「あたいは、鉄の姫の仕事をひきついできた」

　青白い鞭の先せん端たんが、〈鉄拳〉と翼人レー、そしてポル・ポレンを順番にさした。

「三人には捜さがし物をしてもらう。このグラダスを大おお掃そう除じするために、どうしても必要なものさ。白金の姉上は、三つの方法を用意している。そのうちの一つを成じよう就じゆするために、いくつか必要なものがあるんだ」

　青銅の姫は、ふところから三枚の紙し片へんをとりだすと、それぞれを三人に向かってほうった。

「ゼラン、あんたは、今までの続きをやってもらう」

「そのまま、続けるだけでよいので？」

　このゲルーシャはさまざまな地での破壊工作を担当している。

「次の標的はラジスの森に集中しておくれ」

「なるほど……。実は、面おも白しろいものを手に入れましてな」

　ゲルーシャのゼランは、頭をあげて青銅の姫を見た。自分の作品、青銅の蛇が、彼女にまとわりついているのを見て、そのひびわれたくちびるに奇怪な笑みが浮かぶ。

「憎にくしみの思いを炎ほのおと変える。〈悪あく魔ま〉戦争時代に誰かが遺のこしたランプじゃ。これを使えば、ラジスの森を焼き払はらうとて簡単なこと」

　ラジスの森は、グラダス半島の南西部に位置する、広大な森林だ。横断するのに数巡めぐりを要するその森は、リアド大陸でも第二の規模を擁ようするエルファたちの領域であった。

　エルファ。ゲルーシャたちの源となった、その種族こそ、彼らが憎んでやまない宿敵であった。むろん、それはエルファからゲルーシャを見た時にも言えることなのだが。

　ドワーフの〈鉄拳〉が、壁に飾かざられた絵のうち、森を描えがいたものを見て言った。

「あの森があっては、いずれスティニア軍がトリース森王国に打って出るおり、邪じや魔まになる。早いうちに始末をつけておくのがよろしかろう。力を注ぐのはよい選せん択たくでありましょう」

「ああ」

　青銅の姫はうなずいた。

「けど、それだけじゃない。確か、ゼラン、あんたが、ラジスを燃やす準備でいろいろと策略をしかけてるあたりに、ターデンって街があったろう」

　ゼランは、小さくうなずいた。

　青銅の姫が、表情を引き締しめる。

「そこさ。そこが、サレイア姉に一ひと泡あわふかせた、例の〈結社〉の双ふた子ごの故郷なのさ」

「あいつらは、サレインの港に上陸して、ひと騒さわぎ起こした後、行方ゆくえがしれなくなってる」

　ポル・ポレン。青銅の姫が目とも耳とも頼たのむフェリアは、心底悔くやしげであった。彼女の配下が、そこを押さえ損そこねたのである。

「あいつらの母親同様、姿をくらますとなると、妙みように運がつく連中さ」

「では、そやつらがあらわれるのを見張るのですかな？　それとも殺す？」

　ゼランは、まったく感情をあらわさない。

「殺すにたるやつらかどうかは」

　鞭を両手で摑つかみ、ぴしりと鳴らして青銅の姫は言った。

「あたいが見て決めるさ」

　ゼランは、その言葉でおのれの役目を悟さとった。かすかに歯を見せる。〈鉄拳〉が、血をたぎらせる青銅の姫に向けて、忠告を行う。

「追い詰つめられれば地虫も嚙かみつく、と我らは言う。くれぐれも油断なく」

「俺、いる。いつも姫さま守る」

　熊の頑がん強きような肉体と、超ちよう人じん的剣けん技ぎの持ち主、〈黒爪〉チェニアンは勢いこんで言った。

「ああ、おまえは、他ほかに何もしなくていい。あたいについておいで」

「ユメリアさまは排はい除じよを命じられた。それは忘れるんじゃないよ？」

　そんな青銅の姫に、ポル・ポレンは不安げな瞳を向ける。

「忘れてないよ。けど、あいつらは〈結社〉の子らの中でも、とびきりの才覚を見せてる。あたいら四姉妹を相手に、ここまで生きのびたんだからね」

　青銅の姫の言葉は、ポルへの言い訳というより、自分に言い聞かせているように響いた。

「だから、あたいが見み極きわめなきゃいけないのさ」

「ご随ずい意いに。このゼランがご案内仕つかまつろう。きゃつらと姫さまをともどもに」

　ゼランは、そっけなく言った。青銅の姫がうなずくのに、ゲルーシャは言葉をかぶせる。

「汚けがらわしきエルファどもが作りし、緑の迷めい路ろへと」
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「へぇ、けっこうにぎやかな街じゃないか」

　と、中年盗とう賊ぞくのニフトールが言った。

「おいらの故郷のハン＝トルアは、もっとでっかかったけどな」

　と、若きドワーフ戦士ドムスが返した。

「けど、ここには岩の天てん井じようがないからな。そのせいで寂さびしい感じがするのかもな」

　ドワーフは山の民たみだ。彼らは、岩をうがち、大地の内側にいだかれて暮らす。

「街かい道どうだの海だの荒こう野やだのを旅してる時は気になんなかったんだけど、中ちゆう途と半はん端ぱににぎやかなとこに来るとなぁ」

　帝てい国こくからグラダス半島、そしてサレインの港に上陸してから、このターデンにやって来るまで、一度も見せたことのない表情を、まだ少年と言っていいドワーフ戦士は浮かべていた。

「どした。今日はなんだか、寂しい気分か」

　ニフトールが、にやりと笑ってからかった。ドムスに、こんなことが言えるのは、このタマットの盗賊だけだ。人生経験の差かもしれない。もっとも、純じゆん粋すいに年月だけを比べれば、双子の家で待っているはずのラナークは百二十歳、ニフトールより八、九十年は長く生きている。

「ま、二人ともいろいろと大きな街を見てきたんだろうけどさ」

　二人の前に立っている、長い黒くろ髪かみの少女がくるりとふりむいて、にこりと笑った。おかげで、ドムスはニフトールに文句を言う機会を失ってしまった。

「このターデンだって、ちょっとしたもんなんだからね。交易の街ターデン、木材と毛皮の街ターデン、トリース森王国じゃ知らない人はいないんだから」

　エフェメラは、つんと顎あごをそらして誇ほこらしげに言った。

　兄との長い旅のあいだに、いろんな場所を見てきたけれど、故郷のこの街は、やっぱりどこにも負けない良いところだと思う。

「まあ、交易が盛んってのは、街なみでわかるよ」

　ニフトールが言った。

　三本の街道が交差する交易の街ターデンは、さまざまな隆りゆう盛せいと没ぼつ落らくを吞のみこんできた街だ。

　街から、東に一日ほど歩けば、ラジスの森。横断するのに数巡り以上もかかる広大な森は、リアド大陸第二の規模を誇るエルファの居住地である。

　双子たちと旅をともにしてきたエルファのラナークは、そのラジスの森を目的地にしていたのだった。

「俺たちがまぎれこんできた隊商の大きさだって並みじゃなかったしな」

　帝国からの帰き途と、海かい賊ぞくを壊かい滅めつさせた双子たちは、ようやくグラダス半島の玄げん関かん口、サレインの港に到とう着ちやくした。しかし、そこでも騒そう動どうに巻きこまれ、数百人規模の隊商にまぎれこんで、数巡りかけてトリース森王国を横断してきたのである。

「うん。まあね。……でも、ひとつ大きなのが来ただけじゃね」

　返事をした、エフェメラの顔が曇くもる。

「今日は、いつもより静かな感じ」

　あたりは、人でごったがえしているように見える。ずらりと商店が並んだ大通りだ。夕食の買い物をする主婦、食べて帰ろうと店の戸をくぐる独身者、今日仕入れたものを売りつくそうとする商人の呼びこみの声。

　隣となりあわせた互たがいの声も聞き取りにくいほどの喧けん騒そうだ。だが、ここで生まれ育ったエフェメラには、街を行く人々の顔がわずかながら曇っているのが、足取りがかすかに重いことが、はっきりと見分けられた。

「やっぱり、仮面の盗賊団とやらのせいか。やってくる商人が減ってるというのは本当か」

　エフェメラがそのことを口にすると、ドムスが怒ど気きをはらんだ口調で言った。

「旅してるあいだにあらわれなかったのが残念だ。おいらが蹴け散ちらしてやったのに」

「おい、ドムス。連中はちょっとやそっとの数じゃないっていうぜ。数には数だって集まった商人たちが、あれだけの規模で、それでもびくびくしてたんだから」

　そういうニフトールも、あまり真ま面じ目めな顔つきはしていない。

「いくらドムスくんでも、ひとりで蹴散らすのは難しいんじゃない？　おかしな魔ま法ほうも使うっていうしさ」

「数がいくらだろうと、雑魚ざこの集まりなら恐おそれるに足りない。頭を潰つぶしてやればいいんだ」

　エフェメラの言葉に応こたえて何かを叩たたき潰すように、拳こぶしをぶんとふりおろす。すれちがった男が、思わず身をそらせる迫はく力りよくだ。

「けど、その連中がエルファだってのは、確かなのかねェ」

　ニフトールが、ちょいと首をかしげて言った。

「ラナークのやつ、えらく怒おこってたが」

　簡単に言ってのけたが、実際のところ、彼への風あたりは厳しいものだった。それをかばった、五人の仲間たちに対しても、だ。だが、ラナークが怒ったのは、エルファに偏へん見けんの目を向けた商人たちに対してではない。罰ばつせられるべき仮面の盗賊団だと、彼は言っていた。

「あたしも違ちがうと思う」

　エフェメラは、真面目な顔つきになって言った。

「父さんは、ラジスの森のエルファさんたちのこと褒ほめていたもん。だから、いくら耳が尖とがってても、動物を操あやつる魔法を使っても、盗賊団はエルファじゃないと思うよ」

　ニフトールは、眉まゆ毛げを片方つりあげ、そして何も言わなかった。

「ドムス将軍はどう思うね」

「ラナークは、ドワーフじゃないにしちゃ、いいやつだ」

　ドムスは、そう答えただけだ。それだけで充じゆう分ぶんだと考えているのだろう。

「どっちにしても、いい迷めい惑わくだな」

　ニフトールは、ひょいと道みち端ばたに視線を投げた。そこここの店先に積まれた品は、夕日に照らされて真っ赤に染まっている。

　あちらこちらに隙すき間まがあるのは、売れてしまったせいばかりではないようだ。交易商人の数が減っているためだろう。

「魅み惑わく通りも、これじゃ昔のにぎやかさじゃないかもしれないね」

　シャストア神しん殿でんとアルリアナ神殿の間をつなぐ、ターデンでもいちばん人通りが多い場所だ。

　エフェメラは、美味おいしいものを探して通ううちに知りあった美女たちのことを思った。

「そいつぁ困る。せっかく、エフィちゃんを信じてここまで来たんだぜ」

　ニフトールの手が、さりげなく腰こしに回る。

「どうせ寂しいのなら、いっそ二人きりてぇのが」

　エフェメラは、すっと身をかわすと、白い手を籠かごに積みあげられた真っ赤な林りん檎ごにのばした。

「おじさん、これひとつね」

「ああ、エフィちゃんじゃないか。いつ帰ってきたんだい？」

　額のはげあがった、人のよさそうな店主は、にこりと笑った。

　別の客につり銭を返しながら、言葉を続ける。

「アンディさんも一いつ緒しよかい？」

　林檎を口いっぱいにほおばって、エフェメラはこくりとうなずいた。

「そうかい、そうかい。これは、おみやげにもってかえっておあげ」

　こぶりのをひとつ、さしだしてくれる。エフェメラは、林檎のかけらをごくりと飲みこんだ。

「ありがと、おじさん。でも、どうせ兄さんのだから、安物でいいよ。味なんかわかんないんだから」

「だろうと思って、こいつぁ売れ残りさ」

　顔を見合わせてはははと笑う。

「ところで、プリシラさんも帰っとられるのかね」

　そう問いかけられて、エフェメラは顔をしかめた。

「ううん。いつから旅に出たのかも、あたしたち知らないのよ。せっかく可愛かわいい娘むすめと息子むすこが帰ってきた時くらいちゃんと出で迎むかえてほしいわ。いつものことだけど」

　母プリシラの放ほう浪ろう癖へきは昔からだったが、父がいなくなって、余計にひどくなったらしい。双ふた子ごが旅に出ている間、彼女もほとんど家にはいなかったらしいのだ。

　双子が旅先から出した手紙は、封ふうを開けられることもなく、ミュルーン族が営む伝令ギルドに置かれたままになっていた。

「おかげで家中埃ほこりだらけよ。昼過ぎについたんだけど、兄さんてば、ガヤン神殿に挨あい拶さつにもいかずに、ずっと掃そう除じしてるわ」

　ミュルーンのタッタも一緒である。彼は、埃が積もっていたり、泥どろで汚よごれたりしているのを我が慢まんできないたちだ。

「そうか、ま、プリシラさんも寂しかったんだろうて」

　店主に言われて、エフェメラは恥はずかしくなった。確かに、父さんが殺されて心細かったかもしれない母を置いて、旅に出たのは自分たちのほうなのだ。

　もっとも、そんな気配を微み塵じんも感じさせないのが、母プリシラの性格だったのだが。

「すまないね、エフィちゃん。決してあんたたちのことを悪く言うつもりはなかったんだよ。神殿の仕事だったんだから、仕方ないさ」

　店主が、あわてて言葉を補った。言葉自体は救いになる内容ではないが、その気持ちがエフェメラには嬉うれしかった。

「ううん、おじさん。確かに、あんな風に言うべきじゃなかったよ」

　エフェメラの返事に、店主はうんうんとうなずいた。

「まあ、しばらく待ってれば、プリシラさんも帰ってくるさ」

　それに笑え顔がおで応えながら、エフェメラの胸の奥に、かすかにわきあがってくる不安があった。

　はたして、母が帰ってくるまで待っていられるだろうか。

　アンディは、どうするつもりなのだろう。

「なぁ、エフィちゃん、そろそろ行かないか。ドムスのやつが腹減ったってよ」

　ニフトールが、腰の後ろをぽんと叩いた。

「っれが、だよ」

　ドムスがニフトールのすねを蹴る真似まねをした。

「あ、うん」

　返事してから、けっこうきわどい場所に触さわられたことに気づいたが、いまさら文句も言えなかった。絶ぜつ妙みようのやり口である。

「じゃあね、おじさん。また来るね」

「ああ、いつでもおいで。とびきりのやつを仕入れておくから」

　店主の顔がふと曇った。

「エルファの盗とう賊ぞくが邪じや魔ましなきゃな」

　それからしばらく、歩いている間も、エフェメラは何事か考えこんでいた。

　大通りを抜ぬけ、狭せまい路地──魅惑通りへの近道だ──に入りこんでからも、エフェメラは何事か考えこんでいた。

　この季節の日暮れは早い。もう、あたりはかなり暗くなっている。

　すれちがった年老いた男が、街灯の柱に《持コンテイ続ニユアル光・ライト》の呪じゆ文もんをかけている。トリース森王国なら、どこにでもいる、光屋だ。ガヤン神殿で、初歩の呪文を身につければできる商売。街灯は無む償しよう。これを見て民家や商店が声をかけるのだ。

「あ～か～り～、あかり。あ～かりはいらんかね～」

　聞き慣れた呼び売りの声も、なんだか懐なつかしい。

「どうしたんだ、エフィちゃん」

「うん、ちょっとね」

　ニフトールの言葉にも、生返事しかしない。

「確かに、ちょいと妙みようだよな。盗賊団が悪いやつだって評判が広まりすぎだ」

　そう言われて、エフェメラはぎょっとして中年男の顔を見た。

「どうして、あたしの考えてることがわかったの？」

　ニフトールは、にやりと笑って自分の頭をつついた。

「ヤマ勘かん、てやつだな。俺はタマットさまの御み使つかいだぜ」

　とか言っているが、彼の地位は入信者。盗賊としての技能を求めて、神殿に属しているだけである。それも裏の神殿だ。

　もっとも、入信者くらいであれば、大半が神殿に属することによる利益を求めてのことで、本格的に神に仕えようとしている者は、どこの神殿でも少ない。その少ない者は、昇しよう進しんを目指して、入信者の立場にはとどまらない。

「ふつう、盗賊団が自分たちの名前を残すには理由があるもんだ」

　しかし、それだけに裏の世界における思考方法には詳くわしい。

「たいていは、名前だけで相手をびびらせるためさ。そうすりゃあ、余計な戦いをしなくたって、お宝が拝めるからな」

「そうだね。名を広めるには、理由が必ずある……か」

　エフェメラは、かつてこのターデンの街にあらわれた〈虹にじの影かげ〉と名乗った怪かい盗とうのことをちらりと思い出した。彼の場合は、どうだったんだろう？

「この仮面の盗賊団も、脅おどしがきくように噂うわさを自分たちで広めてるってこと、あるかな？」

　エフェメラの言葉に、ニフトールは、多少真面目な顔になって答えた。

「わからん。ふつうなら、もっと派手な名前を名乗ったりするもんだがな。それだけにしちゃあ、少々やりすぎってぇ気がする。こりゃ、ほんとに勘だけだけどよ。どうも、鼻がむずむずしやがる」

　赤みがかった鼻を、ニフトールは、きゅっとこすった。

「風邪かぜでもひいた？　おうち帰って寝ねてたほうがいいよ。あたしはドムスと遊びにいくから」

　わきあがってきた不安を打ち消そうと、エフェメラは、そんな冗じよう談だんを言った。

「っい、よせよ」

　頭の上に乗せられたエフェメラの手を、ドムスが払はらう。

「つれないなぁ、エフィちゃん。たとえ、不治の病にとりつかれてたって、俺はお前さんについてくよ」

　ニフトールも、さきほどまでの真しん剣けんな顔はどこへやら。エフェメラの腰に手を回そうとする。

「ったく、わかんねえな」

　きゃらきゃら笑っているエフェメラの横で、ドムスがむっつりと呟つぶやいた。この二人のやってることは、どこまで本気なんだろう。

　その二人の動きが急に止まった。

「どうした？」

　問われて、エフェメラがドムスの顔を見つめた。

「聞こえなかった？」

　ドワーフの少年はきょとんとしている。

　一いつ拍ぱくの間を置いて、それはもう一度聞こえてきた。今度は、ドムスにも聞こえたようだ。

「悲鳴だ」

　言うが早いか、ドムスは走り出していた。

「それも、女のだぜ」

　ニフトールが、あっというまに追い抜いた。




　　　　２




　声は、人ひと気けのない、城じよう壁へきに近いあたりから聞こえてきたようだった。

　かなり遠い。

　聞こえてきたのは二度。それきりで途と絶だえた。エフェメラには自信がないが、ニフトールは女性のものだと断言している。

「このあたりだと思うんだがな」

　先頭に立っていたニフトールが足を止めて、あたりを見回した。倉庫が立ち並んでいるあたりだ。川沿いにも似たところがあるが、こちらは街頭で運びこまれた品々をおさめるための倉庫である。

「こっち」

　エフェメラの耳が、何かを聞きつけた。

「おう」

　またもや、ニフトールが先頭に立つ。

　今度聞こえてきたのは、どうやら怒ど声せいらしい。

「男だな」

　やる気のなさそうにつぶやいたニフトールの歩調がゆるんだ。今度は、エフェメラの血が騒さわぎはじめた。喧けん嘩かだ、喧嘩。

　あたりには、ほとんど人通りがなかった。このへんは、昼間なら、荷物を出し入れする労働者たちの姿や、駆かけ引きする商人たちがいるはずだ。双子たちが旅に出る前には、一晩中警護の男たちが立っている倉庫も珍めずらしくはなかった。

　たかが盗賊団の跳ちよう梁りようだけで、ここまで寂さびしくなるはずがない。

　エフェメラは、港に上陸してから数週間の旅の間に聞いた、さまざまな噂うわさ話ばなしを思い出した。どれも、不ふ穏おんな情勢ばかりだ。グラダス半島にある五つの王国は、どこも問題を抱かかえているようだった。たとえば、このトリースは宰さい相しようカオー・クェンクィンの専横が問題になっているらしい。どこかの森に──もちろん人が植えた森だが──反宰相派が集まって、叛はん乱らんを起こそうとしているなどという噂もあった。

　残る四つの王国も似たりよったり。戦争が近いという人々も少なくない。

「エフィ、あそこだぞ」

　ドムスに言われて、エフェメラははっと我に返った。いつものごとく、自分の思考の中に入りこんでしまっていたらしい。

　倉庫の陰かげ、暗がりあたりで、若い男が四人、やせぎすで長身の人ひと影かげを、半円を描えがいてとりまいている。長身の人影の背後には、誰だれかがうずくまっていた。若い女性らしい。

「なんだ、貴様、地べたで寝てるような野や郎ろうがっ、生意気なんだよっ」

　四人の一人、ずんぐりした体つきの男が長身の影をみあげるようにして怒ど鳴なっていた。

　地べたで寝てる、という表現が、エフェメラにいやな予感を覚えさせた。それは、エルファを蔑べつ視しするやからが、森の民たみを愚ぐ弄ろうする時に使う表現だ。

　ターデンにいるエルファなど、今の時期にそう何人もいるはずがない。

　あの盗賊団の跳梁で、疑われたことに憤いきどおったラジスの森のエルファたちは、再び森を閉とざしてしまったはずなのだ。

『せっかく、父さんが一いつ所しよ懸けん命めいお話しして、ようやくここまでこぎつけたのに』

　こんなことを言うやつがいるから、父さんがやったことが無む駄だになろうとしているんだ。

　その思いと、もしかして、家にいるはずのラナークが何かに巻きこまれたのではないかという心配が、エフェメラの頭にかっと血を上らせた。

「ちょっと、あんたたちっ、何やってるの！　一人を大勢でいじめるなんて、それでもちゃんとつくものついてんのっ！」

　喧嘩を買うならターデン一と言われたエフェメラだが、売るのだってなかなかどうしてたいしたものなのだ。

　ま、アンディがかたわらにいると、ここまでの台詞せりふは言えないが。ドムスとニフトールなら、遠えん慮りよはいらない。

「なんだぁ、貴様らは」

　長身の人影をかばうように、エフェメラは立ちはだかって、ぐるりとまわりの若者を睨にらみつけた。

「はい、ちょいとごめんよ」

　その横をするりと抜けて、ニフトールはうずくまった女の子の横にかがみこんだ。

「彼女に触るなっ」

　長身とずんぐりが、声をあわせて叫さけび、顔をみあわせてお互たがいを睨みつけた。ニフトールは、そしらぬ顔で娘むすめの肩かたを叩たたいて、何か話しかけている。

『よかった。ラナークじゃないや』

　長身の人物は、やはりエルファだった。尖とがった耳や、人間にはない淡あわい緑の髪かみを見れば明らかだ。しかし、双ふた子ごの友であるレスティリ氏族の若者──百二十歳だが──ではなかった。彼の髪はラナークのように編まれておらず、空に向かってさかだてられている。腰こしには石投げ器スリングに似たものがさがっている。

　それから、手には剣けんだ。まだ、かまえられてはおらず、体の後ろに回されている。やや不自然な姿勢だから、あれがエルファ独特のかまえなのかもしれないが。

「なんだじゃないわよ。あたしを知らないなんて、あんたたちほんとにターデンの住人？」

「あいにくだな」

　ずんぐりした体つきの若者が言った。どうやら、彼が四人組の主導権を握にぎっているらしい。

「俺たちは、近在から集められてきた猟りよう師しだもんでね。あんたなんざ、知らないんだ」

「その程度の皮肉であたしを怒おこらせようなんて、百年早いわね」

　エフェメラに言われて、右みぎ端はしの男がいきりたつのを、ずんぐりが押さえた。

「ガヤン神しん殿でんから、正式に巡じゆん察さつ隊として任命されてるんだ。邪魔しないでもらおうか」

　ガヤン？　旅に出る前なら、ガヤンにかかわりのある人の顔は一通り覚えていたのだが、どこでも見た記き憶おくがない。

「あ～、え～と、とにかく一人を相手に大勢なんて卑ひ怯きようじゃないのっ！」

　だからと言って、いまさらひっこみがつかないエフェメラである。

「まったく、その通りだな」

　ドムスが、エフェメラのかたわらに進みでた。

「うるさい。巡察隊の邪じや魔まをするなら、お前らもガヤン神殿に来てもらうぞ」

「っほ、このおいらを？　力ずくでどうにかしようって？」

　ドムスは、武器を手に取ろうともせずに、腕うで組ぐみしたまま悠ゆう然ぜんと彼らを見回した。

「あんたらじゃ無理だな」

　さらりと言ってのける。実力はともかく、はったりを言っているつもりは、本人にはない。本気なだけに、四人組がいきりたった。

「こうなりゃ、どうでも来てもらうぜ！」

「しつっこいわね。この人が何をしたっていうのよ。エルファだっていうだけで妙な疑いをかけたってとこじゃないの？」

　エフェメラは強気だ。ドムスたちの掩えん護ごがあるからではない。自分が正しいと思っているからだ。こんな風にもめたら、父さんの苦労はどうなるのよ。森を開いてもらって、開かい拓たく村を作るために、父さんは何カ月も何年も粘ねばって交こう渉しようしたんだっ！

「ばかやろう！　わけもわからずに口をはさむんじゃねぇよ。そいつが目に入ってねぇのか、このバカ娘」

「バカたぁ、どういう意味よ」

　きりきりきりとエフェメラの眉まゆ毛げがつりあがっていく。

「これが見えてないかと、言われている」

　暴発寸前、エフェメラの目の前へつきだされたものがある。

　エルファの若者が、剣をエフェメラに見せたのだ。はじめて気がついたが、それは黒い液体で濡ぬれていた。暗いから、黒に見えるのだろうか。

　それを見て、巡察隊と名乗った男たちは、腰の剣をすらりと抜ぬいた。ガヤンの武器、ソードブレイカーを持っているものは一人もいない。

「これが、どうしたの？」

　エフェメラは平然としていた。ドムスが、動いていないからだ。彼が殺気を感じていないなら、このエルファに彼女を傷つける意図はないのだろう。

「俺は何もしたわけではない」

　その刃やいばは、案の定、すぐにひかれた。

「襲おそわれたから、追い払った……」

　エルファの言葉は、激しい咳せきに遮さえぎられた。うずくまっていた少女だ。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　エルファが、彼女におおいかぶさろうとする。

「お嬢じようさんに触さわるな。この犬ころ野郎！」

　ずんぐりが前に飛び出した。

　エルファが、すかさず剣をひるがえした。一いつ瞬しゆんで、ずんぐり男の鼻先につきつける。

「貴様、取り消せ」

　押し殺した声で言う。

「野郎」

　残った三人も、前に出た。左右の二人が飛ひ縄じようをかまえた。猟師が狩かりに使う、投げ縄なわの一種だ。ガヤン神殿でも、ときおり使っている。

「無用な争いは輪を壊こわす。けれど〈牙フアング折クラツりシヤー〉の名にかけて、汚お辱じよくは清められねばならない」

　エルファは、静かな口調で言った。剣をかまえなおす。彼の剣は、やや短めで肉厚だ。剣というより山刀に近い。胸にひきつけるような、独特のかまえである。

　睨みあうちょうど真ん中にエフェメラ。

　どちらかに味方するか、それとも身を引くか。エフェメラは迷った。

　より面おも白しろい物語を紡つむげるように行動せよ、というのがシャストアの教えではある。だが、ここまで状じよう況きようが不明では面白さの判断が難しい。プリシラ母さんなら、意味もなくひっかきまわすんだろうけどなぁ。自分は、まだまだ未熟だと痛感する。

「ふん。それで、おいらにかかってくるのはどいつだ？」

　拳こぶしをかまえながら、ドムスが嬉うれしそうに言った。

「どっちが悪いのかよくわからんからな。おいらに勝てるようなら、そいつがいいやつだろう。青い月の神は、邪じや悪あくなものに勝利はお与あたえにならん」
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「お前ね、そりゃ単純すぎるってもんだよ」

　地面の近くから、ニフトールが言った。

「さっきの咳で、どうやら声も出るだろう。さあ、お嬢ちゃん、言ってやんな」

　そういいながら、ニフトールは娘を支えて立ちあがらせた。かなり小こ柄がらな少女だ。エフェメラより、頭半分小さい。

「あ、そうか」

　彼女に事情を聞くのがいちばん早い。なんで、そのくらい気がつかなかったんだろう。思わず口に出して呟つぶやいていた。その声は、彼女の耳にも届いたらしい。

「相変わらず、そそっかしいのね、エフィ」

　へ？　あたし？

　娘の顔を見て、エフェメラは思わず抱だきついていた。

「ユリーナ！　ユリーナじゃない」

　ユリーナはサリカの平信者だった。エフェメラの親友フラウはサリカの入信者だ。その縁えんで知りあって、旅に出る前、フラウの結けつ婚こん式では二人して花はな嫁よめの付つき添そい人にんをやったのだ。

　友人になってから知ったのだが、彼女の父親グレッソン・ボルトは、近きん隣りんの猟師や木こりたちのとりまとめ役で、仕事の関係から双子の父ラスティとも親しかった。

「その怪け我が、大丈夫？」

　額から血がにじんでいる。ユリーナは、こくりとうなずいた。

「妙みような煙けむりを吹ふき掛かけられて喉のどをやられたみたいだな。喧けん嘩かしてるひまがあれば、女の子の面めん倒どうをみてやらんと駄だ目めじゃないか、若者たち」

　ニフトールが、気取って言う。エルファと巡察隊の男たちの視線が彼に、正確に言うと、ユリーナの腰に回されたニフトールの手に突つき刺ささる。

『どうも、単なる巡察隊ってわけじゃないよね』

　街とエルファの対立よりも、これはもっと個人的な理由がありそうだと察して、エフェメラはかなり気楽になった。

　しかし、ユリーナも命に別状はないとはいえ、ほうっておけない。じろじろ見られているのに顔が汚よごれているのは、可か哀わいそうだ。

「ちょっと待って、すぐに水を探してくるから」

　そう言ったエフェメラを、ユリーナは手首を摑つかんで引き止めた。

「待って、エフィ。この人たちを止めて」

　エフェメラは、一瞬返答に困った。喧嘩をあおりたてるのは得意中の得意だが、止めるほうは不得手なのだ。

「止めるのは、あんたの役目だろう」

　ドムスが、いきなり指し摘てきした。

「男は女の言うことをきいてやるもんだ」

　ドワーフ的常識というやつである。

　ユリーナは、一瞬とまどったようだが、すぐにきっぱりとうなずいた。

「ケルン、乱暴はやめて。お願い」

　エルファは、剣をおろさない。

「いかにきみの頼たのみでも、これは名めい誉よの問題なのだ」

　ケルンと呼ばれたエルファは、困ったように首をふった。

「グラッドも、やめてちょうだい。父さんに言われてあたしを尾つけてきたんでしょう……」

「いや、俺は、ガヤンの巡察隊としてですねぇ」

　急に早口になった言葉が、彼を完全に裏切っている。

「つまり、このエルファさんは、ユリーナの彼氏なんだね」

　エフェメラは、ニヤニヤ笑って、肘ひじでつんつんとユリーナの脇わき腹ばらをつついた。

「やだ、エフィ。ケルンはそんなのじゃないわ。お友達よ」

　ユリーナは真っ赤になってうつむいてしまった。

「ただのお友達が、こんな時に、街の中にあなたに会いに来るわけ？　ほら、彼が哀かなしそうな顔をしてるじゃない」

「お、俺はそんな顔はしていない」

　うろたえた顔を見ると、ケルンというエルファは意外に若いように思えた。繊せん細さいな作りだが、意志の強そうな顔つきだ。

「そうじゃないのよ。彼はエルファと人間が争うのを止めるために、街のようすを調べに来たの。あたしだって、せっかく開かれた森が閉とざされるなんていや。ラスティさんの苦労は、エフィや父さんから聞いてたしね」

「ありがと」

　エフェメラは、ユリーナをぎゅっと抱きしめた。

「だから、ケルンに協力しようと思って」

「お嬢さん」

　ずんぐりが、悲痛な叫さけびをあげた。

「お嬢さんが、そんな密みつ偵ていまがいのまねを」

「サリカは信念を許したもう。サリカは記憶を守りたもう。サリカは天より見守り、風を送られん。風は実りをもたらすもの。人の実りをもたらすは言葉なり。信念は説かれずばわかりあえぬもの。記き憶おくをわかちあい、互たがいを高めよ。いつか月にいたらんがために」

　ユリーナが、サリカの祈いのりを口にした。サリカは、記憶と信念の神だ。そして、信念のぶつかりあいが不幸を招くことなきよう、一人の記憶が多数を幸せにするよう、話しあいを勧すすめ、結びつきを守護する青の月の神である。

「そりゃ、同じ双ふた子ごの月同士の話で……」

　ずんぐりの言葉の途と中ちゆうで、魔ま法ほうの明かりが、さっと周囲を照らし出した。
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　見慣れた、やや青みがかった光は《持コンテイ続ニユアル光・ライト》の輝かがやきだった。魔法は術者によって微び妙みような癖くせがあるものだ。

「こっちです、班長」

　その声を聞いた途と端たん、ずんぐりがうろたえた顔になった。彼の仲間が上司を連れてきたのだ。

『なんだ、このずんぐりの上に偉えらいひとがいたんだ』

　エフェメラは、ガヤン神しん殿でんの知りあいの顔を次々に思いだした。ここしばらくの間に昇しよう格かくしたんじゃないかぎり、入信者以上なら知りあいのはずだ。

　ものわかりのいい人ならいいな。間ま違ちがっても、頭の固い人じゃありませんように。何人かの顔を、かわるがわるに思い浮うかべる。

「おい、いったいどうなってるんだ」

　という声が聞こえて、エフェメラはきょとんとしてしまった。

「あれ、お兄ちゃん？」

　アンディの声だ。

「へ？　エフィさん？」

　エフィさん？　声は確かにアンディそっくりだが、兄さんがそんな風にあたしを呼ぶわけはない。だとすると……？

「エフィ、こんなところで何をしてるんだ」

　アンディがいた。

　なんだ、やっぱりそうだったのか。

「兄さんこそ、こんなとこで何してるのよ。掃そう除じは終わったの？」

「エフィさん、相変わらず先せん輩ぱいにそういうことさせてるんですかぁ？」

　と、アンディそっくりの声が言った。この声は……。声の主に向かって、エフェメラは顎あごをつぅんとそらして、冷たい視線を向けた。

「ずいぶん、偉そうな口をきけるようになったのね、メレイくん」

　声は同じだが、顔形はずいぶん違ちがう。にきびの跡あとを盛大に残した若者である。メレイ・フェッセン。双子の昔なじみだ。ガヤン神殿の入信者である。班長というのは彼のことらしい。

「え、エフィさぁん。いや、そんな。決して、エフィさんに向かって偉そうななんて……ア、アンディ先輩っ」

　ほとんど悲鳴である。

「エフィこそ、暗くなるまでには家に戻もどるはずじゃなかったのか？　タッタやラナークがおなかを減らしてるぞ」

　アンディが、ぴしっと、言った。

「だって……」

　エフェメラは身を縮めた。

「ドムスが、どうしてもドワーフ製の酒がいいって言うから、買いに行く途中だったのよ。おいしいのは魅み惑わく通りでしか売ってないから。そしたら、巻きこまれちゃって。ね、ドムス？」

「エフェメラがそう言うなら、そうなんだろう」

　ドムスがむっつりと答える。

「すみません、アンディ先輩たちの問題は後回しにしてもらってですね。ここの騒そう動どうを片付けたいんですよ」

　メレイが、遠えん慮りよがちに声をかける。

「ああ、すまないな、メレイ」

「ひどいんだよ、メレイくん。こいつら、助けたほうを疑って、逃にげた悪党をほっとくんだ」

　アンディとエフェメラの声が重なる。エフェメラは、この場の状じよう況きようをまくしたてた。一見、偏かたよってはいるが、アンディやメレイのように彼女のことをよく知っていれば、公平な情報を取捨選せん択たくできる。

「襲おそわれた相手というのは、どんな連中でした、ユリーナさん？」

　エフェメラの話が終わると、メレイはそう尋たずねた。

「すごく背が高くて、おかしな面をつけてました」

「むぅ」

　メレイは、鼻の下をぽりぽりと搔かいた。

「話に聞いている仮面の盗とう賊ぞく団だな。ユリーナを襲って、どうするつもりだったんだと思う？」

　アンディは、メレイに向かって尋ねた。

「あたしを殺すって、それだけ言って……」

　ユリーナは、ぎゅっと自分の体を抱きしめた。がたがたと震ふるえている。

「おお、そいつぁ怖こわかっただろ」

　ニフトールが、わざとらしく手を肩かたに回そうとする。エフェメラは、そのみぞおちに肘をうちこんで、ユリーナをエルファのケルンに預けた。ニフトールの呻うめきより、グラッドが喉の奥で唸うなる声のほうが大きかった。

「三人いたんですけど、地面に引き倒たおされたところで、彼が駆かけつけてくれて」

　ケルンの胸に体を預けながら、ユリーナは言った。

「三人相手か。そりゃあ、なかなかだな。今度いっぺん試合でもどうだ？」

　ドムスが、ケルンの腕うでを軽く叩たたく。エルファは、とまどった顔つきで山の民たみを見下ろした。ドムスは、自分の拳こぶしを重ねて、斧おのをふるう真似まねをした。

　彼にかわまず、ガヤン神殿の男たちは、調べを進めてゆく。

「わからないなぁ」

　メレイがいっそう激しく、鼻の下をこすった。

「誘ゆう拐かいするってのなら、まだわかるんだけど。どうしてユリーナさんを狙ねらったんだろう」

「ぼくの予想があたっていれば、彼女がボルトの親父おやじさんの娘むすめだからだろう」

　アンディが静かに言った。

「どういうことです？」

「この巡じゆん察さつ隊を組織したのは、ボルトの親父さんだって言ってただろう」

　グレッソン・ボルト。ユリーナの父親である。

「へえ、そうなの？」

　メレイは、エフェメラに説明した。

「例の仮面盗賊団に毛皮や木材の隊商も襲われて、みんな困ってますからね」

「へえ。相変わらず、元気なのね、ボルトのおじさん」

　エフェメラは、見上げるばかりの長身と、どっしりした腹まわりを思い出した。

「そうなのよ。いくつになっても勢いばっかりよくて、困ってるわ」

　ユリーナが、ぽろり、という感じで口にする。

「ちょ、ちょっと。なごんでないでくださいよ」

　ずんぐりが喚わめいた。

「この野や郎ろうの言うことを信じるんですか？　あっしたちは、その逃げた三人なんて見もしなかったんですぜ」

「きみたちの目から隠かくれて逃げるくらいのことはできるだろう。ぼくが友人から聞いた、ゲルーシャの力をもってすれば」

　アンディの声は静かだ。エフェメラは、はっとラナークの言葉を思い出した。ゲルーシャ、それは〈悪あく魔ま〉に文字通り魂たましいを売り渡わたし、森の円えん環かんからはずれた邪じや悪あくなエルファである。

「そういうことだったのか」

　ケルンが、押し殺した声で言った。ユリーナを抱きしめている手に力がこもっている。娘は思わず顔をしかめていた。

「そうとわかっていれば、逃にがしなどしなかったものを……」

　エルファにとって、ゲルーシャは俱ともに月を戴いただかざる絶対の敵。一度出会えば、どちらかが死ぬ定めだ。

「てっきり人間の何者かが、エルファに変装しているものだと思っていたが」

　ケルンが、納なつ得とくしたようすで呟つぶやいた。

「なんだと、どうして、そんなことをしなくちゃならん。妙みようなこと言いやがると……」

　怒ど鳴なったずんぐりを、メレイは片手をあげてだまらせた。

「そう言われれば、心あたりもある。やつら、確かにネズミなどをあやつっていたふしもある」

　ケルンの言葉に、アンディがうなずきを返した。

「じゃ、これで彼は帰っていいんだね」

　エフェメラは、メレイに言葉を押しかぶせた。

「そうっスねぇ」

「じょ、冗じよう談だんじゃないっすよ。全部、鵜う吞のみにするってんですか？」

　ずんぐりの言葉に、巡察隊士たちがうなずきをかわしあう。

「疑う理由があるのか？」

　メレイはぴしりと言った。

「そうはいかないだろう」

　考え深げにアンディが言った。

「兄さん」

　抗こう議ぎの声をあげたエフェメラのほうを見もしない。

「ケルンさんでしたね。彼らの無礼はお詫わびします。けれど、ユリーナさんの安全のためにも、襲ったやつらについてお聞かせ願いたい。そのためには、呪じゆ文もんの使い手もいる神殿に来ていただきたいんです」

「あれこれ、頭の中を探さぐられるようなことは好かない」

　ケルンの言葉に、巡察隊の男たちはほらみろと言わんばかりの表情を浮かべた。

　しかし、アンディは動じなかった。

「人相書きを作るにも、絵を描かいてくれるペローマ信者は必要です」

　アンディの言葉に、ケルンは笑えみを浮かべた。

「信じよう。あなたは似ているな」

　アンディはきょとんとした顔になった。

「ラスティ・クルツと言ったか。森を訪ねてきた人間だ。どこがというわけではないが、同じように信しん頼らいできる気がする」

　思いもかけない時に口にされた父の名は、アンディを動どう揺ようさせている。

「へえ、父さんを知ってるんだ」

　兄のかわりに、エフェメラが言った。

「このエフェメラとアンディは、双ふた子ごなの。前に話したこと、あるわよね」

　ユリーナの言葉にケルンが納得した顔でうなずいた。

「ま、これ以上立ち話もなんですから、神しん殿でんに行きましょうや」

「けど、班長……」

　弱々しく抗議を試みたずんぐり以下の巡察隊の男たちを、メレイは一ひと睨にらみで黙だまらせた。

「へえ、この人たちには睨みがきくんだ、メレイくん」

「ええ、まあ。試合でひととおり頭を撫なでてやりましたから」

　剣けんの腕だけなら、アンディをしのいでいるほどのメレイである。

「それにしても、メレイ班長。こいつ……じゃない、この方々は？」

　ずんぐりは、すっかり毒気を抜ぬかれてしまった表情である。

「知りあいどころじゃない。まず、こちらからだな」

　メレイは、アンディを見た。

「きみたちにも話したことがあるだろう。うちの嫁よめさんの命を助けてくれた、アンディさんのこと」

「あ、一人で〈悪魔〉教団を退治したっていう」

　左ひだり端はしの巡察隊士が、ぽんと手を叩く。

「おいおい、そりゃおおげさだよ、メレイ」

　アンディが苦く笑しようした。それは、彼が神官としての位を授さずかって最初の事件だった。

「その他ほかにも〈虹にじの影かげ〉の一件や、マーガンター事件を解決した、あの人だよ」

「そ、そうだったんですか。メレイ班長の先せん輩ぱいの、あのアンディさんだったんですか」

　巡察隊の面々の、アンディを見る目がすっかり変わっている。

「メレイ、お前、どんな話を聞かせてるんだ、いったい」

「ほんとのことだけですよ」

　メレイは涼すずしい顔で言った。巡察隊の面々は、すっかり恐きよう縮しゆくしている。

「すると、こちらは？」

　ずんぐりが、おそるおそる言う。

「妹のエフェメラさんだ。シャストア神殿では事実上の次席でいらっしゃった。俺でも勝てない相手だよ」

「う、それはまあ、噓うそじゃないけど」

　思わず胸をはってしまうエフェメラである。ターデンのシャストア神殿の高司祭は、母プリシラだったのだが、ほとんど神殿の仕事などしたことはない。神殿をとりしきっていた神官のナリ・マクタブ師とエフェメラは呪文の腕うで前まえにかぎっていえば、ほぼ互ご角かく。戦いなら、若い分の身体能力で、エフェメラがわずかに上だった。

　もっとも、メレイが勝てないというのは、少々意味合いが違うのだが。

「だけどですね、ユリーナお嬢じようさんも一いつ緒しよにガヤン神殿に行かなきゃならんのですか」

　ずんぐりは、情けなさそうな顔で言った。

「あたりまえじゃない」

　エフェメラは、ぴしりと言ってやる。

「でも、怪け我がしてらっしゃるし。ガヤンじゃなくサリカ神殿で手当てでも……」

「たいしたことないわ」

　ユリーナの言葉はいくぶん柔やわらかかった。

「けど、一人じゃ立ってられない御ご様よう子すですし」

　ずんぐりは、もうちょっとねばった。確かにユリーナは、ケルンによりかかっている。

「そういうわけじゃないわ」

　ユリーナは、頰ほおを赤らめながら、まっすぐに立った。にやにや笑っているエフェメラと顔をあわせて、またうつむいてしまう。

「けど……」

「怪我はたいしたことはない、と本人が言ってる」

　ずんぐりの言葉を遮さえぎったのはアンディだった。

「看護の心得もあるんだから、確かだろう。彼女自身を襲った連中を早く捕とらえるためだ。本人の承しよう諾だくがあるのだから問題ない。協力してもらおう」

　へえ、兄さんも、他人のことになるとけっこう気がきくようになったじゃない。エフェメラは、兄の顔をのぞきこんだ。

　違ちがった。別に、ケルンとユリーナに気をきかせたわけではない。徹てつ頭とう徹てつ尾び、事件のことしか考えていない。エフェメラは、思わず嘆たん息そくしていた。

『駄だ目めだ、こりゃ』

　他のことは成長したアンディだが、朴ぼく念ねん仁じんには変わりないらしい。

「けど、そのおかげで俺はフラウを捕つかまえられたんスけどね」

　エフェメラと視線をあわせたメレイが、耳もとで小さく囁ささやいた。アンディが、妹と後こう輩はいを不ふ審しんそうな顔で見ている。エフェメラは、メレイの腕にでもしなだれかかってやろうかと思ったが、やめておいた。アンディをからかうのはいいが、彼の妻で親友のフラウに悪い。

　ずんぐりたちは、まだ不服そうではあったが、メレイに一睨みされて、表面上は黙っていた。それでも、歩きはじめると、ユリーナとケルンをひきはがし、彼のまわりを取り囲んでいる。エフェメラは、むっとして包囲の輪を破るような位置に割りこんでやった。

　メレイが気楽そうな声で、アンディに話しかけているのが聞こえる。場の空気をやわらげようというつもりかもしれない。

「そういや、旅のほうはどうだったんですか？」

「ああ、いろいろと収しゆう穫かくもあったよ」

　アンディは、少しこわばった笑顔で言葉少なに答えただけだ。

「メレイくんも、ソードブレイカーを授けてもらったんだね」

　エフェメラは、あわてて割りこんだ。トリース森王国のガヤン神殿は、剣の柄つかを見ると、神殿内のおおよその地位がわかるようになっている。

「ええ、そうなんですよ。けっこう張り切って仕事してたもんですから」

　メレイは、にへへと笑った。緊きん張ちようした時の声は、アンディにそっくりだが、崩くずれるとずいぶん違う。

「なんせね、この、フラウのやつがですね、あなたもお父さんなんだから、頑がん張ばってよなんて、てへへ、言うもんで」

「どぅえーっ!?」

　メレイの台詞せりふで、エフェメラはつつしみも何も忘れて声をあげた。ユリーナが、すぐ横で顔をしかめる。額の傷に響ひびきそうな大声だ。

「ていうことは何？　フラウちゃんがお母さんになったの？」

「いやあ、生まれる前なんか心細がって、エフィさんたちが帰ってきてくれないかなぁなんて、ずっと言ってたんスから、あいつ」

「そうか。それはおめでとう」

　アンディの顔もほころんでいる。

「へぇ～、あのフラウちゃんがお母さんなのか。へぇ～、あのフラウちゃんが」

　親友の丸い顔を思い出しつつ、うなるしかできないエフェメラである。旅に出る前は、まだ子供子供した感じだったのに。まあ、胸といい腰こしつきといい、いいお母さんになること間ま違ちがいなしって、よくあたしもからかったけどさ。

「男の子なんスけど、生まれて三カ月このかた、もう、毎日うるさくって」

　と言いながら、メレイの顔はにやけきっている。

「生まれて三カ月。そうかぁ、結けつ婚こんしたのがあたしたちが旅に出るすぐ前だから……って、ちょっと待てい」

　ユリーナをケルンの胸に預けて、エフェメラは思わずメレイのむなぐらを摑つかんでいたりする。

「計算が合わんでしょ、あんたって子は」

「なははは」

　笑ってごまかすメレイ。

「アンディ先輩、エフィさん。よければ、こいつが終わったら、うちに来てくれませんか」

　しめあげられながら、メレイは嬉うれしそうな声をだした。

「え、いいの？」

　エフェメラは思わずはしゃいだ声を出してしまった。

「そうはいかないよ。夜中になるから、フラウちゃんにも迷めい惑わくだろう。……おっと、もうお母さんになったのに、ちゃんはないか」

「気にしないでください。会ったのに連れて帰らなかったなんて言ったら、そのほうが怒おこります、あいつ」

「行く、行く！　絶～っ対に行く」

　エフェメラは勢いこんでいる。

「あのぅ、エフィちゃん？」

　そのエフェメラの肩かたを、ニフトールがつついた。

「俺たちはどうなるんだろうね？」

「あ、そうか」

　それに、双子の家ではタッタとラナークが暇ひまをもてあましてるはずだ。

「メレイくん、家、引っ越こしたりした？」

「いえ。子供が生まれるのは、わかってましたから……」

　エフェメラは、ぽんと手をうった。

「なるほどね。二人だけにしちゃ、広すぎる家を選んだもんだと思ってたのよ」

　エフェメラは、ニフトールとドムスを手招きした。

「じゃ、兄さん。あたし、先にフラウちゃん家ちに行ってるから」

「おい、エフィ」

「わかってるって。タッタとラナークの面めん倒どうは見ておくよ。あ、メレイくん、ラナークってあたしたちの友達のエルファなの。面倒に巻きこまれたらやだから、なんかちょうだい」

　鼻先ににゅっと手をつきだされて、メレイは目を白黒させている。

「それならもらってきた。そのためにガヤン神殿に顔をだしたんだ。そうしたら、エルファが騒そう動どうに巻きこまれたって聞いたんでね」

　アンディが苦笑いしながら、エフェメラに通行証を渡わたす。

「さすが、兄さん。じゃあ、後でね」

　エフェメラは、ユリーナにウインクをひとつ残すと、ドムスとニフトールを引き連れて去って行った。

「人間というのは、やはりわけがわからん」

　それを見送って、ケルンが言った。ユリーナが彼の手首をぎゅっと摑む。

「そうだな。わかろうと努力する。約束だからな」

　ユリーナは、こくりとうなずいた。
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　アンディは、空を見あげた。

　星がきらめいている。

　火ほ照てった顔にあたる風が気持ちいい。すぐそこにある川の水で、空気が冷やされているせいかもしれない。

　みんなは、まだマンニッテの店で陽気に騒さわいでいるだろう。フラウが、赤ん坊ぼうを寝ねかせないと、と言ったので、近くの酒場にくりだした。

　その酒盛りから、アンディは、風にあたってくると言って抜ぬけ出したのだ。

　すぐに戻もどる気になれなくて、気がつけばこんなところまで来ている。

　久しぶりに踏ふみしめる河原の感かん触しよくだった。細かい砂が一面に敷しきつめられている。

　ターデンの街を貫つらぬいて流れるこの川で、アンディもエフェメラも、幼い頃ころから水遊びをしていた。このあたりは、街の人々が夏の暑い日々に憩いこうために作られた人工の河原だ。もとはある豪ごう商しようの持ち物だった。その人物が商売に失敗して、街の共有財産になったのである。

　ターデンの街には、こんな場所がいくつかある。

　三本の街かい道どうが交差する交易の街ターデンは、さまざまな隆りゆう盛せいと没ぼつ落らくを吞のみこんできた街だ。

　エフェメラとアンディは、ここで育ち、旅に出、そして今日、帰ってきた。長い旅だった。さまざまな出会いと、別れの旅でもあった。

『まだ、終わったわけではない……』

　アンディは、視線を夜空から川かわ面もに落とした。静かだ。昼間はさまざまな荷を積んで往いき来する船でいっぱいだが、今はただ、さざ波が揺ゆれているだけ。いかに青と赤、双ふた子ごの月が見守ってくださるとはいえ、この真夜中に水上を旅するものはいない。

　もう少し早い時刻なら、あるいはもっと暖かい季節なら、この河原には、肩を並べて歩く恋こい人びとたちの姿が見えることだろう。

　だが、まだ空気は冬のなごりを残し、かすかに肌はだ寒ざむい。

　ここにいるのは、たった一人だけだ。

　アンディは、ゆっくりと歩いた。

　ここだ。

　河原でもいちばん広いあたり。対岸には、倉庫がずらりと並んでいる。こちらの岸に並んでいるのは、河原で遊ぶ人を目当てにした食べ物屋。夜になれば表の扉とびらをきっちりと閉めてしまう。広々としているが、誰だれも見る者はいない。そういう場所だ。

　アンディは、ふと立ち止まると、膝ひざをついた。砂を一ひと握にぎり摑みあげる。白い。ソイルの海岸地方から、わざわざ運んできているのだと聞いている。

「もう、何の跡あとも残っていないな」

　指の間から砂がさらさらとこぼれ落ちる。

　かつて、この砂は、赤い血に染まっていたことがある。

　アンディがやって来た時、血は既すでに固まりはじめていた。拾いあげた砂は血とまじりあい、ねっとりと彼の指にこびりついたのだ。

　アンディは、拳こぶしをぎゅっと握りしめた。

　あれは、はるか昔のようにも、つい昨日のようにも思える。だが、実際に流れた時間は、まだ一年にならないのだ。

　ここで、アンディとエフェメラの父、ラスティ・クルツが殺されてから。

　あの日、約束の時間にいくらか遅おくれて、アンディはここにやってきた。時間に遅れるなどということは、アンディにとって年に一度もあるかないかのことだった。

　おそらく二度と、アンディが約束に遅れることはない。その信念ゆえに、時の流れに対する感覚が人よりも鋭えい敏びんになったほどだ。

　なぜなら、アンディが来られなかったその時間に、ラスティが死んだからだ。殺されたのだ。

　誰が、なぜ、という疑問はいまだに解かれていない。

　むろん、捜そう査さは徹てつ底てい的に行なわれた。ターデンのガヤン神しん殿でんの長であるドミトール高司祭みずからが、《過去視覚パスト・シーイング》の呪じゆ文もんを使い、ラスティを殺した犯人を見定めようとした。ドミトール高司祭と若くして亡なくなったラスティの父親、つまり双子の祖父は親友であり、アンディと妹エフェメラにとっても、ドミトールは実の祖父のような人物だった。

　そのドミトールの呪文をしても、犯人をつきとめることはできなかった。ラスティを殺した人物は、巧こう妙みようにその姿を隠かくしていたからだ。

　当時、父ラスティは、ラジスの森のエルファたちに森を開いてもらうための交こう渉しようを行なっていた。その仕事は、街の人々の誰もが望んでいたことであり、どうしてラスティが殺されたのか、みんながいぶかしんだ。

　その時になって、ようやく双子は知らされた。父ラスティが、しばしばガヤン神殿の密命を受けて、さまざまな隠おん密みつ活動を行なっていた事実を。

　だが、その任務でかかわった事件もほとんど解決しており、アンディたちが訪ねた相手は、ラスティに感謝する者こそあれ、恨うらんでいる者は見つからなかった。

　残った手がかりはひとつだけ。

　ドミトールが、たったひとつ見たもの。それは、ラスティを殺した女の指にきらめいていた、青い爪つめ。

　それだけを手がかりに、アンディは旅に出た。〈悪あく魔ま〉教団を追い、父に恨みをもっていた男をつきとめ、ついには海を渡ってはるかトルアドネス帝てい国こくまでいたった。

　だが。

　と、アンディは苦々しい思いをかみしめた。

　得られたものは、なんだっただろうか。ついに、青い爪の女は、その影かげすらとらえることもできずじまいだった。謎なぞの〈聖なる母の結社〉について断だん片ぺん的な知識を得ただけだ。〈月に至る子〉を産みだそうとする女たちの集団であるそれは、おのれたちの中からあらわれた〈四姉妹〉と呼ばれる女たちによって蹂じゆう躙りんされたらしい。その〈結社〉は、双子たちとも深いかかわりをもつのだという。

　自分たちもまた、〈結社〉によって産みだされたのだと、そう言われた。けれど、アンディはいまだに信じられないでいる。

　ともあれ、既に双子は引き返せない。

　おのれが何者であるかを知るためには、〈四姉妹〉と対決し、〈結社〉について探さぐるしかないのだ。

　父の死にはじまった旅。

　父が殺された、その日の記き憶おくは、アンディを苦しめたが、捨てることはできなかった。

　この世界ルナルでは、それなりの代だい償しようさえ支し払はらえば、何かを忘れることは難しくない。

　だが、それはできない。

　いかに思い出すのがつらくとも、それが自分自身を傷つけようとも、つねに心に置き続けねばならぬ記憶だった。

　そんな記憶は、旅の間にいくつか増えている。

　アンディは、〈結社〉の、あるいは〈四姉妹〉の犠ぎ牲せいとなった人々のことを思い出した。その中でも、とりわけ鮮せん明めいな記憶──一人の女性の面おも影かげを、そっと胸のいちばん奥底へと沈しずめる。

　旅は、眠ねむれる宿命を呼びさましただけなのだろうか。

　アンディは、空に浮うかぶ月を見上げた。今日は四つの月が出ている。一つは見えない。それは、暗黒よりも暗い月だからだ。〈悪魔〉が来きたる。歪ゆがみし闇やみの月。

　残り三つ。そのひとつは、つねに天頂に輝かがやく、もっとも古き月、白き輪の月だ。そして、青と赤の双子の月が、導きの光を地上へと投げかけている。

「ガヤンよ、法を示したまえ」

　さえざえとした青い輝きを見上げるうち、知らず知らず、アンディのくちびるから祈いのりの言葉がもれていた。

　青い月には秩ちつ序じよと束そく縛ばくを司つかさどる神々が住まう。その主神こそ、アンディが仕える法と契けい約やくの神、ガヤンだ。

　そして、赤い月には解放と混乱を司る神々が住まう。

『ねえ、兄さん。旅は、そんなに悪いことばっかりじゃなかったよ』

　双子の妹エフェメラの顔が、赤の月に重なる。彼女は、赤の月に住まう神々の主神、物語と伝承の神シャストアの神官なのだ。

「そうだな、エフィ」

　少なくとも、双子はかけがえのない友を得た。鳥人間ミュルーン族の若者タッタ、森の民たみエルファのラナーク、ドワーフの少年戦士ドムス、そしてタマットの入信者ニフトール。

　だが、とアンディは悩なやむ。彼らを、これから先も自分の旅にともなわせてよいものだろうか。おそらくは危険な旅だ。セレン内海の孤こ島とうで出会った鉄の姫ひめを名乗る女。やつには、死の匂においがまとわりついていた。

　友の命を落とさせるわけにはいかない。守り切れると断言できるほどには、アンディはおのれに自信は持てない。ドムスであれば、おいらがみんなを守ると、胸をはって言うであろうが。

　友人たちばかりではない。

　エフェメラを、これ以上ついてこさせるべきではないのではなかろうか。

　そのことも、アンディの頭を悩ませていた。

　双子たちがいない間に、グラダスの様相は一変していた。五つの王国のいずれもが、内ない紛ふんの種をかかえているようだ。エルファとの睨にらみあいは、その一つの例でしかない。動乱の火種がまだくすぶっていた帝国と同様、このグラダス半島も、安心して旅ができる状じよう況きようではなくなっているようだった。

　しかし、神殿への責任感はあるものの、やがて自分がまた旅立つだろうとアンディはわかっていた。

　できるなら、自分一人だけですべてを引き受けたいのだ。

　だが、残れと言っても、エフェメラが承服するはずもないだろう。あのきかん気の妹が。

　アンディがふっと苦笑いを浮かべた時。

「兄さん、そんなとこで、いったい何を気取ってるのよっ」

　いきなり、アンディの背後、堤てい防ぼうの上から声がふってきた。

「ほんとに、もう。黙だまって出ていっちゃったら、心配するでしょ」

　エフェメラは、マントをなびかせながら石段を駆かけ降りてきた。腰こしまである長い黒くろ髪かみが、歩調にあわせて揺れる。

　アンディは、あいまいな表情を浮かべながら、それを見つめていた。

「やっぱり、ここにいたんだね」

　エフェメラは、静かに微笑ほほえんだ。安心したしるしの笑いではない。安心させよう、慰なぐさめようとしている笑いだ。

「危ないじゃないか、女の子が夜中にひとりで出歩いたりしちゃあ」

　思わずアンディの口をついて出たのは、そんな言葉だった。

　エフェメラのくちびるが尖とがる。いきなり頭ごなしだったので、素す直なおな返事ができなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。いくらこのごろ物ぶつ騒そうだっていっても、ターデンの街の中でさ」

　そう言ったエフェメラの肩かたを、アンディは強く摑つかんだ。

「兄さん、痛い……」

　エフェメラは、言葉を途と切ぎらせた。アンディの顔を見てしまったからだ。時々喧けん嘩かくらいはある。空あき巣す狙ねらいが出しゆつ没ぼつすることもある。ちょっと派手な騒そう動どうが起きたこともあった。けれど、ターデンは平へい穏おんな街だと、そうみんな考えていた。

　その平和の真ん中で、双子の父は殺されたのだ。

「うん、気をつける。もうしないよ。ごめんなさい」

　エフェメラは、素直に謝った。

　アンディは、自分の手にこもった力に、気がついたようだった。あわててひっこめると、横をむいたままこう尋たずねた。

「みんなはどうしたんだ？」

「まだマンニッテさんとこでお酒飲んでる。ニフトールが、一度酒さか瓶びんをかかえこんだら、放すはずないじゃない。けど……」

　エフェメラの言葉を最後まで聞かずに、アンディはため息をついた。

「やれやれ。明日あしたの朝にでもあやまっとかなきゃいけないね」

「うん。母さんのツケも払はらわなきゃいけないしね」

　エフェメラが笑い、それと対照的にアンディの顔が曇くもった。

「母さんか。まったく」

　アンディのため息は、ますます深くなった。

「まるっきり、《火球フアイアボール》の呪文みたいなもんだな、うちの母さんは」

　飛び出したら、もう戻もどってこない。

「それはどうかな。《火球》なら当たった先で燃えあがるから、行った先くらいわかるよ。どっちかっていうと、藪やぶの中に射うちこんだ矢ってとこね」

　妹の言葉に、アンディはかすかではあるが笑った。

「よっ、と」

　エフェメラはくるりとマントをひるがえすと、脚あしを前に投げだして腰をおろした。

「行ぎよう儀ぎが悪いぞ、エフィ」

　そう言いながら、アンディも座った。

「はいはい」

　エフェメラは、膝ひざをかかえこむと、アンディの肩にことんと頭を預けた。

「どうしたんだ？」

「兄さん捜さがして走り回ったから、疲つかれちゃった」

「噓うそつけ」

　アンディは、そう言って妹の頭を軽くぽんと叩たたいた。

　双ふた子ごは、しばらくそのままの姿勢でいた。

　天空に輝いている青と赤の月も、今日はよりそうように近い位置にある。

　ターデンの街は静かだった。

　アンディは、遠い昔にも、こんな風に座っていたことを思い出した。七つの時だ。家族みんなで、母さんの知り合いの農園に、遊びに出かけた時だった。屋根裏部屋の、藁わらの寝しん台だいの上で、天窓から星を見つめていたんだった。

　あの時は、妹がいて、父さんがいて、母さんがいた。

　今は、エフェメラしかいない。

「兄さん」

　エフェメラが言った。

「あたしはついてくからね」

　きっぱりとしていた。アンディは知っていた。こういう口調で言われたエフェメラの言葉は、誰だれにもくつがえせない。

　知ってはいても、試ためしてみずにはいられなかった。

「いったい、どこへだ。今もついてきてるじゃないか」

　はぐらかすのも、ごまかすのも得意ではない。

「ようやく故郷に帰ってきたんだぞ。ぼくがどこにも出かけるはずないじゃないか。母さんじゃあるまいし」

　冗じよう談だんや噓は、もっと苦手だ。笑ってみせても、顔がこわばっている。

「目的を果たして帰ってきたわけじゃないし。追いかけるつもりでしょ。〈四姉妹〉のこと」

　エフェメラは、まるでいじめっ子に仕返しする計画かなにかのように、気軽な調子で言った。けれど、指先が震ふるえている。

「青い爪つめの女を捕つかまえないと、いろんな人に申し訳がたたないもんね」

　エフェメラの目が、川の水面に落ちた。

「誰かのためにやっているわけじゃない」

　アンディの声は硬かたい。

「そんな言い訳をするわけにはいかない。これは、ぼくのためにやっていることだ。だから、誰にも責任をかぶせることはできやしないんだ」

　アンディは、エフェメラを見た。

「でも、どこへ行くべきかも見えないし、まだ旅立つのは無理だろう。母さんに訊きけば何かわかるかと思ったんだけど、いなけりゃどうしようもない」

　優やさしい瞳ひとみだ。

「だけど、そのうち行っちゃうつもりなんでしょ？　母さんからどこにいるとか手紙が届いたり、〈四姉妹〉とか〈結社〉とかの手がかりが摑めたら」

　エフェメラは、ふと、幼い頃ころの思いをよみがえらせた。いつかきっと、自分は旅に出るだろうと思っていた。母と同じに、放ほう浪ろうするのだと。そして、兄がいつも故郷に待っていてくれるのだと。でも、現実に旅立ったのはアンディだった。もっとも、エフェメラは兄の代わりに故郷で待っていたりしなかったのだが。

「そうだ、そうすると思う」

　アンディは正直に答えた。

「でも、それはとても危険な旅なんだ……」

「だからついてくのよ。兄さん一人でほうっておいたら、危なっかしくて」

　エフェメラは、くすりと笑って、アンディの反論を封ふうじこんだ。

「タッタくんも、同じことを言ってたけどね。あたしたち二人は、ほうっておくと何をするかわからないって」

　海の彼方かなた、トルアドネス帝てい国こくで知りあったミュルーンの若者のがあがあ声を、アンディは耳の奥によみがえらせた。

「だから、みんな一いつ緒しよだよ」

　アンディの肩から、エフェメラの頭が離はなれた。青みがかった灰色の瞳が、正面からアンディを見つめる。月光を照り返して、銀の月にも似ていた。

「ドムスも、強い敵と戦えるのは面おも白しろそうだって言ってたわ」

　どうやら、妹を説得するのは無理なようだ。アンディは、そう悟さとった。エフェメラに言わせれば、十五年は前に気がついてもいいはずのことだ。

「ニフトールはどうなんだ？」

　アンディは、かろうじてそう反はん撃げきした。

「ほっといてもついてきてくれるわよ」

　エフェメラの口もとが、きゅっとつりあがる。いたずらを仕し掛かける時の笑いだ。

「だって、あたしの未来の旦だん那なさまだもんね」

「エフィ、そういう冗談は言うもんじゃない」

　アンディは、顔をしかめた。

「冗談じゃないかもよ」

　エフェメラは、兄の顔をのぞきこむようにして言った。

「ぼくをからかうのはいいが、ニフトールを挑ちよう発はつするのはやめとけよ」

　アンディに言われて、エフェメラはけらけらと笑った。

「心配ないよ。どうせ、ニフトールだって本気じゃないんだから。いくつ違ちがうと思ってるの？　あたしなんて、娘むすめみたいなものじゃない」

　そうだろうか。アンディは、ちらりと不安に思った。たぶん、そうなのだろう。ただ、ほんのときたま、ニフトールの目の光が本気に思えることがあったりするのだ。たぶん、心配のしすぎでそう見えるだけなんだろうが。

　しかし、それならどうして彼は、自分たちと一緒に来るというのだろう。

「案外、あの鉄の姫とかに御ご執しゆう心しんだったりして。けっこう色っぽかったもんね」

　アンディは、一いつ瞬しゆん、それもありうるかもしれないと思い、あわててその考えを追い払った。いくらなんでも、ニフトールに悪いと思ったのだ。あながち、まったくの大はずれでもなかったのだが。

「その手の冗談もやめろ。下品だぞ。酒場でくだまいてるおじさんみたいだ」

「む。うつったかな」

　エフェメラが、眉み間けんにしわをよせる。

　それから、急に沈しずんだ顔になる。

「でも、ラナークはついてきてくれないだろうね」

「ああ」

　アンディの顔も、寂さみしげだった。まだ、ほんの短いつきあいだが、物静かなエルファは双子にとってかけがえのない友人になっていたのだ。

「しょうがないさ、彼には大事な使命があるんだ」

「でもさ、ラジスの森の部族に手紙を届けたら、後は自由なんじゃないの？」

「そうはいかないだろう。森の民たみは、自分たちの属する森を、あまり長く離れることはできないっていうしな」

　エフェメラもそんなことくらい承知しているだろう。すねているのだ。

「それに、この状じよう況きようだ。わかるだろう？　エルファと街のみんなは対立している。ラナークは、たぶん、そのことに絡からんだ使命をさずかるはずだ」

「ちょっとくらい寄り道してくれないかな」

　わかっていても、ついそう口にしてしまう。そんな気持ちがわかるだけに、アンディはぴしりと言っておこうと思った。

「エフィ」

　やんわりとしてはいるが、この口調を使った時は、もう〈悪あく魔ま〉に追いかけられても動かない。エフェメラも、それは知っているはずだ。

「さっき、神しん殿でんに行った時に、ドミトール先生に頼たのまれた。ラナークを明日連れてきてくれないかって」

　エフェメラは、いぶかしげにアンディの顔を見た。法と契けい約やくを司つかさどるガヤン神殿の長おさ、ドミトール高司祭が、サイスの森のエルファにどんな用があるんだろう。

「先生は、エルファともう一度話しあいたいんだ。事件がはじまった時、むやみに押しかけた人々がいたせいで、エルファは再び森を閉とざしてしまった。このままじゃ、人間たちの猜さい疑ぎ心しんはつのるばかりだ」

　エフェメラも、フラウに聞いていた。かなりひどいありさまだったらしい。森に火をかけようとした者もいたという。

「ラナークなら入れるだろう。その時、ぼくも一緒に行って説得して来いと、先生はおっしゃった。ケルンさんも言ってたよ。ラスティ・クルツの息子むすこなら、もしかして耳を傾かたむけるかもしれないってな」

　その声に含ふくまれたかすかな苦みがなぜなのか、エフェメラには想像しかできない。

「兄さん」

　瞳を震わせている妹に、アンディは言った。

「何度目だろうな。お前を置いていこうとして、やっぱり連れていっちゃうのは」




　そのほぼ同時刻。

　ラジスの森。その隙すき間まの暗黒にひそんだ影かげたちが、言葉をかわしていた。

「来ましたぞ、姫ひめさま……」

　それを発した影は、すべての水分を失ったかのような干ひからびた姿をしている。肉体ばかりではない。心のうちからも、あらゆる潤うるおいをなくしたかのような。

　それは、ゲルーシャの邪術師ソーサラー、〈腐れ根ロツシンルート〉のゼラン。

「確かかい？」

　闇やみの中にあってさえ美しい。しかし、それは凄せい絶ぜつにして妖よう異いなる美。

　青銅の姫、フエイアが反問する。だが、そこに部下の言に対する疑いは微み塵じんもない。ただ、強い敵と出会うことへの渇かつ望ぼうがある。

「あせりなさいますな、姫さま。きゃつらは蛇へびの顎あごに捕とらえられたネズミのごときもの。やがて、おのずと吞のみこまれてまいりましょう」

　主あるじの感情を心得て、邪術師ソーサラーが答えを返す。その手には、なにものとも知れぬ動物の牙きばを列つらねた、奇き怪かいな魔ま術じゆつ武器が握にぎられている。

「ふふ、そう簡単にひっかかるようなやつじゃ面白くないよ。あのプリシラとラスティ・クルツの子供たち。どれほどのものか、じっくりと見せてもらおうじゃないか」
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　森は、ただ木々が立ち並んでいるだけの場所ではない。そこは、命の円えん環かんの重なりあう場所。変わることなく続く、静せい寂じやくの地だ。

　かつて、森は世界を覆おおっていた。

　それが、緑の月の時代である。歪ゆがみし闇の月からの〈悪魔〉襲しゆう来らいによって、静かな森は焼きつくされた。

　それは、もちろん良きできごとであったはずはない。けれど、〈悪魔〉が来なければ、今のように人間が都市での生活を送っていることはなかったはずだ。ドワーフたちも、完全な地底生活を送らねばならなかったかもしれない。

　緑の月は、今も輝かがやいている。しかし、森はかつてに比べれば、大地のほんのわずかな面積を占しめるのみである。

　人間は、本当の森を知らない。

　エフェメラもアンディも、人の植えた森ならば知っている。

　遊びに行ったこともあった。木々が整然と並んで、日の光が大地まで届いていたのを覚えている。中にいると安全だと感じたし、空気はさわやかだった。それは、木材を得、さまざまな生き物を育てるために人が作り出した森だったからだ。

　けれど、ここは違う。

　ここは自然の生んだ森。エルファの土地だ。

　ラジスの森である。その広さは、トリース森王国にも匹ひつ敵てきしよう。数百の部族が、この中で生活をいとなんでいるという。ある賢けん者じやによれば、それはトリースに住む人間の、約半分におよぶほどの数だとも言う。

　けれど、エフェメラには、こんなところにそれほどたくさんの人々が住んでいるとは信じられなかった。

　そう、人々だ。人間たちの中には、大地に伏ふして眠ねむり、天空を屋根とするエルファを、獣けものに等しいものとみなし、同じ〈源人の子ら〉であることを認めようとしないものもいる。だが、エルファたちを目前に見て、なおもそのようなことが言えるだろうか。

　ラナークも、そして数日前に知りあったばかりのケルンも、みな、立派な人格の持ち主であり、頼たよりになる友人であった。

　けれど、それだけに、どうしてこんなところで暮らしていられるのだろうかと、不思議になるのである。

　足を一歩進めるにも、苦労をする。下生えが足もとを隠かくし、たれさがった蔦つたが腕うでに絡み、突つき出た枝が視界をさえぎるのだ。日の光は地面まで届くことはなく、腐った木の葉におおわれて、湿しめった大地はおろした足を易やす々やすと足首までのみこむ。口をあけて、その事実をののしっていれば、小さな羽虫がその中にとびこんでくる。油断をすれば、鋭するどく尖とがった葉が手の甲こうや頰ほおを切り裂さこうとする。

　ここは森。人の領域にあらざる地なのだ。

　また別のやっかいごとが、エフェメラを捕らえた。

「あ～う～、ちょっと待って、みんな」

　髪かみの毛が、枝にからまったのだ。気がつかずに歩いていたせいで、痛い目にあった。ちょっぴり涙なみだがにじんでいる。

「またか、エフィ」

　アンディがふりかえった。

「森に入ってから、もう三度目やんけ。ええかげんにこりんかい」

「髪の毛は、まだ二回目だもん」

　タッタの言葉に、エフェメラは爪つめを嚙かんだ。

「せやったな、さっきはお尻しりが破れたんやったな」

「お尻じゃないよ。裾すそがちょっとほつれただけだい」

　エフェメラは、マントの裾をもちあげようと体をひねった。

「ああ、じっとして、エフィ。動くとますますからまっちゃいます」

　彼女の後ろを歩いていたラナークが、すぐに追いついてきた。

「あ、ごめんね、ラナーク」

　ラナークの氏族はレスティリ、豹ひようを祖霊トーテムとし、治ち癒ゆと葬そう儀ぎを司つかさどる氏族。傷を手当てするのと同じ手早さで、エルファの器用な指が、ひょいひょいと髪をほどいていく。

「いいんですよ、このくらい」

　ラナークの声は、いつも穏おだやかだ。怒おこっている時でも、めったにゆらがない。

「ついでです。しばらく休みましょう」

　ラナークの提案を受けて、アンディはうなずいた。

「狼おおかみの兄弟、よろしいですか？」

「新参の月に従うものに、緑を歩くすべの心得を期待はしていない、豹の導き手」

　先頭を歩いていたケルンが、感情を見せない口調で言った。彼の氏族は、プファイト。狩かりと破は壊かいを司り、狼とプファイトの木を祖霊とする氏族だ。

「ふぅ～、やれやれ、助かった」

　ニフトールが、どさりと腰こしをおろそうとする。

「そこはいかん」

　ケルンがぴしりと言う。

「へ？」

　姿勢を途と中ちゆうで止めたニフトールは、きょとんとして、狼の氏族のエルファを見た。

「その下にケレクスの巣穴がある。地虫の一種だ。刺さされると痛い」

　ニフトールは、尻の下を見たが、これといって特別なものは見あたらない。もっとも、彼には、森についての知識など何もないという自覚があったから、見分けがつかなくともエルファの言葉を疑おうなどとはしなかった。

「痛いって、どのくらい？」

　ケルンの口調は淡たん々たんとしていたから、ニフトールは気軽に尋たずねた。答えを返したのは、エフェメラの髪をほどいていたラナークだ。

「ケレクスっていうのは、殻からをかぶったミミズみたいな虫です。珍めずらしいですよ。頭とお尻にとげがあります。毒は、体の弱い人だと、死んじゃうくらいですかね」

　こっちもあっさりと言ってのけたので、ニフトールも一いつ瞬しゆん、平然とうなずいた。

「あ、死んじゃうくらいかぁ……って、おいっ」

　ニフトールは、中ちゆう腰ごしのままずざざざっと横移動した。

「器用ねー」

　思わず呟つぶやくエフェメラである。

「っこにいるんだっ」

　ドムスが斧おのをかまえた。彼とアンディだけが、真しん剣けんな表情だ。ニフトールも、表情は真剣なのだが、姿勢がそれを裏切っている。

「よせ」

　ケルンが、険悪な表情でドムスを睨にらみつけた。

「ケレクスを殺す必要はない」

「ほっとけば、誰だれかが刺されるだろうが」

　むっとしてドムスが言い返す。

「それも、森の円環をなすことだ」

　ケルンは、それ以上説明をしようともしない。エルファにとっては自明の理であって、ことさらに言葉で説き聞かせることではないからだ。

　ドムスは、かっとして何かを言い募つのろうとした。そこに、ニフトールがのんびりと声をかける。彼は、木の根っこに腰をおろしていた。びっしりと苔こけが生えている。

「ま、襲おそいかかってこないならよしとしようや」

　そして、ドムスの反論を封ふうじるように、腰にさげた袋ふくろの中身を喉のどに注ぎこむ。

「ニフトール、それだけしかないんだから、大事に飲んでよね」

「おう、エフィちゃんも一いつ杯ぱいやるかい？」

　もちろん、中身は酒である。エフェメラが返事をする前に、アンディが声をかけた。

「エフィ、今のうちに髪の毛をどうにかしておくんだぞ」

「どうにかって言われても」

　エフェメラは、ちょっとくちびるを尖らせた。

「ここまで伸のばしたのに、切れっていうの？」

「編んで、まとめておけばいいんですよ」

　ラナークが、さっそく編みはじめてくれる。手慣れた手つきだ。

「ありがと。でも、癖くせがついちゃうなぁ」

「贅ぜい沢たく言うんじゃない」

　アンディが、遠くからこづく真似まねをする。

「あのですね、ドムスくん」

　エフェメラの髪を整えながら、ラナークは言った。

「ケルンはプファイト。森の中で何かを壊こわさねばならなかったり、命を奪うばわねばならない時は、彼らの氏族がやるんです。その彼が必要ないというんだから、ほんとうに必要がないんですよ」

「何度も言わなくていい、ラナーク」

　腰の袋から、こちらは砂糖菓が子しをとりだしてもぐもぐやりながら、ドワーフの少年戦士は言った。

　しばらくの間、彼らは思い思いの姿勢で休息をとっていた。

　どこか遠くで、奇き怪かいな叫さけびが聞こえる。肉にく食しよく獣じゆうにとらえられた獲え物ものの断だん末まつ魔まか、それともただの鳥の鳴き声なのだろうか。

「そろそろ、行こうか」

　エフェメラの髪がすっかり編まれるのを待って、アンディが腰をあげた。

「それにしても、どんだけ歩いたらええねんや？」

　羽づくろいに忙いそがしかったタッタが、近くの幹を這はっていた虫をひょいとつまんで言った。目の前に持ってきてながめている。

「わからん」

　ケルンは、むっつりとして言った。

「昨日も言ったように、部族の者が会うつもりになるまでは、どれほどの時がすぎようが歩き続けねばならん」

　ターデンを発たったのは、昨日の昼。ケルンたちと出会った翌日のことだ。

　アンディとしては、朝いちばんに旅立つつもりだったのだが、二日酔よいが複数いたために、昼までは準備が整わなかったのである。森にたどりつくころには、すっかり日は落ちていた。昨夜は森の外で野営し、今朝入りこんだ。

「けど、もうずいぶん歩いてるよ。ケルンさんの部族の人たち、あたしたちが入ってきたことに気がついてないんじゃない？」

「そうは言っても、まだ午後のお茶の時間にもなっていないぞ」

「だって、お日さまも隙すき間まからしか見えないし、時間なんてわかんないよ」

　ぶあつく重なった木の葉は、日の光を通さない。

「けれど」

　ラナークは、隠された空を見上げながら言った。

「月の光は見えるのです。たとえ、どれほどさえぎられていようと、私たちエルファは緑の月の輝きを感じるのです」
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　しばらくの時間がすぎ、彼らは森の奥へと足を運び続けた。

　どこまで進んでも、森は静かなものだった。

　森が閉とざされたと言っても、たとえば城じよう壁へきがはりめぐらされているわけではない。足を動かせば、入りこむことはもちろんできる。

　けれど、出てこられるとは限らない。

　森の民たみが、森を閉ざすというのは、そういうことなのだ。

　アンディは、ラナークとケルンを信じている。

　けれど、不安はぬぐえない。あたりまえだ。二人は、エルファを代表しているわけではない。アンディが、人間を代表していないようにだ。

　ラナークは、サイスの森からやってきた使者にすぎない。そしてケルンは、プファイトの氏族の〈導き手〉だ。氏族の中では中程度の地位でしかない。

　彼らがいかに尽じん力りよくしてくれたところで、部族の長老たちの意見をくつがえすことはできないだろう。

　だから、エフェメラたちを連れてきたくはなかった。ただ、もしも本当に危険があると考えていれば、ラナークも強きよう硬こうに反対するはずだ。それがなかったということは、命まで奪われるとは、エルファたちのどちらもが考えていないということだろう。

　だが、ラナークはともかく、ケルンを本当に信用していいものなのだろうか……。

　ただただ単調に足を動かしていると、思考は内側へと入りこみ、不安がますます膨ふくれあがっていくばかりだ。周囲は、既すでにかなり暗くなっている。アンディの感覚は、まだ夕暮れまで時間があると告げているのだが、森の中では夜は早く訪おとずれるらしい。

「タッタくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　エフェメラが、ミュルーンの若者を気き遣づかっていた。鳥人間である彼らは、昼は抜ばつ群ぐんの視力を誇ほこる半面、夜になると極きよく端たんに目がきかなくなるのだ。

「よければ、私が誘ゆう導どうしましょうか？」

　ラナークが申し出る。

「おいらでもいいぞ。ドワーフは闇やみには強いからな」

　ドムスも言う。山の民であるドワーフは、暗い洞どう窟くつの中で多くの時間をすごすからだ。

「いや、このあたりで適当な場所を探して野営しよう」

　アンディは、足をいったん止めた。

「ケルン、どうだろう？」

「そうだな。別にかまわんだろう」

　狼の氏族のエルファは、そっけなくうなずいた。

「どうせ、もう見られているのだ。歩き続ける必要もあるまい」

「なんだと？」

　ドムスが、思わず斧を手にして、きょろきょろと左右を見回した。

「どういうことだ、そりゃ」

「ああ、お前たちにはわからんだろうな」

　ケルンに、そのつもりがあったのかどうかはともかく、ドムスには、その言葉は侮ぶ辱じよくと響ひびいたようだ。

「っこにも見えないじゃないか」

　ドムスは、ぶんと腕うでをふりまわした。幹にぶつける寸前に、拳こぶしを止める。

「あたりまえだ。森の民でもない者に悟さとられるようでは、プファイトの役目は果たせん」

　ケルンの表情は、誇らしげだった。

　ドムスは、むっとした顔つきのまま、周囲の気配を探さぐった。

　視界は狭せまく、木々の狭はざ間まから向こうは闇の中に沈しずんでいる。そこからは、なんの存在感も伝わっては来ない。

「っぱり、何もいるようには思えないけどな」

「そうでもないぜ」

　言ったのは、ニフトールだ。

「確かに、かなりうまく隠かくれてるけどな。なんかいるよ。けっこうな人数じゃないかって気がするぜ」

　ニフトールは、赤みの強い鼻の頭を搔かいた。

「むずむずするわけ？」

「ちょいとばかりな」

　エフェメラの問いに、必要もないのに耳もとにくちびるをよせて囁ささやき返す。

「あかん、わいにはさっぱりや」

　タッタがぼやいた。

「プファイトが破は壊かいするのは森の円えん環かんを汚けがすもの。侵しん入にゆう者しやもそのひとつです」

　ラナークが静かな声で説明した。

「彼らは、今、私たちをどうするか考えているのでしょう」

「西の兄弟たちからの使者と、俺がいなければ、とっくに追い返されてただろうがな」

　ラジスの森だけではなく、グラダスに住むエルファたちが西と言えば、サイスの森を指す。

「っといていいのか？」

「なにがです？」

　ラナークは、首をかしげて言った。

「出で迎むかえてもらえるまでは、こちらは何もできないよ、ドムス」

　アンディが、ドワーフ戦士の肩かたを叩たたいた。

「う～、いらいらするなぁ。兄さん、こっちから押しかけちゃえばいいじゃない」

「あかんがな、エフィ」

　手をひかれながら、タッタの言葉は威い勢せいがいい。

「売りたいもんや、買いたいもんがある時にそれをこっちゃから言い出したらあかん。まずはじっくり世間話からちゅうのが、値切りの鉄則や。顔に出したら、足もと見られるさかいな」

「う、確かに」

　反論しようのない意見である。

「まあ、しばらくは大人しくしていることだ」

　ケルンが言った。エフェメラの評判は、ユリーナからいろいろと聞いているらしい。

「さて、こちらだ。豹ひようの兄弟はどこでも眠ねむれるだろうが、あんたたちはそうもいくまい」

　ケルンに従ってしばらく歩くと、森が少し開けた場所に出た。頭上に、赤く染まった夕暮れの空が見えている。

「わあ、ひさしぶりに空を見た気分」

　エフェメラが見上げていると、空はみるみるうちに紫むらさきに変わっていった。天頂にある白き輪の月が、くっきりと浮うかび出はじめる。

「じゃ、飯にするか」

　ドムスが背中の荷物をどさりとおろした。地面には丈たけの短い草がまばらに生えているくらいで、ところどころ土が見えている。

「なっ、そこらの枝を薪まきにもらうくらい、かまわないんだろ？」

　ドムスは、荷物から干し肉のかたまりをとりだした。旅の間に、食事の用意は、味にうるさい彼の役割と決まっている。

「落ちてるものを拾うのは、根こそぎやるんでもないかぎり、かまいませんが」

　ラナークは、少し困ったような顔つきだ。もっとも、アンディやエフェメラにも、そろそろそれが見えなくなりつつある。

「けど、火が焚たけるかどうか」

「これだけ湿しめってれば、山火事の心配もいらんのじゃないかねえ？」

　ニフトールが、指先で地面に触ふれた。

「それを見定めるのは、レスティリの役目でもプファイトの役目でもありませんから」

「火を扱あつかうのは、アムクレズの氏族の役割だ。このあたりにはいないだろう」

　ラナークとケルンが、かわるがわるに言う。

「けど、エルファの人って、それぞれの氏族ごとに暮らしてるんでしょ？　それじゃ、火を使うときはいちいち訪ねていかなきゃならないわけ？」

　エフェメラは、よくうんざりしないわねと、表情で問いかけた。

「我々は、めったに火を必要としないですから」

「でも、火を使わないとできるお料理がかぎられちゃうよ。冷たいものばかりじゃ、飽あきちゃうし。ね、兄さん？」

「ちゃんと栄養がとれていれば、かまわないんじゃないか？」

「……兄さんに訊きいたあたしがバカでした」

「寒いときは、モルトゲの氏族が作った囲みの中にみなが集まって、火を焚きますしね」

　ラナークは、そう言ってから少し考えこんだ。

「いくつかの氏族には、役割の上で必要があって、火を使うことを許されているんですが」

　ラナークの視線を受けて、ケルンは首をふった。

「だめだ。火の呪じゆ文もんを多少学びはしたが、些さ細さいなことで使うのは許されていない」

　ラナークも、後頭部に手をあてて言った。

「私も、傷の浄きよめのほかは……」

「っま、いいさ。一晩くらいは冷たい食事もよかろ」

　ドムスは、地面の上に清潔な布をひろげると、そこに固めに焼いた平たいパンを並べた。

　牛の干し肉の固まりを、器用に薄うすく切り分けて、さっと香こう辛しん料りようのペーストを塗ぬりつけ、パンの上に載のせていく。

「さ、喰くっちまおうぜ」

　言うが早いか、両手に一つずつ摑つかんでほおばっている。

「いっただっきまぁ～す」

　エフェメラが、彼のかたわらにちょこんと座った。

「おーい、晩飯はどこにあるねんな」

　タッタがぼやいた。

「料理はいいとしたって、暗いと不便だぞ。俺たちはともかく、エフィちゃんやタッタは」

　盗とう賊ぞく稼か業ぎようのニフトールは、暗視の鍛たん練れんをしている。

「それに、まだ夜中は冷えこむぜぇ。野宿の後は、腰こしが痛くてな」

「おじさんには、きついわね」

　エフェメラがからかう。

「俺たちなんぞより、女の子が腰を冷やしちゃいかんぞ」

　ニフトールは平然と切り返した。

「明かりは呪文があるけど、暖めるのはなあ」

　その光のほうも、アンディはまだ呪文を唱えていない。どうするべきか、迷っているのだ。

「動物よけに光っといたほうがいいんじゃないか？」

「明かりがあればかえってよってくるものだ」

　ケルンは、そっけない。

「心配はいりません。あまりに危険な相手なら、まわりの人たちが追い払はらってくれますよ」

　ラナークが、にこやかに断言した。




　　　　３




　食事は、短い時間ですんでしまった。ニフトールは、月光をつまみに酒を飲んでいる。エフェメラも、ちびちびとついでもらっているが、静かなものだった。真っ暗くら闇やみの中では、あまり賑にぎやかにもなれない。

　ラナークは太い枝の上に、ケルンは地面に浅い穴を掘ほって、それぞれ寝ね床どこを確保している。エルファは、それぞれに祖霊トーテムに似た暮らしぶりだという。これも、その実例よね、とエフェメラは思った。

「今日は疲つかれたでしょう。早く眠ってしまったほうがいいですよ」

　言うが早いか、ラナークは目を閉じている。

「ラナークの言う通りだ。明日あしたも歩くぞ」

　アンディは、樹きにもたれかかるようにして横になった。タッタも、夜闇に包まれると何もできない。枯かれ葉や枝を集めてもらって、そこで眠っている。

「俺は見張りに立とう」

　ケルンが言った。

「あ、いいよ、いいよ。一晩中ケルンくん一人に見張りさせられないもんね。まずは、このドムスくんが」

「っんだ？　まあ、かまわんが。闇で目がきくのは似たようなもんらしいし」

　ケルンは、しばらく考えこんでいた。

「では、頼たのもう」

　そう言って、先刻掘った穴の中で丸くなった。

「なんか企たくらんでるな、エフィちゃん」

　ニフトールがにやりと笑った、んだろうなとエフェメラは思った。暗いのでよくわからない。

「えへへ」

　いたずらっぽい笑いをエフェメラが浮かべたのが、ニフトールには見える。

「も、ちょっと待とう。兄さんたちがぐっすり眠るまでね」

　エフェメラは黙だまって、酒を口に含ふくんだ。舌の上でころがしながら、耳を澄すます。

　夜の森は昼の森よりもにぎやかだった。鳥とも獣けものともつかないいくつもの鳴き声が、互たがいを呼びあうようにかわされている。

　ときおり響く悲鳴に似た叫さけびは、戦いを目前にした雄お叫たけびか、それとも、伴はん侶りよとめぐりあった獣の歓かん喜きの声かもしれない。

「そろそろいいかな」

　エフェメラは、アンディの上におおいかぶさるようにして、兄の寝ね息いきを確かめた。

「兄さんは、寝てる時まできっちりしてるわね」

　ソードブレイカーをかかえて、まっすぐ背筋を伸のばした姿勢と規則正しい息に、思わずそんな感想をもらしてしまう。

「そいでエフィちゃん、どうするつもりなんだ？」

　ニフトールが、彼女の腰をちょいとつついた。もすこし下げるとお尻しりという、微び妙みようなあたりである。

「このままじっと待ってるのって、時間の無む駄だじゃない？」

　その手を、ぱしっと払い除のけて、エフェメラはニフトールとドムスに向き直った。

「ん、まったくだ」

　賛成したのはドムスである。

「いいんじゃないか、あせったってしょうがねぇんだしよ」

　ニフトールは、顎あごをなでている。

「けどね、けどね。一日、余分な時間がかかれば、そのぶん迷めい惑わくする人が増えると思うんだ」

　エフェメラは、もちろん本気でこう思っているのだ。ただ、それと同じくらい、ひたすら歩いているだけの退たい屈くつさを嫌きらっていたりもする。物語を作るために、状じよう況きようを変化させることがシャストア信者の役割なのだ。より劇的手段を選ぶべし、とエフェメラは教わってきた。

　そろそろ、自分も神官としてがんばらなくちゃ。メレイに尊敬され、ドミトール師に使命を授さずかるアンディを見て、ちらりとそんなことを思ったりもしたのだ。

「だからね、エルファさんたちに来てもらおうと思うんだ」

　ひそひそと、そしてどこか嬉うれしそうに、エフェメラは囁ささやいた。

「っおぅ、そいつはいい」

　ドムスの声は遠えん慮りよなく大きい。エフェメラは、静かにするように手て真似まねでしめした。

「けど、どうするつもりだい、エフィちゃん」

　ニフトールは、疑わしげなようすだ。

「さっきケルンくんやラナークが言ってたじゃない。火を勝手に使うと怒おこられるって」

「っるほどなぁ。じゃ、さっそくやろうぜ」

　ドムスが、火打ち石をとりだす。

「おいおい、そりゃいくらなんでも無む茶ちやってもんじゃないかい」

　ニフトールが、あわててドムスの手を押さえた。

「っあんだい、山火事にはならないって言ったのは、ニフトールじゃないか」

「ドムスくん、ちょっと待って」

　エフェメラは押し殺した声で言った。眠っている者たちを起こさないように気を遣つかっているのは、彼女だけだ。まだ、誰だれも目を覚ましていないのは奇き跡せきに等しい。

「ほんとの火をつけたら、向こうに怒られちゃうじゃない。タッタくんも言ってたでしょ。相手に足もとを見られちゃだめだって」

　エフェメラは、つんと顎をそらした。いいところ、ガキ大将に説教するおしゃまな女の子といった風情ふぜいだ。

「っれじゃ、どうするんだ？」

　ドムスは不満そうだ。

「簡単、簡単。あたしの得意な呪文を忘れたの？」

「壁かべを立てるんだっけか？」

　ニフトールが、真ま面じ目めな顔で言った。港町サレインで出会った事件のおり、エフェメラがした失敗のことだ。

「違ちがうでしょっ」

　胸を手の甲こうでぴしっとぶつ。

「幻げん覚かくよ。ま、ぼ、ろ、し」

　人差し指を、彼の鼻先につきつける。

「けど、幻まぼろしじゃ火をつけても暖かくないぜ。森も燃えないし」

「燃やそうってわけじゃないでしょ、ドムスくん。遠くから見て来てくれればいいんだから、幻覚でいいのよ。で、とがめられたらただの明かりだって言ってあげれば、向こうの立場が弱くなろうってものでしょ」

　何よりも、あたりが明るくなろうというものだ。やっぱり、月明かりだけではさすがにエフェメラも不安なのである。

「っるほど。そいつはいいや」

「そううまくいくかぁ？」

　エフェメラの提案に対するドムスとニフトールの態度は、正反対だった。

「アンディが目を覚ますと怒るぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。うまくいけば、怒らないよ、あいつだって」

　あまり根こん拠きよもなく、ドムスが保証する。

「どれだけうまくいっても兄さんは怒るだろうけどね」

　エフェメラは、肩かたをすくめた。

「まあ、そもそもうまくひっかかってくれたらの話」

　エフェメラは、呪文を唱えた。《幻フアントム炎・フレイム》というそのものずばりの呪文もあるのだが、エフェメラは学んでいないので、《完全パーフエクト・幻覚イリユージヨン》の呪文を使うことにした。焚たき火の幻げん影えいがふわりとあらわれる。かすかに舞まい散る火の粉や、薪まきがはじける音まで、みごとに再現されていた。ふつう幻の炎ほのおは、現実のそれに比べて明るさに乏とぼしいが、この火はかなり明るく周囲を照らしている。

「ん、会心の出来だわ」

　エフェメラが、にんまりと笑った。その顔が、ふと情けなさそうになる。

「こういう時にばっか出来がいいのよねぇ」

「っで、これからどうするんだ」

　ドムスが勢いこんで言った。なかば、立ちあがっている。

「待つんだよ」

　ニフトールのほうは、悠ゆう然ぜんと腰をおろしたままだ。

「そいでもって、向こうさんがやってきたら、謝るんだ」

「っやまるだぁ？」

　ニフトールは、右手をひらひらとふった。

「そう、謝っちゃうの。下した手てに出るのが一番なのよ、ガヤンだの取り締しまりだのってのはさ」

　ドムスは不満そうだったが、どさっと腰をおろした。

「ま、あせらずにこっちであったまんなさい」

　幻の焚き火の横にしゃがみこんだエフェメラが、ちょいちょいと手招きする。両手を、炎の上にかざしていた。

「どうやって、これであったまれって？」

　さすがにドムスもむっつりして言った。

「演出よ、演出。誰かを幻で騙だますには、本人がまず騙されなきゃね」

　プリシラがよく言っていたことだ。

　というわけで、三人は炎をとりかこんだ。

「来ないな」

　すぐにドムスが言った。ほとんど時間はすぎていない。

「ようすを見てるんじゃない？　あたしたちが、すぐに消したら見み逃のがしてくれるつもりなのよ」

「親切なことだねぇ」

　ニフトールは、エフェメラほど楽観的にはなれなかった。しばらく沈ちん黙もくが続いた。緊きん張ちようして、エルファたちの襲しゆう来らいを待ち受ける。

　──まさか、問答無用でお仕置きなんてことはないわよね。

　黙っていると、エフェメラもだんだん不安になってきた。話しかけようとしたら、ニフトールに先をこされた。

「静かだな」

　エフェメラは、はっとして耳を澄ました。気がつくと、森の中も静かだ。けものたちも、なんだか息を潜ひそめているかのように。

「なんだか、ずいぶん楽しくなりそうな雰ふん囲い気きじゃないか」

　ドムスが嬉しそうに言った。膝ひざの上に置いてあった斧おのをもちあげて、刃やいばを炎にかざしてみる。曇くもりも欠けたところもない。

「ニフトール？」

　エフェメラが、息を吐はくのと同じくらいの、ささやかな声で言った。

「おう、鼻がむずむずしやがるぜ」

　彼が答えた、その時だ。炎の前を何かが横切った。小さな影かげだ。

「きゃっ」

　エフェメラが、小さく悲鳴をあげる。小さな影が、彼女の顔にとびついたのだ。ドムスが、それをつまみとった。

「なんだ、虫だよ」

「え？　えへへ」

　エフェメラが、ばつの悪そうな笑いを浮うかべた。

　その瞬しゆん間かん。

　森の暗くら闇やみから、何か巨きよ大だいなものがとびだしてきた。死の香かおりをただよわせた、黒い影が。
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「え、何？」

　音もない。唸うなりもない。葉ずれの音さえ立てはしなかった。

「エフィ、危ねぇ」

　ニフトールが、彼女を引き倒たおした。まさしく月の守護だったのか、襲撃者はエフェメラにぎりぎりで触ふれることがなかった。

　ただ、そよ風がかすめただけだ。

　そいつは、ひらりと炎の上に舞いおりた。虎とらか獅し子しに似た足に踏ふみつけられて、炎の幻影がゆらめき、消える。

「ぬぉうっ」

　ドムスが吠ほえる。

「こっちだ」

　ニフトールが、まだ状況が吞のみこめていないエフェメラをひきずる。かがんだ姿勢のままのエフェメラは、左手と両足で走って、木の陰かげに隠かくれた。

　怪かい物ぶつが跳とんだ。

　踏みつける足がなくなると、幻がまたあらわれる。

　炎が照らしたそいつの頭は、狼おおかみに似ていた。胴どう体たいは虎だ。黒くて長い毛におおわれている。そして、青白く輝かがやいた瞳ひとみは他ほかのどんな生き物にも似ていない。

　尋じん常じようの生き物ではなかった。並みの生き物なら、ドムスの斧と爪つめがぶつかった時に火花が散ることはない。獣けものの特とく徴ちようを持つ怪物、魔ま獣じゆうと呼ぶべきか。

「起きろ、アンディ！」

　ドムスが叫さけんだ。叫びながら、斧をかまえなおす。それよりも一いつ瞬しゆん早く、魔獣の爪が彼に襲おそいかかる。受け止めるべき盾たては、背負われたままだ。

　魔獣の攻こう撃げきは、ドムスの肩かた口ぐちをかすめた。爪は、長ちよう剣けん並みの切れ味を持っていた。革かわの鎧よろいをあっさりと切り裂さいて、血がしぶく。

「っなくそっ」

　痛みをこらえて、ドムスが斧をふるった。狙ねらいたがわず魔獣の前足にざっくりと喰くいこんだ。

　だが、そいつは怯おびえの声もあげず、恐おそれて逃にげる様子もない。

「どうしたんだ！」

　跳はね起きたアンディが反射的に言った。もちろん、答えを期待してはいない。ソードブレイカーを抜ぬいて、立ちあがる。

「兄さん、危ないよ」

　エフェメラは、思わずそう口にしていた。ドムスを心配しないわけではないが、兄のいつもの不運を思うと、つい言ってしまったのだ。

「なんや、なんや。どないしたんや？」

　タッタは、とりあえず空中に避ひ難なんした。

「がぁぁぁぁ！　でやぁぁ！　せやっ！」

　アンディが駆かけつけるまでに、ドムスはさらに二回の命中を与あたえ、一回の打だ撃げきを喰らっていた。かなりの深傷ふかでを負わせたはずなのだが、魔獣の動きはまるでにぶっていない。ドムスのほうも、出血は派手だが、斧をふるう鋭するどさに衰おとろえはない。

「明かりを！」

　腰こしから外した、石投げ器に似た器具をくるくると振ふり回しながら、ケルンが叫んだ。

「消すんだ！　雷らい光こう獣じゆうは光を嫌きらう！」

　それを聞いて、とっさにエフェメラは幻覚の呪じゆ文もんを解いた。炎がゆらめくことすらなく、空中に溶とけこむように消しよう滅めつする。

「あ、いけないっ！」

　ラナークの声は間に合わない。ドムスにせよエルファたちにせよ、明かりが消えても、月と星の明かりがあるから不自由することはない。

　けれど、アンディたちはそうはいかないのだ。

「こいつっ！」

　雷光獣とケルンが呼んだ魔獣は、目から細い網あみの目のような雷光をほとばしらせた。ドムスは、それをふせぎきれなかった。

　魔ま術じゆつによる雷かみなりの矢とは異なり、それは体を貫つらぬくような衝しよう撃げきを与えはしない。けれど、軽い痺しびれがドムスを襲い、彼の動きをにぶらせた。

　魔獣──雷光獣が、奇き怪かいな咆ほう哮こうをあげた。

「ＧＨＵＧＹＡＵ！」

　次の雷光獣の動きは、意表をついたものだった。ドムスを、ひらりと飛び越こえたのだ。

「くっ」

「だめぇっ」

　エフェメラが悲鳴をあげる。

　雪崩なだれ落ちる巨きよ岩がんのように雷光獣がのしかかっていったのは、アンディだ。闇やみの中の黒い獣に、アンディの反応は一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　ソードブレイカーも間にあわず、雷光獣の爪がアンディの顔をえぐろうとした寸前。

　ばんっ！　と何かが、雷光獣の鼻先ではじけた。炎とともに飛び散った小さな尖とがった弾たまは、アンディの体にもばらばらと当たる。

「ＧＹＡｕｕｕＮ！」

　さしもの雷光獣も、鼻先は、他の動物と同様、いくらか弱い場所だったらしい。空中で身をよじってしまい、アンディへの攻撃は宙をかきむしっただけに終わった。

　アンディは、一歩さがってソードブレイカーをかまえなおした。雷光獣は、姿勢を低くしてかすかな唸り声をあげている。

「ケルン？」

　いまの救いはきみかと、アンディが尋たずねた。

「俺じゃない。見張り役だ」

　おそらく、という言葉をケルンは吞みこんだ。

　長々と言葉をかわしていられる余よ裕ゆうはない。

「取り囲まないで！　逃げ道は作っておきましょう！」

　回りこもうとしたケルンを、ラナークが叱しつ咤たした。

「勝てないとわかれば、逃げるだけの知ち恵えはあります」

　レスティリがそう言った瞬間、もう一発、雷光獣の足もとでさっきと同じ球体がはじけた。

「ちぃっ、外したかっ！」

　聞き慣れない声が響ひびき渡わたる。はじけたのは、プファイトの実だ。熟したそれは、種を遠くに飛ばすために、触れるとはじけるようになっている。その実を、緑の月に祈いのりを捧ささげて、特別な加工をほどこしたものを、プファイトの氏族は武器として使っているのだ。ケルンがさげていた石投げ器に似た武器は、そのプファイトを叩たたきつけるための、プファイト・スロウアーと呼ばれるものだ。

「だっ」

　足もとではじけたプファイトは、さほどの痛手にはならなかったようだ。しかし、その隙すきをついてドムスが斧をくりだした。

　雷光獣は、尻しりに手ひどい一いち撃げきを受け、悲鳴をあげた。既すでに、さきほどの勢いはない。

　次のアンディの一撃をかわすと、雷光獣は森へと身をひるがえした。

「ようし、そのまま帰りなさい」

　ラナークが、なだめるように言った。雷光獣の身ごなしは、やや乱れている。エフェメラは、ほっとして獣を見送った。

　がさりと枝が揺ゆれ──。

　次の瞬間に、はじけとんだ。しつこく、プファイトの実を投げつけたものがいるのだ。

「やめろ！　もう、襲ってはこない！」

　雷光獣とは反対側の森に向かってケルンが叫ぶ。顔に嫌けん悪おがあらわれている。

　輝きを帯びた奇怪な獣は、長い毛の何本かを残して、森の中へと駆け去っていった。

「誰だれだ？」

　ケルンが森の中に向かって叫んだ。

　エフェメラは目をこらしてみた。しかし、彼女には暗闇しか見えない。

「明かりをつけてもいいですよ、エフィさん。明かりで猛たけりくるうのは雷光獣くらいです。彼らは縄なわ張ばり意識が強いので……」

　地面に座りこんでいたエフェメラの横にしゃがんで、ラナークが言った。

「ごめんね、ラナーク。言いつけを守らなくて……」

　エフェメラは消えいりそうな声で答えて、呪文を唱えた。ぼんやりした光が、彼女の細剣レイピアの先にともる。

「ああ、やっとましになった」

　タッタが、その明かりを目当てに舞まいおりてくる。

「どないしたんや、エフィ。もう、けだもんは逃げたんや、心配はないで」

「……うん」

　エフェメラは、アンディのほうをちらりと見た。兄は、エフェメラを叱しかることも忘れて、森を睨にらんでいる。

「せめて怒おこってもらえれば気が楽だよな」

　ニフトールが耳もとで囁ささやく。

「なんなら、俺がじっくりお仕置きしてさしあげようかね？」

　本気で肘ひじ打うちをくらわせてやる。一瞬かっとしたことで、エフェメラは立ち直ったようだ。勢いをつけて立ちあがり、ラナークと並ぶ。ラナークもまた、気き遣づかわしげな表情で森の中を見つめていた。

「狼の兄弟たちよ、なにゆえに円えん環かんを破るがごときことをした？」

　ケルンが、再び森へ向けて呼びかけた。

「ケルンよ、円環を破ろうとしているのはお前であろう」

　声とともにあらわれたのは、がっしりした体格のエルファだった。人間であれば、壮そう年ねんの容よう貌ぼうである。

「なんじ〈導き手〉サダールよ。俺は円環を破らぬ。円環を、より広げるのが我らの使命と信じるのみだ」

　ケルンの表情がこわばっている。

「ふっ、螺ら旋せんを奉ほうずる者どものようなことを言う。人間の女に惚ほれて、変節しおったか」

　サダールと呼ばれたエルファは、嘲あざ笑わらうように言った。

「ちょっとおじさん！　ユリーナをバカにするつもり？」

　さきほどまでの落ちこみはどこへやら。エフェメラは、思わず口をはさんでいた。円環はエルファが、世界の理想をさす表現として使うことは知っている。螺旋だのなんだのがどういう意味かはわからなかったが、サダールとかいうおじさんエルファが、侮ぶ蔑べつ的に使っていることはわかった。詳くわしい意味などは、後でラナークかケルンに訊きけばいいことだ。

「だいたい、話をそらさないでよ。ケルンくんは、逃げてく動物さんをどうして殺そうとしたのかって言ってんのよ」

「ちょ、ちょっとエフィさん。あの人は、たぶんケルンの部族のプファイトの長おさですよ」

　ラナークが袖そでを引いたくらいで、もちろんエフェメラが止まるはずがない。相手の地位など、エフェメラが気にかけるはずもなかった。骨の髄ずいまで赤の月の信者である。

「だいたい、あなたたちが見張ってるのに、どうして動物さんを通しちゃったわけ？」

　別段、プファイトたちはエフェメラらの護衛役というわけではないのだが、ラナークを噓うそつき呼ばわりするのも気がひけたし、ついつい、鋒ほこ先さきが向かってしまう。

「どうしたの、言い訳もできないの？」

「待て」

　ケルンは、エフェメラを遮さえぎった。改めて、サダールというエルファに向けて口を開く。

「雷光獣の忍しのびの技わざのたくみさは、俺も知っている。眠ねむりこんでいたとはいえ、ああ近くに来るまで気がつかなかったのは、こちらの不覚だ。けれど、逃げる生き物にとどめを刺さすのは、いかがなものか」

　魔ま獣じゆうとも思えた雷光獣だが、エルファたちの態度からするに、森に住む通常の生き物のようだ。手負いになった野生の獣けものは、また別の誰かを襲おそうかもしれない。だから、いまのうちに殺しておくべきだ──というのは人間の論理だ。エルファたちにとっては、生きるために他者を喰らうのも自然な円環の営みであり、襲われた者が身を守るのも円環の一部である。

　もとよりエフェメラはそんな論理を知っているわけではない。だが、感情だけで口をはさんだのでもない。

　彼女は赤の月の子であり、理性以外のものに導かれているからだ。

「雷光獣にくわえた最後の一撃、あれは、はぐれ者のやったことだ。こちらも罰ばつする」

　サダールは、渋しぶい顔で言った。

「はぐれ者……あいつか」

　ケルンの眉まゆがひそめられた。

「はぐれ者ってなんなの、ラナーク？」

　ケルンの後ろで、エフェメラはかたわらの友に訊たずねた。

「さまざまな理由で、所属する円環からはぐれてしまった者たちです。彼らが新たな円環につながる、つまり別の部族に加わることを求めるなら、〈しるし〉を得られるように試練を受けねばなりません」

　エルファたちは、成人するまでにさまざまな〈しるし〉を祖霊トーテムから授さずかり、それによって自分が属するべき氏族を決めるのだと、エフェメラは聞いていた。

　たとえば、遊んでいた子供の指に、カクタスのとげが指先に刺さったとする。傷きず痕あとが残るようなことがあれば、その子供は認にん定ていの氏族カクタスに属して、刺青いれずみの修しゆ行ぎようを積むことになる。

　多くの者は、植物から〈しるし〉を授かる。だが、時には、ケルンのように祖霊動物から〈しるし〉を授かるものもいるのだ。彼の名乗り、〈牙フアング折クラツりシヤー〉は、そこに由来する。

　動物の〈しるし〉を授かった者は、そのように特別な称しよう号ごうを受け、氏族の中でも一目置かれる存在となる。異い端たんの目で見られても、なお自分の信じるところを貫く彼が、氏族の長と対等に話しているのも、そのおかげだろうかとエフェメラは思った。

「……というわけで、まあ、要するに、あなたがた人間がいうところの見習い期間にいるわけなんですが」

　エフェメラが考えている間も、ラナークの説明は続いていたようだ。

「はぐれた理由が、たとえば……罪を犯おかして追放されたといったことでも、受け入れてもらえるのかい？」

　アンディが小さな声で訊ねた。求められるまで口をはさむまいと思っていたのだが、ガヤンに仕える者としては、エルファがいかなる法に従っているのかが気になってしまったのだ。

「もちろんですよ。円環は回り続けるうちに、おのがうちなる遠心力によって修復されるもの。切り落とされた枝はつながるものです」

「落ちた腕うでは、つながらん」

　ドムスが言った。

「けれど、魔ま法ほうで新たに生やすことはできます」

　ラナークは、平然と答えた。

　その間も、ケルンとサダールの話しあいは続いていた。

「一度、こうして姿を見せた以上は、彼らを客として迎むかえるべきだ」

　ケルンの言葉は、エルファの掟おきてとして正論だったらしい。サダールは、苦い顔で承しよう諾だくした。

「フェルトレが、お前たちと話す。それまでは、ジャングたちの預かりとなろう。ケルン、おぬしもだ」

　フェルトレとは、天に昇のぼる樹きの異名をもつ樹木である。それを祖霊として持つ者は各部族に一人しかおらず、部族のまとめ役となる。

　そして、ジャングは森の禁忌タブーをたもち、処しよ罰ばつの執しつ行こう者しやである氏族。つまり、牢ろうに入るのと同じような意味だ。

「ちょっと、どうしてあたしたちがっ」

　ジャングの意味をラナークに耳うちされて、エフェメラは抗こう議ぎの声をあげた。

「まったくだ。おいらたちが何をしたって言うんだ？」

　ドムスも同調する。いつでも斧おのをかまえられる体勢だ。

「森は閉とざしたと、お前たちには伝えたはずだ。閉ざした円環に入りこめば、それは崩くずれるのが道理。円環は崩されてはならぬ」

　サダールは、きっぱりと言った。

「やめとけ、エフィ。ここでの貸しは後で取り立てたったらええんや」

　タッタが、くちばしを撫なでた。暗いところでは、どうも彼の毒どく舌ぜつも冴さえがない。

「出て来い、アード。裏返しの名である〈吠える狼ハウリング・ウルフ〉を持つ者」

　サダールが呼んだ。

「お前も、この者たちと一いつ緒しよにジャングの裁きを受けねばならぬ。さきほどの雷らい光こう獣じゆうへのふるまいゆえだ」

「けっ、うるっせぇな」

　巻き舌の声が、サダールの頭上から響いた。ひらりと舞いおりてきた影かげが一つ。

「たぁく、よぉ。どこのやつらも、うるせぇんだからな、まったく」

　浅黒い肌はだのエルファだった。犬歯が目立って長い。

　ほんとに狼だ。──と、エフェメラは思った。

「けっ、この俺さまの目をかすめやがったんだぜ、やつぁ。影だってもようっ」

　雷光獣は目立つ輝かがやきを消せば、影同然ですから──と、ラナークがエフィに囁いた。

「出し抜ぬいたからにゃ、獣だろうが敵だ。敵は徹てつ底てい的に潰つぶすのが、俺の性しよう分ぶんなんだよ」

　アードは、ふてぶてしい声で言った。

「ここも、俺を受け入れるほどの度量はなかったってわけだな。裁くことはねぇ、俺の方から出て……」

「ああ、やっぱり。間ま違ちがいない。あなた、どうしてこんなところに？」

　彼を見ていた、ラナークが、にっこりと笑ってそう言った。声をかけられて、ぎょっとしたアードが、ラナークに視線を走らせる。彼は、目をそむけてから言った。

「お前、覚えてたのか……」

「私は、自分が癒いやしたり、月に送った人のことは忘れないことにしています。まして、あなたはなかなか印象的でしたからね」

　ラナークは、にっこりと笑ってうなずいた。

「サイスの森の人と、こんなところで会えるとは思いませんでした」

「はは、まいったな。覚えてたのかよ。まったく、まいっちまうぜ」

　主人たるサーライトも聞いたことがないような、弱々しい声で、アードは呟つぶやいていた。

　双ふた子ごの追つい跡せきという任務を受け、この森のエルファのもとへ潜せん入にゆうしていたのだ。青銅の姫ひめが、このところラジスの森のエルファたちにちょっかいを出していることは、サーライトのもとにも報告されている。アードは、森の中で、青銅の姫と双子がどのようにかかわるかを見み極きわめ、双子をある方向に誘ゆう導どうするように命じられていたのだ。

　だが、まさか。

　たった一度、会っただけのラナークが、自分の顔を覚えているとは思わなかった。

「確か……あの時は〈静かなるサイレント狼ウルフ〉でしたね。アードという名前で気がつけばよかった」

「名乗りが変わったのは、ちょっと気ぃ遣つかって黙だまってるもんだろがよ」

　そう思いながら、帝てい国こく公子の密みつ偵ていは、黙りこくって、かつての命の恩人の顔を見ていた。

　そして、エフェメラは、いつも何かに対して怒っているかのようなアードの顔を、じっと見つめていた。何か、不思議な予感を覚えて。

　このエルファが、自分たちの物語に大きくかかわってくるような、そんな気がして。
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「バカっ！　触さわるんじゃねぇっ」

　アードの手が、張られた蔦つたに伸のばしたエフェメラの手を、ぴしりとはらいのけた。

　エフェメラたちは、さしわたし五メルーほどの円の中にいた。

　森のただ中である。幾いく重えもの木の葉が、屋根のように頭上を覆おおっていた。とっくに夜は明けて、太陽が輝いているはずなのだが、葉を通してみると、まるで緑の月の光に見えた。

　周囲と円の中を区切っているのは、木々にかけられて、腰こしほどの高さにはりめぐらされた、一本の蔦だ。不思議な色をしている。蛇の鱗うろこのような光こう沢たくだ。

　エフェメラが好こう奇き心しんにかられるのも無理はない。そして、蔦の高さは、乗り越こえるにもくぐり抜けるにも難しくはない程度だった。

　ケルンたちは、はりめぐらされた蔦をジャングの結界と呼んだ。ジャングは、禁忌タブーと処罰を司つかさどる氏族のことだが、この蔦の名でもあるらしい。

　はらいのけられた手にわざとらしく息を吹ふきかけながら、エフェメラは上目づかいにアードを睨にらんだ。身長差が大きいので、上目づかいになるしかないのである。

「なんだよ。文句があんならはっきり言やぁいいだろが」

「なぁによぉ」

　エフェメラが、ふくれっつらになった。

「こっから出ちゃいけないのはわかってるけど、これっくらいで怒おこられたりしないでしょ」

　蔦をめぐらせたエルファは、その後、樹上に消えた。その姿は、視界のどこにもないのだが、エフェメラは視線の存在を感じていた。もちろん、彼女に感じとれるくらいだから、他ほかの者たちも気づいていないはずはない。

「はぐれ者なんて言ってるわりには、案外気が小さいんだね」

「なんだ、こらぁ！」

　アードが、エフェメラのむなぐらを摑つかみあげる。牙ほど尖とがった、大きな犬歯がむきだしになった。

「なぁによぉ」

　エフェメラは、両手でアードの手首を摑んだ。旅の途と中ちゆうだと、爪つめは、手のひら側から見て、ちょっとのぞくくらいしか伸ばしていないから、つきたてるわけにはいかないが。

「まぁまぁまぁまぁ、二人とも」

　ニフトールが割って入る。本来なら、制止役に適任なのはラナークなのだが、彼はこのジャングの結界の中にはいないのだ。

　アンディ、そしてタッタともども、フェルトレ氏族のもとへと向かっている。森を開く話しあいのためだ。

「こういう場合だから、二人とも落ち着きなさいって」

　と言いつつ、ニフトールは、まずアードの手を摑んで、彼がなかなかはなさないと見ると、エフェメラの指を一本一本丁てい寧ねいにはがした。

　ぶつかりあっているエフェメラとアードの目に、ちらちらと落ちつかなげな視線を送る。

「なぁ、エフィちゃん。あけっぱなしに見えはするけど、ここはいちおう牢ろう屋やなんだぜ。境になってるもんにゃ、むやみに触らないほうが無難だってことだ」

　その言葉に説得されたわけでもなさそうだが、エフェメラは素す直なおに指を開いた。しかし、視線はアードから外さない。もっとも、アードのほうが外した。天を仰あおいで呵か々か大たい笑しようする。

「かっかっかっか、なかなかわかってんじゃねぇかよ、盗とう賊ぞくのおやじ」

　アードは、ニフトールの背中をばんばんと平手で叩たたいた。迷めい惑わくそうな顔は、呼ばれ方のせいか、痛みのせいかというと、たぶん両方だ。

「ジャングが使う蔦には、毒がある。下手へたに触るとかぶれる」

　結界の中央で、片かた膝ひざを立てて腰をおろしたケルンが静かに言った。

「だったら、口で言えばすむことでしょ」

　エフェメラの視線が、やや後退する。

「てめぇが、なんか言われて、はいそうですかって素直にきくタマかどうかくらい、俺にだってわからぁ。毒があるって言われりゃ、かえって試ためしてみたくなんだろ？」

　アードは、満面でにやにやと笑いながら言った。

「う……、そ、そんなことは……」

　しないと言いきれないエフェメラである。

「……だからって、ぴしってことはないでしょ、ぴしってことは。優やさしく肩かたを摑んで止めるくらいのこと、できないの？」

「あいにくだな。俺ァプファイトの生まれで、おまけにそこでもはじきだされるような乱暴もんでよ。優ぁしく、なんてな無理だね」

　アードは、視線をそむけた。

「そんなことは自じ慢まんになんないのよっ！」

　エフェメラは、背せ伸のびしてアードを睨みつけた。

「なんでぇっ」

　アードも一歩前進して、それを受ける。

　視線を打ちあわせて近づく顔。いまにもぶつかりそうなくらい。

「はいはい、そこまで、そこまで」

　ニフトールが、不ふ機き嫌げんそうな顔で、体ごとわりこんだ。

「な、そこまでにしとこうや、旦だん那な」

　ニフトールに言われて、アードのほうは耳たぶをぴくぴくとうごめかせた。

「なぁ、エフィちゃん。アンディのことが心配なのはわかるから、もうちょっとおちつきな。ラナークだって、タッタだってついてんだからなんてことないって」

「別に、そういうわけじゃ……」

「ぐわがごごごごご」

　轟ごう音おんが彼らの会話をかき消した。

　ドムスのいびきである。

「平和なやつだね、しかし」

　ニフトールが、手足を大きく広げて寝ね入いっているドムスの顔をのぞきこんだ。退たい屈くつな時は、寝るか、喰くうか、それとも体を鍛きたえるかしかしていない。

「いいのよ、ドムスくんは。いざって時に頑がん張ばってくれれば」

　エフェメラは、いい子いい子をするように、直接触ふれて起こさないようにしながら、ドムスの頭を撫なでた。アードは、それを見下ろしながら、皮肉めいた笑いを浮うかべた。

「これで戦士を名乗るんだからな、まったくいい度胸だぜ」

「何よ、ドムスくんが戦ってるとこを見たこともないくせに」

　見てたよっ、と怒ど鳴なりかけて、アードはあやうく言葉を吞のみこんだ。まだ、知らせることはできない。この双子が、彼と同じくサーライト・ティーグの同志となる日まで。いいや、たとえ、そうなっても、いくつかのことをこの娘むすめには隠かくしておきたい気がする。許してもらえないかもしれないからだ。

　ふん、いまさら何を気に病やんでるんだ？　顔に浮かびかけた苦く笑しようを隠すために、アードは、顔を真上に向けた。

　珍めずらしく、彼の耳は、力なく垂れさがっていた。
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　アンディの眼前で、その樹きは、まさしく天に届いていた。

　蒼そう空くうを貫つらぬくように、まっすぐに伸びている。枝も葉も豊かなのだが、幹の太さはそれをほんの些さ細さいなものにしか見せない。分厚い樹皮は、濃こい緑色をしていた。

　フェルトレ、天に昇のぼる樹。

　エルファの部族の、中心となる樹木である。いかなる森にも、少なくとも一本はフェルトレが生えている。もっとも高いところから、森を見守っているのだ。

　フェルトレを祖霊トーテムとする氏族の役割もまた、森を見守ることだった。その動物の祖霊は、高みを舞まう鷹たかである。

　今、アンディの眼前にいるフェルトレのエルファは、それほどに鋭するどい目を持っているようには思えなかった。

　しわの奥に埋うもれてしまっているのだ。

　エルファの寿じゆ命みようは、人間よりも遥はるかに長く、よわいを重ねる速度はゆるやかだ。なら、人間ならば百をとうに超こえているだろう外見をした、このエルファは、いったい幾百の年を経てきたのだろうか。ケルンは、フェルトレの先代は〈悪あく魔ま〉戦争の時代を覚えていると言っていた。それは一千年を超える過去のできごとだ。

　アンディは、年老いたエルファを見上げて、ゆっくりと息を整えた。

　何を言うべきか、ここに来るまでにさんざん考えたはずなのだが、いつのまにか記き憶おくから抜ぬけ落ちてしまったらしい。

　後ろにいるラナークに、口くち添ぞえは頼たのめない。アンディは、もう一度呼吸を整え、そしてフェルトレをまっすぐに見つめた。エルファの見守り手は、幹の前で空中に浮いている。あぐらをかいて、座りこんだ姿勢だ。

　ここにいるのは、アンディたち三人と、年老いたフェルトレ、そしてその真下に控ひかえている若いフェルトレだけだ。

　みなが、アンディの言葉を待っている。

「アクスタル・クルテ……」

「おぬしのエルファ語はわかりにくいな」

　ぎこちなく話し掛かけたアンディに、流りゆう暢ちような共通語の答えが返ってきた。多くの種族が交易のためにつかう簡略化された言葉だ。ラナークやドムスとも、ふだんはこれで会話をしている。リアドの住人で、二ふた桁けたの足し算ができるものなら、たいていは扱あつかえる言葉だ。

「ふつうに話すがいい。新たな月を崇あがめる子よ。我はそなたらの言葉を存じておる」

「ありがとうございます。ここに来る途中で、挨あい拶さつを学んだだけですので」

　アンディは、ゆっくりとそう言った。

「正直なことよ」

　それが、優すぐれたことであるとは思っていない口調だった。

「して、新たな月を崇める子よ。なにゆえに森に来た。そなたらに対して、森は閉とざしたと我らは言うたはずじゃ」

　年老いたエルファの口調は、冷たいものではなかった。だが、温かいものでもない。

　アンディは答えようとした。けれど、どういうわけか、言葉が出てこない。

「どうしたんや、アンディ。わいが代わりになんぞ言うたろか？」

　タッタが、彼の脇わき腹ばらをつついた。

　アンディは、次に何を言えばいいのか、わからなくなっていた。頭の中が、真っ白なのだ。いったい、どうすればエルファに、もう一度森を開いてもらえるのだろう。自分のような若じやく輩はい者ものが、どうしてこんな重要な役割を引き受けてしまったのか。ラナークと友人だったからという理由は、それほどたいしたものではない。ドミトール師やフェレックス師を紹しよう介かいすればよかったのではないだろうか。

　どうにか、挨拶の言葉だけは口にしたものの、アンディの心はぐるぐるとから回りを繰くり返していた。

　失敗はできないのだ。なんとしても、エルファたちを説得せねばならない。そのあせりが、彼の心を縛しばっていた。アンディの心の片かた隅すみに、父がいる。かつて父が成功したというのに、自分が失敗するわけにはいかない。それは明確に意識されているわけではない。アンディ自身すら気づかないほど、奥深くに隠れた思いなのだ。

「どないしたんや、アンディ」

　ミュルーンの、甲かん高だかいだみ声が重苦しい沈ちん黙もくをうち破った。

「いつもの調子で、説教したったらええやんけ。お前らしいないなぁ」

　タッタに言われて、アンディは、友の顔を見た。

「誰だれかの間ま違ちがいを正してやるんは、お前がいちばん得意にしてるこっちゃんけ」

　ミュルーンの口調は、からかっているかのように明るい。

　誰か一人、連れてきてもいいと言われた時、アンディはタッタを選んだ。けれど、それは彼に代わって交こう渉しようしてもらうためではない。

　そうだ。こんな時のためだった。タッタは、アンディのことを知っている。さほど長いつきあいではないけれど、共にいくつもの危機をのりこえてきたのだから。

　彼が仕えるガヤンは言葉の神。その教えには、語るべきことを素直に語れとある。それがたとえ不利益を招くにせよ、つねに正直でありたいと、自分自身が仕える神を決めたはずなのだ。

　アンディは、自分が来た目的を正直に口にすればよいのだと思った。巧たくみに語る必要はない。自分は、騙だまそうとしているのではない。信じてもらうために来たのではないか。それならば、真実をさえ語ればいいのだ。

「エルファの長おさ、あなたにどう呼びかければよろしいのですか」

　いつものようにふるまうしかないのなら、精せい一いつ杯ぱいやろう。

「まず、長というのはふさわしくない。我らエルファは円えん環かんをなす。いずれが上でもなければ、下でもない」

　しわの奥から、ぼそりぼそりと声がにじみ出る。

「ゆえに、我がことはただ、その氏族の名を以もつて呼べばそれで充じゆう分ぶん」

「それならば、フェルトレにお願いします。今一度、森を開いてくださいませんか」

「できぬ」

　にべもない答えだった。

「一度は手をとりあった、我々です。それを何者かの陰いん謀ぼうにうまうまとのせられて、互たがいの友情を失うなど、あってはならないことです」

　アンディはくじけなかった。自分も、きっとやりとげてやる。

「陰謀と言うか」

「はい」

　アンディは、うなずいた。

「おそらく、噂うわさに聞くゲルーシャの仕し業わざでしょう。少し考えれば、誰にもわかることのはず」

「さて、それよ」

　フェルトレの声は穏おだやかだが、いっさい感情をあらわしていなかった。

「誰でも少し考えればわかるか？　我らは、自分自身の仕業でないことを知っている」

　アンディは、フェルトレの言葉にうなずいた。

「人間にも、それはわかるか？　陰謀を企たくらむのが我らエルファでないと」

「わかります。少し考えれば、このようなことをしても、あなたがたになんの得もないことはわかるはず」

「そうそう。得もないのに苦労しょいこむんは、アホだけや」

　わい、アホかもしれんな。こっそり呟つぶやきながら、そんなことも思うタッタである。

「人は損得だけで行動するものでもあるまい」

「するする。何が損で何が得かを勘かん違ちがいするやつは多いけどな。一時だけ気分がすっとしたら、それが得やと思いこむとか」

　タッタの茶々にも、フェルトレは反応をしめさなかった。その言葉は、おだやかだ。しかし、肉が落ち、握にぎり潰つぶされたようにくしゃくしゃな耳が、わずかに上を向いている。耳の形は、怒いかりをあらわしつつある。

　もっとも、怒おこっているのはタッタに対してではなさそうだ。

「ゲルーシャどもとて、そうよ。彼らが悪事をなすのは得があるからではない。ただただ、我らエルファが、生ある者どもが憎にくいからにすぎぬ」

「その憎ぞう悪おに、あなたがたエルファが汚けがされることはないではありませんか」

「無論だ。エルファが、ゲルーシャに汚されることはない」

　フェルトレの言葉に、アンディの顔がぱっと輝かがやいた。

「では、森を開いていただけるのですね」

「いいや」

　しわに埋れていた目が、くわっと開かれ、アンディは思わず唾つばをのみこんだ。その瞳ひとみは、まさしく鷹。

　巨きよ大だいな眼球が、アンディを睨にらみつけている。

「新参の月を崇めるおぬしらは、円環を巡めぐることを知らず、ただ前へと進むのみじゃ。ゲルーシャが、おのれらの進む道を歪ゆがめるのはいともたやすい。我らが輪を壊こわされぬために、森を閉ざしたのじゃ」

「それは違ちがいます。私たちの行く道が歪んだなら正してください。いかに森を閉ざしても、ぶつかることに変わりはありません。むしろ、より大きな破は壊かいをもたらすだけではありませんか」

　アンディは、一いつ瞬しゆん驚おどろいただけで、指一本の幅はばも後退することなく、反論した。

「どうして、我らがそのような苦労をせねばならぬ」

　フェルトレの声こわ音ねには相変わらず感情がない。それだからこそ、アンディは答えに窮きゆうした。

「友だちっちゅうのはな、間ま違ちごうとったら、殴なぐってでもなんとかしたるもんやがな。まあ、おっちゃんにもなんなと都合はあろうけどやな、ここはぐっとこらえて。そのうち、おいしい目ェで埋うめ合わせするさかい」

　タッタが、まるで月に祈いのりを捧ささげる時のように、両方の羽をあわせて頭をさげた。

「草原を駆かける、古き月の子よ。勘違いしてはならぬ。そもそも、エルファと人間の間に友情などはない」

「それは……」

　アンディは言葉を途と切ぎらせた。後方にいるラナークからの声はない。

「わいが保証したる。わいは見てきたんや」

　代わりに言ったのはタッタだ。

「こいつらは友だちやで」

「それは、おぬしら個々のことにすぎぬ。輪と直線は、一体となることは決してないのだ」

　フェルトレはにべもなかった。

「しかし」

「おぬしは言うたな。少し考えれば、これがゲルーシャの陰謀であることは誰でもわかると」

「ゲルーシャについての知識がない者もいます。彼らは、何者が行なっているのかはわからないでしょう。しかし、エルファと人間の不仲をもたらすためのことだとはわかるはずです」

「考えれば、それがわかる」

　アンディは、自信を持ってうなずいた。

「ならば、どうして考えなんだ」

　フェルトレの声が、ばしりとアンディの耳じ朶だを打った。老エルファの耳は、まっすぐ上を指している。

「みずから考えることもできぬ子供らには、もはや言い聞かせようとも無む駄だなこと」

　数百年間鍛きたえた怒ど鳴なり声は、ものおじということを知らないタッタすらすくませた。

「では」

　アンディはくじけなかった。

「では、どうして私に会ってくださったのです」

　フェルトレは、かっと開いていた瞳を、すぅっと細めた。

「単なる好こう奇き心しんじゃよ」

「なんやお前、こいつら見せもんちゃうぞ。ちゃんと銭ぜに払はらえ！」

　タッタは、アンディをちらりと見て、口をとじた。

「おぬしは、ラスティ・クルツという男に似ている。理を以て説き、我らがまじわらぬためにこそと森を開かせた男じゃ。知っているか？」

「……父です」

　アンディは、フェルトレをまっすぐに見ながら、ぐっと拳こぶしを握りしめた。
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「彼は帰らないでしょう」

　と、ラナークは言った。

　アンディのことだ。

「そうであろうな」

　フェルトレはうなずいた。

　アンディとタッタは、もうこの場にいない。フェルトレの若き見習いに連れられて、エフェメラたちのところに戻もどっている。

「彼の父親も、何度も来たのだ。その息子むすこであれば、そう簡単にはあきらめまいよ」

　フェルトレの声は、かすかに柔やわらかかった。

「私は、まだ経験が浅いので、よくわかりませんが、そういうものですか？」

　ラナークは、耳をこすった。人間で言えば、首をかしげるのに等しい仕草だ。エルファは氏族単位で生活する。人間のように、夫ふう婦ふがともに暮らして子供を育てるのではない。

「さて、遠き西の森より訪おとずれし豹ひようの子よ。その使命は？」

「伝令として、訪れました」

　ラナークは、とりたてて背筋を伸のばしたり、かしこまったりはしなかった。それは人間のやり方だ。

「私がサイスの森を見守るフェルトレの環わから託たくされた言葉は、こうです。一千年の円環はめぐれり。いかがするや」

「その意味がわかるかな、豹の子」

「いいえ」

　ラナークの顔に、ちらりと表情が動く。

「では、なぜシグルリードではなく、レスティリであるおぬしが、伝言を託されねばならなかったかは、わかるか？」

「それも、わかりません」

　フェルトレは、骨と皮ばかりに瘦やせている、細い腕うでをそろそろとあげた。その体が、ゆっくりと地面におりてくる。誰かが上であやつっているわけではない。これは、フェルトレの氏族だけが心得ている、魔ま法ほうの一種なのだ。

　フェルトレがおりても、積もった木の葉は沈しずみもしなかった。

「聞くがよい。豹の子」

　ラナークは、静かにフェルトレを見つめた。

「今より一千二百年の昔、我らエルファはあやまちを犯おかした」

　フェルトレが語りはじめたのは、それにふさわしいとみなされた者にのみ明かされる──ふさわしければ、どんな地位にあるエルファでも、エルファでなくても明かされる、ある事実であった。〈悪あく魔ま〉が、ルナルに至った真相である。

「我らは、緑の月をもう一つ作ろうとした。あらゆる祖霊トーテムの力を集めて、祈りを捧げた」

　エルファは、二つの緑の月によって、世界をより早く森で覆おおい、ルナルを完全なる円環にしようとしたのだ。しかし、その試みは失敗に終わった。原因がなんであったのかは、謎なぞに包まれている。世界にあまねく存在した憎悪が、祈りを歪めたのだともいう。

　月はあらわれた。けれど、それは望まれた第二の緑の月ではなく、歪んでしまった闇やみの月であった。かくしてルナルの大地に〈悪魔〉が到とう来らいしたのである。

「戦いは始まった。我らは、おのれの罪を償つぐなわんとしたが〈悪魔〉は強大であった。我らは敗れ続け、森は失われていった。円環は不完全なものとなり、縮んだ」

　ラナークも、既すでに知っていることだったが、彼は口をはさむことなく静かに聞き続けた。

　その後〈悪魔〉戦争は百年の長きに亘わたった。百年のなかばにおいて、双ふた子ごの月があらわれ、人間とドワーフをおのが眷けん族ぞくとして導き、ついに勝利をもたらしたのだ。その過程において、エルファは衰すい退たいし、ルナル第一の種族の座を、人間にゆずり渡わたした。

　だが〈悪魔〉に対する勝利は、完全なものではなかった。歪みし闇の月は、なおもこの世界に居座り続けている。ときおり飛来する〈悪魔〉と、エルファたちは戦い続けた。父祖の罪を償うために、森を出るものもいた。

　闇の月が再び猛もう威いをふるうのを阻そ止ししているのは、双子の月だ。赤と青の月は〈悪魔〉の監かん視し者しやとして、天空の一角を占しめ続けた。

　ここまで語って、フェルトレはしばし沈ちん黙もくした。

　ラナークは、直感した。何かが語られようとしている。エルファの中でも、ほんの一ひと握にぎりのものしか知らない何かが。

「豹の子よ。我らは闇の月と戦い続けた。双子の月とも、手をとりあった」

　森と平原、エルファと人間はまじわることなく、住みわけを行なってきた。だが、共通の敵に対しては肩かたを並べて剣けんをふるってきたのだ。

「けれど、我らは知らぬのだ」

　フェルトレの耳が、ぴんと立った。耳の先せん端たんは、わずかに後ろを向いている。怯おびえのあかしだ。

「はたして、双子の月とはなんであるのか？」

　それは、宇宙の深しん淵えんの彼方かなたから飛来した。にもかかわらず、銀の月の〈異貌の神々〉とは違い、そこにおわす神々はルナルに住む者にも理解し共感しえた。銀に仕える者らのように、大いなる変へん貌ぼうをとげることもなく、双子の月に仕えた人間もドワーフも、彷徨さまよいの月とともにあったころとほとんど変化しなかった。

　なぜだ？

「我らは、それにあえて耳をふさいだ。円えん環かんのめぐりは、それにかかわらずとも維い持じできたからだ。それにこだわれば、〈悪魔〉には勝てなんだろう」

　ラナークは、背中にわだかまる震ふるえにいぶかしさを感じていた。これは、この感情は、いったいなんだろう？

「だが、双子の月が、我らにとって、ルナルの地にとって〈悪魔〉よりも恐おそろしいものでないと、誰だれにも断言はできなんだのじゃ」

　これは恐きよう怖ふだ。ラナークは、唐とう突とつに悟さとった。アンディとエフェメラの顔が、脳のう裏りに浮うかんだ。ドムスとニフトールのことを思った。

　彼らは、ラナークが森の外で得た初めての友だった。その友を、あるいは滅ほろぼさねばならないのだろうか。

　フェルトレが明かそうとしている真実に、ラナークは恐怖していたのだった。

「我が親たち、その親たちの世代は、大いなる環をなして、緑の月に飛び、鷹たかの瞳を以もつて双子の月を見た。かつて、それがありし日を見、それがいずこに行こうとしているのかをな」

　フェルトレの大いなる秘ひ儀ぎに触ふれ、ラナークは戦せん慄りつをすら覚えた。それでは、真実なのか、あれは。見守り手たちは、心をひとつにした時、空を越こえ、時を越えて、月に至ってすべてを見通すというのは。

「我らの目は、されど、ときおりくらまされることもある。ルナルのすべてが緑の円環となる幻げん影えいは、我らに〈悪魔〉の飛来を見通させなんだ」

　フェルトレの声は、どこか遠いところから響ひびいてくるようにラナークは思った。

「その時も、そうであった。双子の月の中にはなんの予兆も、あるいは意図も読み取ることはできなんだ。ただひとつ、見えたものは螺ら旋せんであった。直線と円環がまじわる時に、螺旋は生じる。めぐりつつ、なおも上じよう昇しようするとき、下降するとき、前に進まんとするとき、後退せんとするときに螺旋が生じる」

　異い端たんの教えとされているそれこそが、あるいは真実であったのか。

「親たちとその親たちは、子らと孫たちに、螺旋が向かうのが上昇なるか下降なるかを見み極きわめてくれと使命を託したのじゃ」

「そして、一千年がすぎたのですね」

　自分自身の声はさらに遠かった。安心と不安とが、彼の中で戦っている。

　友を今すぐに滅ぼさねばならぬわけではないらしい。けれど、友が永遠に友である保証はどこにもない。

「今、すべての森から、あらゆる氏族から、兄弟たちが送りだされておる」

　ラナークの中から、恐怖は消えつつあった。心は、再びおだやかさを取り戻そうとしていた。自分が無力ではないことを悟りつつあったから。戦いを避さけるために、できることがあると知ったからだ。なによりも、それを自分が既に始めていたことに気がついたのである。

「では、私の使命も」

「旅を続けるがよい、豹の子よ」

　ラナークは、自然とひざまずいていた。頭がゆっくりとたれさがっていく。その方角には、今は大地の裏側に沈んでいる、緑の月があった。

　その肉体が、かすみぼやけて豹へと変貌していく。

「森へと帰る旅じゃ。だが、その道筋はおのれ自身で選べばよい。そして、見つけるのじゃ、円環を続けるのか、それとも螺旋をはじめるのかを。一千年かかった。これからの一千年も必要かもしれぬ。それでも、旅は続けられねばならぬのだ」

　完全に豹に化け身しんしたラナークは、誓ちかいの叫さけびをあげた。

　ふと、その首がもたげられた。風の中に、何かの香かおりを嗅かいだのだ。その耳は、虫の羽音と、鳥のさえずりをとらえていた。したたりおちる血をなめる虫と、とびちった肉にく片へんをつつく鳥だ。

　どこかで、誰かが傷ついている。

　レスティリの役割を果たさねばならぬ。

　豹は、その魂たましいをきらめかせて走りだした。
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「かなり怒おこってたわよ、あの人」

　エフェメラが、兄のかたわらによりそうように立って、言った。

「仕方ないな。まだ、ぼくは帰るわけにはいかないんだ」

　アンディは、倒たおれている幹に腰こしをおろして、そう答えた。

「しつこい性格だね、おまいさんも」

　ニフトールは、にやにやと相好を崩くずしながら言った。片手には、革かわ袋ぶくろがある。もちろん、中身は酒だ。ケルンの頼たのみで、若いプファイトの一人が持ってきてくれたのである。

「ニフトール、一人で飲んじゃわないでよ。もらったのは、あたしなんだからね」

　エフェメラが、ぷっと口をとがらせる。

「わかってるって。エフィちゃんもこっちに来な」

　そう言うと、ニフトールは血のように真っ赤な果実酒を口の中にそそぎこんだ。

　エフェメラは、一いつ瞬しゆん迷ったが、とりあえずは盗とう賊ぞくを無視して兄へと向き直った。

「けど、あのサダールって人、偉えらいんでしょ？　そういう人を怒らせちゃったら、交こう渉しようもうまくいかないんじゃない？」

「そら関係ないわ。あのおっさん、もとから人間が嫌きらいなようやさかい、いまさら怒らせたとこで、どうっちゅうことないやろ」

　タッタの言葉に、ケルンがうなずいた。この若きプファイトは、まだいかなる罰ばつを受けるとも定まらず、ジャングの結界の中にいる。

「彼も、昔はああではなかったのだがな。ずいぶん以前に、友であった狼おおかみを人間の猟りよう師しに殺されているのだ。しかし、円環を壊こわすような男ではない」

　サダールを長おさとするプファイトたちは、フェルトレのもとからアンディとタッタをジャングの結界まで連れ戻もどった。そして、すぐに森の外に帰るようにと告げたのだ。

　しかし、アンディは首を縦にふらなかった。彼は、まだあきらめるわけにはいかない。

　結局、ラナークとフェルトレがまだ話しあっているから、その結果を待たせろということになり、サダールが一いつ旦たんは引き下がったのである。彼は、部下たちを引き連れて立ち去った。

　もちろん時間稼かせぎだ。ラナークが戻れと言ったとしても、アンディは食い下がる気でいる。

「けど、アンディ、これからどう説得するつもりなんや？　あの爺じいさん、お前に負けんぐらい頑がん固こそうやったやんけ」

　エフェメラは、不安そうに兄を見た。サダールとのやりとりで、フェルトレとの間にどんな会話がなされたのかは、おおよそ推測できている。

「わからない」

　アンディは、正直に首をふった。

「とにかく、粘ねばり強くやってみるさ」

「うん、それがいいよ」

　兄をはげまそうと、エフェメラは元気にうなずいた。

「父さんが、森を切り開いて開かい拓たく村を作らせてもらう許しを、エルファの人たちにもらった時だって、半年くらいかかったんだから。兄さんが、そんなにすぐにできるわけない……って」

　言葉の途と中ちゆうで、アンディがエフェメラを見た。兄の表情に、ちらりと激しい怒いかりを見たような気がして、エフェメラは言葉を途と切ぎらせた。

　しかし、そんな表情が浮かんでいたのは一瞬のことだ。アンディは、にこりと笑い、軽く妹の二の腕うでを叩たたいた。

「そうだな。そんなにすぐに、父さんを越えられるわけはないか」

　エフェメラは、兄の手に、そっと自分の手を重ねた。

「兄さん、今、自分で言ったじゃない。ゆっくり粘り強くやろうって」

「そういうわけでだなぁ」

　兄妹きようだいをまるごと抱だきかかえるように、エフェメラの腰と、アンディの肩にニフトールの腕が回された。

「まずは疲つかれた頭を休めましょう」

　真っ赤な鼻が、エフェメラの眼前に突つきだされる。

「ニフトールぅ？」

　彼が思っていたより、エルファの果実酒は強かったらしい。

「もう、このくらいにしときなさい」

　エフェメラが、ニフトールから酒をとりあげた後ろでは、ドムスが腕うで立たて伏ふせをしながら狼の戦士に問いかけていた。

「なあ、ケルン。ここから出ちゃ、まずいのかぁ？」

　ひょいっと上半身が空中に躍おどり、両りよう掌てのひらが打ちあわされる。

「そんなに退たい屈くつなら、俺さまがちょいともんでやるぜ」

　指先が地面に触れるほど背中を丸め、アードがにやにや笑いを浮かべる。プファイトの戦いの姿勢だ。

「やれやれ、みんな気楽やなぁ」

　と言っているタッタの口調も、それほど緊きん張ちようしたものではない。

「これでいいんだ」

　答えというより、独り言のようにアンディは呟つぶやいた。

「こうであって欲しいんだ……」

「おいっ、人間っ！」

　その時だ。

　がさりと木々が揺ゆれた。ケルンの顔に、いぶかしげな表情が浮かぶ。緊きん迫ぱくした声と、ざわめきはエルファにとっては必ずしも結びつくものではない。危地におちいれば、なおさらに音もなく動くのが、森の民たみなのだ。

「どうしたんですっ！」

　アンディが立ち上がった。

　森の奥からあらわれたのはサダールだ。彼一人ではない。誰かを背負っている。血まみれでぐったりとしていた。

　耳が丸い。布の服を着ている。人間だ。それも若い娘むすめである。

「バカな……」

　ケルンの顔から、一瞬にして血の気が引いた。

「ユリーナ……？　ユリーナっ」

　サダールに背負われているのが誰なのかを悟って、エフェメラは悲鳴をあげた。ケルンは、既すでにだっと駆かけだしている。

「よせっ、すぐに行くっ」

　サダールが、若いエルファを叱しつ咤たした。はっとケルンが立ち止まる。ジャングの結界を越える寸前だった。それを破れば、彼はもう森の円えん環かんの中にはいられない。

　立ちつくしている若い狼を見て、アードがふんと鼻を鳴らした。

　しかし、エフェメラたちには、エルファの禁忌タブーはそれほどに強い束そく縛ばくではない。エフェメラは、毒の蔦つたを乗り越えてサダールの背にいる友人に駆け寄った。

「ユリーナ、ああ、どうしよう」

　額からの出血で、ユリーナの顔は赤く染まっている。エフェメラは、おろおろとサダールの後ろについて歩いた。

「なぜ、彼女がこんなところに？」

　ジャングの結界の中、ケルンの横に立って、アンディが呟いた。

「わからん」

　ケルンは、茫ぼう然ぜんとしている。

「すぐそこで見つけた。宙づりにされていたのだ」

　そう言いながら、サダールは結界の外から、ユリーナの体をさしだした。ケルンとアンディが、あわててその体を受け取る。

「ここに寝ねかせて」

　エフェメラが、地面にマントをしいた。アンディたちが、ゆっくりとその上にユリーナの体を置く。

「っこのどいつがっ」

　ドムスが、斧おのをかまえて怒ど鳴なり散らした。

「ゲルーシャどものしわざか」

　ケルンが拳こぶしを握にぎりしめた。掌を爪つめが突き破りそうな強さで。

「まだ、そのあたりにいるかもしれん。警けい戒かいしておけ」

　サダールの言葉に、アンディもソードブレイカーを抜ぬいた。

「どうして、ゲルーシャがこんなとこまで入ってくるの？　どうしてユリーナを？」

　エフェメラは、知らず知らずサダールに責めの視線を向けていた。

「すぐにみなを散らせた。ジャングも、動いているはず。森を汚けがしたものを許しはせぬ」

　サダールは、むっとした調子で言い返した。

「ユリーナ、なぜだ。まさか、俺のせいなのか」

　ケルンは、恋こい人びとのかたわらにひざまずくと、その髪かみを優やさしくなでた。

「しっかりしろよ、兄ちゃん。まだ死んだわけじゃないんだからよ」

　ニフトールが、少女の呼吸を確かめて言った。ケルンが、すがるような視線を彼に向ける。

「息はしっかりしてる。派手に血が出てるだけだ。傷は、そんなに深くないって。とりあえず、傷口を拭ふいて、血を止めなけりゃ」

　エフェメラは、ニフトールに言われるまま、布を、さっきの酒にひたしてユリーナの体を拭き浄きよめはじめた。酒も真っ赤なので、顔にますます血が広がったように見える。

「水持って来い」

「おう、さっき戻ってくる途中に水場があったの。わいが行ってきたる」

　タッタは、ぱさぱさと飛び立っていった。

「ラナーク、どうしてまだ戻ってこないの？　早く帰ってきてよぉ」

　手当てをしながら、エフェメラはなかば泣きだしている。ユリーナは、かすかに呻うめき声をあげたが、目覚める気配はない。

「サダール、レスティリを呼ぼう」

　ケルンも、平静さを失っている。

「あわてるな、すぐにやってくる。森が今ごろは伝えてくれている」

　サダールは、腕うで組ぐみをして言った。

「もっとも、人間に対して、森の生き物と同じ手当てでよいのかどうかはわからぬが」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ラナークなら。なんども、お兄ちゃんやドムスを手当てしてくれたもん、ねっ、兄さん」

「ああ。だから、同じレスティリのやり方なら通用するはずだ」

　アンディは、周囲の森から視線をそらして、はげますように妹の肩かたを叩いてやった。エフェメラは、涙なみだをぬぐい、自分の服を裂さいてユリーナの傷を縛しばった。

　その時だ。また、がさりと森が揺れた。誰だれかがいるのだ。

「ラナーク？」

　エフェメラが、ぱっと顔を輝かがやかせた。

　だが、そんなはずはない。まっとうなエルファであれば、森の中でそんなに騒さわがしく動くはずはない。どぉんと、森を割るようにあらわれることもありはせぬ。

　エフェメラは、怪かい物ぶつがあらわれたのかと思った。それほどに、迫はく力りよくがあったのだ。しかし、そうではなかった。

　あらわれたのは人間だ。破われ鐘がねのような声で怒鳴った。

「娘を返せぇっっ！」

　枝を折り、葉をまき散らして、エルファに劣おとらぬ長身、エルファよりもはるかに肉の厚い体が飛び出してきた。鍛きたえあげられた、人間の肉体である。

　顔はひげにおおわれ、手の中には守パリイ手ング・鎚ハンマーがある。ジェスタ神に仕える者だけが使う、両手持ちの戦闘鎚バトル・ハンマーだ。

「ボルトのおじさん？」

　エフェメラの呟きを理解できたのは、アンディとケルンだけだった。そう、彼はグレッソン・ボルト。ユリーナの父親だ。

　だが、今の彼は、双ふた子ごがよく知っている豪ごう放ほうで面めん倒どう見みのいい小父おじさんではなかった。焦しよう点てんがあっていない瞳ひとみには、真っ赤な血管が浮うかびあがり、口もとからはあぶくが垂れている。

　正気には見えなかった。

「バカな、どうしてボルトの親父おやじさんがここに？」

　さすがにアンディも茫然として、どう対処すればいいのかわからなかった。誰も動けないでいる。頭が、状じよう況きようの激変についていけないのだ。

　まず血まみれのユリーナが見つかった。そして、今度は怒りに憑つかれたグレッソンだ。どちらも、森にいるはずがない二人だった。

「ドムスくん、アード、駄だ目めよっ！」

「けっ、なんでぇっ!?」
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「っんだ？　悪いやつじゃないのか？」

　真っ先に動こうとしたのは、ものごとを深く考えない二人だ。だが、エフェメラの声で動きが止まった。むしろさがった。ドムスは、混乱した表情だ。

「くそっ、向かってくるやつぁ、殺せばいいだろうが」

　アードは、抜き放った剣けんで、無意味に足もとの草を切り払はらった。エフェメラが、その手首を摑つかんで、きっと睨にらみつけた。

　グレッソンは、守手鎚をふりかざして突っ込んでくる。木こり仕事で鍛えた彼の膂りよ力りよくで、子供の頭ほどもある鉄の固まりを叩きつけるのだ。ちょっとした樹きの幹くらいは粉々になる。

「娘をどこにやったぁっっ！」

　グレッソンは一直線にケルンに駆けよった。ケルンは、啞あ然ぜんとしている。

　後、三歩。いや、守手鎚の間合いは長い。後、一歩で届く。

　その時になってようやく、ケルンはたたっと後ろにさがった。グレッソンが、本気で彼の頭を叩き潰つぶすつもりだと悟さとったのだ。しかし、わずかに遅おそすぎた。

　理性を失い、憤ふん怒ぬに憑かれたグレッソンの踏ふみこみは、異様に速い。

「っ！　いかんっ！」

　一度躊ちゆう躇ちよしたドムスが、あわてて斧をもちあげた。だが、逃にげるケルンが間に合わないのに、ドムスが割って入る時間があるだろうか？　彼は、少し離はなれた場所に立っていたのだ。

　間に合うとすれば、ケルンの隣となりにいた者。ユリーナは倒たおれている。エフェメラとニフトールは、しゃがみこんでいた。

　アンディは、ソードブレイカーを抜いて立っている。

　横に一歩。

　飛びこんだ。守手鎚の唸うなりが、ガヤンの若い神官を襲おそう。頭上にかざしたソードブレイカーの刃やいばは、葦あしの茎くきのように頼たよりなかった。

「だめぇぇぇぇぇっ！」

　エフェメラが悲鳴をあげた。

「あああああああっっっっっ！」

　グレッソンが吠ほえる。

　ずぅうううううん。

　守手鎚のとげにおおわれた先せん端たんが、深々と地面にめりこんでいた。ユリーナの頭から、腕うで半分くらいの長さしか離れていない。

　グレッソンの動きが止まっていた。アンディの額から、つうっと一筋血がしたたり落ちる。

　ぎりぎりで、そらされたのだ。

　アンディが、かわしたわけではない。グレッソンの瞳が、金の髪を映している。

「ぐ……アンディ……」

「大丈夫ですか、おやじさんっ」

　答えようとした瞬しゆん間かんに、グレッソンの目はケルンを見ていた。

「娘むすめを返せっ！」

　再びふりあげられようとした守手鎚を、アンディはとっさに踏みつけた。

「落ち着いて、グレッソンさん。ぼくです。ラスティの息子むすこ、アンディ・クルツです。ユリーナは見つかりました。無事で……うわっ」

　説得しようとしたが、グレッソンの正気が戻もどってきたのは、さきほどの一瞬だけだったらしい。満身の力をこめて、ジェスタの入信者は守手鎚を引き抜いた。足元を崩くずされて、アンディはひっくり返る。

　グレッソンは、鋼鉄の先端を具そなえた戦闘鎚を、軽々と扱あつかった。

「邪じや魔まするなぁ！」

　オーガーもびくつきそうな吠え声だ。びりびりとあたりが震ふるえる。

　岩をも砕くだかんと、守手鎚がふりおろされる。にぶい音とともに、ようやく割って入ったドムスが、それを受け止めた。

「やめるのだ。俺はあなたの娘を盗ぬすみはしない」

　すかさず、ケルンが組みついた。

「ぬおぅっ」

　守手鎚をほうりだしたグレッソンが、ケルンの頭をわし摑みにした。大きな手が、すっぽりとエルファの頭ず蓋がい骨こつをおおい、ぎしぎしと音を鳴らした。

「グレッソンさん」

　アンディが、その右みぎ腕うでにしがみつく。左手が、彼の喉のどをしめあげた。息がつまる。

　その時だ。グレッソンの膝ひざが、へなへなと崩れた。

「ふっ、元気なやつは効きが悪いんだがな。これだけ近づきゃなんとかなったか」

　グレッソンの真後ろから、ニフトールが姿をあらわした。

　グレッソンは、怒いかりの叫さけびに負けない大きさでいびきをかいていた。《誘眠スリープ》の呪じゆ文もんだ。

「もう放せよ、誰も殺しゃしねぇ」

　アードに言われて、エフェメラはようやく自分がまだ彼の手首を摑んでいたことに気がついた。まるで、すがりついているみたいな姿勢だ。

「もうっ、何よっ」

　エフェメラにつきとばされて、アードは地面に尻しりもちをついた。
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「どうなっているんだ」

　眠ねむっているグレッソンを見下ろして、ケルンは呟つぶやいた。

「わからない」

　アンディは、喉をさすりながら言った。

「だが、誰かの陰いん謀ぼうであることは確かだ。ボルトのおやじさんは、本来、こんな風になったりする人じゃない」

「これ、このままほっといていいのかね」

　ボルトを指さして言った後、ニフトールが、守手鎚をかかえあげた。ちょっとよろけている。

「これってことはないでしょ、これってことは」

　エフェメラがぶつぶつ言った。どうやら衝しよう撃げきから立ち直ったらしい。

「おじさん、大丈夫かな」

　ユリーナの傷を一通りぬぐい終えて、エフェメラは立ちあがった。片手には、酒の袋ふくろをさげたままだ。

「寝ねてるだけだ。目が覚める頃ころには、呪文の効果も消えてるだろう。よほど特別な呪文か、達人じゃなければ、そうそう長い間は続かない」

「呪文だって？」

　アンディの言葉に、ケルンがいぶかしげな声をあげた。

「ああ。もしかすると、薬か何かかもしれないが、呪文のほうがてっとり早いだろう」

　アンディは、かつて自分がかけられたこともある、いくつかの呪文についてケルンに語った。

　理性を失わせたり感情を過か剰じようにする呪文は、双子の月の信者であればアルリアナやタマットに仕える者たちが学べる。その他ほかには、もちろん魔術師ウイザード、邪術師ソーサラーが使いこなす。

「ゲルーシャには、そんな呪文を知っているものはいるのだろうか？」

「そうだな」

　ケルンは、しばらく考えた。

「わからんが、〈悪あく魔ま〉と契けい約やくを結んだ連中のことだ。どんな力があっても不思議はない」

「まったく、その通りだ」

　サダールが言った。さきほどの騒そう動どうの間に、彼は移動していた。エフェメラの背後、ユリーナの隣となり、他の誰からも離れた位置に。

「だから期待したのだがな。あの邪術師ソーサラーの力もたいしたことはなかったということか。しょせんはゲルーシャだったな」

　冷たいものが、ぴたりとエフェメラの頰ほおに押し当てられた。

「あらっ？」

　エフェメラは、可愛かわいく両手を胸の真ん中で握にぎりしめて、小首をかしげてみせた。

「動くな」

　かすれた声で、サダールが言った。

「っめぇ！　なんのつもりだっ！」

　ドムスが、斧おのを顔の正面にかまえた。

「サダール!?」

　ケルンは、剣を抜ぬくことすら忘れている。

「動くなと言ったぞ、ケルン」

　エフェメラは、目玉だけを動かした。頰に押し当てられているのは刃だ。それは、氷のように冷え切っていた。しかしサダールの声は、その金属よりも冷たかった。

「どういうつもりだ」

　アンディの声に、サダールは答えなかった。ゆっくりと刃を動かしただけだ。エフェメラははじめのうち何も感じなかった。

「ちょっと、やめてよ。女の子の大切な顔に傷きず痕あとが残っちゃう」

　よし、まだ声は震えていない。エフェメラは、自分自身を誉ほめ、はげました。その時になって、ようやく痛みはじめた。

「ケルン、そこで寝ている男を殺せ」

「バカを言うな。なぜ、そのようなことを！」

「せねば、娘が死ぬ」

　サダールは、本気だ。声を聞けばわかる。

「あたしなら……」

「お前ではない」

　エフェメラの言葉はさえぎられた。

　自分でなければ……ユリーナか。エフェメラは、爪つめを嚙かみそうになって、あやうく思い止とどまった。下手へたに動いて、サダールを刺し激げきするのは得策ではない。

　自分が人ひと質じちにされるのなら、旅の間にかなり慣れたエフェメラだが、誰だれかを人質にとられるのは幾いく度どくりかえされても慣れるものではなかった。

「従わねば、そちらの娘にこのプファイトを、叩たたきつける」

　かりこりと、くるみをこすりあわせるような音が聞こえた。

「人間ども、お前たちも動くな。なあに、同族の仇かたきはすぐにとらせてやる。ケルンが、そこの男を殺したら、お前たちがケルンを殺すのだ」

「そうしなければ、今度はあたしを殺すってわけね」

　エフェメラは、そろそろと両りよう腕うでを動かした。彼女の武器でも防具でもあるシャストアのマントは、ユリーナの下に敷しいてある。マントと組み合わせず、腰こしの細剣レイピアだけでは、心もとない。

「なぜだ、サダール？」

　ケルンの顔は苦く渋じゆうに満みちていた。ユリーナを殺させることなど、できはしない。しかし、グレッソンを殺すこともできない相談だ。

「お前たちが殺しあえば、エルファの円えん環かんは二度と人間に割りこまれることはない」

「そんなことでは……すまないぞ」

　アンディは、街のいく人かの有力者を思い浮うかべた。ドミトールから、強きよう硬こう派であると聞かされた者たちだ。彼らは、エルファにグレッソンが殺されたなどと聞けば、それを口実に森に攻せめこみ、あるいは焼き払はらおうとするだろう。

「そんなことはわかっている。お前が狙ねらっていることは！　だが、どうしてそのためにゲルーシャなどと手を組んだ」

　ケルンは、一歩踏ふみだそうとした。

「動くなと言った！」

　ばうんっ！　何かがはじける音。一いつ拍ぱく遅おくれて、エフェメラの背中と右腕に、小さな何かがぶつかった。威い力りよくはほとんど失われている。

　警告のため、間近の地面にサダールが、プファイトの実を投げたのだ。

　熟したプファイトの実は、ちょっとした衝撃で破は裂れつし、丸い種をまき散らす。熟し切らないものは、種が尖とがっている。それを加工し、プファイト氏族のエルファたちは武器とするのだ。秘伝の樹液に浸ひたすことで、破裂する時に炎ほのおすら発するようになる。

　見たかったなあ、破裂するところ。こんな時でも、エフェメラの好こう奇き心しんはうずいた。旅に出る前のエフェメラなら、我が慢まんし切れずにふりむいていたかもしれない。

「いいか、今のはわざと外したが、今度は当てる」

「スロウアーも使わずに……」

　ケルンの呻うめきの意味は、アードにしかわからなかった。プファイトを投げる時、氏族のエルファたちは、必ずそれ専用の道具を使う。プファイトの樹きへの感謝の祈いのりの儀ぎ式しきによって清められたスロウアーだ。それを使わずに投げるというのは、失われるものへの敬意を投げ捨てることに等しい。はぐれ者になってしまったアードには、どうということもないが、ケルンには耐たえがたい冒ぼう瀆とくと映っただろう。

「早くしろ、ケルン。本当なら、お前がその男に殺されているはずだったんだからな」

　歯をくいしばっているケルンに代わって、アンディがサダールを責めた。

「そして、貴様が、ケルンを殺したことを口実にボルトの親父おやじさんを殺して、エルファと人間の溝みぞを深めさらに何人、何百人もの人々に殺しあいをさせるつもりだったのか。貴様は、森を燃やしつくしたいのか」

「そんなことにはならん。森は守ってみせるとも。死ぬのは人間だけだ」

　アンディの瞳ひとみは、油断なくサダールを見つめている。ほんのわずかな隙すきも見み逃のがさないだろう。

　だが、サダールもプファイトの〈導き手〉。油断はない。しかも、絶好の位置に立てるまで、じっくり待ったのだ。誰かが背後に回ることもできそうにはない。

「けっ。女を殺すなら、殺しやがれ。俺にゃ関係ねぇ。ただし、俺さまに命令するようなやつには、たっぷりお仕置きさせてもらうぜ」

「よせ、こら」

　歩きだそうとしたアードを、ニフトールが押さえた。

「離はなせよ、こら」

　ふりほどこうとするのを、ドムスも押さえにかかった。アードは、じたばたと暴れている。

　はったりか、それともサダールの注意を引こうとしているのだろうか。本気だというのが、いちばんありそうだなとエフェメラは思った。

　だが、意図はともかく、結果的にわずかでも注意がそれてくれていればありがたい。エフェメラは、そろそろと指先を動かした。

　サダールは気がつかない。赤の月に、騙だましの成功と賭かけの勝利を祈る。

「あたしのせいで」

　エフェメラは、自分が持っているうち、いちばん冷静に聞こえる声で言った。

「何百人も死なせたり、森を焼かせるわけにはいかないわよね」

　言うが早いか、くるりと身をひるがえした。

「お前っ!?」

　醜みにくく歪ゆがんだサダールの顔が、視界に飛びこんでくる。彼は、思わず剣けんを引いていた。だが、エフェメラは、そのまま我が身を投げだした。剣が胸をかすめて、大量の赤い液体が流れた。

「どういうつもりだっ。自分から死ぬなどと？」

　サダールは、うろたえていた。剣を完全に引く。プファイトをかまえていたもう片方の手も、あらぬかたにただよっている。

「よくやった、エフィ！」

　アンディが、ソードブレイカーをかざして、サダールにおどりかかった。

「まかせて、兄さん」

　兄と体の位置を入れ替かえながら、エフェメラがにやりと笑う。

「ちくしょう、酒がもったいねぇ」

　ニフトールが呻いた。

「あたしの命とどっちが大事なのっ!?」

　胸から流れ出たのは、血ではない。例の酒だ。

「だましたなっ」

　一いつ瞬しゆん後には、サダールもそのことに気がついていた。

「サダぁールっ！」

　あわててユリーナをかばいに走ったケルンは、彼女の無事を確かめると、すぐにサダールに向き直った。

「話してもらうぞ。どうして、こんなまねをしたのかを」

「できるつもりか」

「多勢に無勢で戦うなんて、おいらはしたくない。降参しな」

　ドムスが、斧をかまえもせずに言った。だが、サダールも悠ゆう然ぜんとかまえている。

「逃にげられるつもりか？」

「まだるっこしいぜ、話なんざ、殴なぐり倒たおしてからだ」

　四人の戦士に囲まれても、サダールはあせりを見せない。

　この自信の理由はなんだ。そもそも、彼一人で、この人数に殺しあいをさせようとしたのは無む謀ぼうすぎる。

　アンディは、はっと気がついた。ユリーナをさらってきたのは、サダールではありえない。ユリーナを餌えさにグレッソンを誘ゆう導どうしたのはサダールかもしれない、しかし呪じゆ文もんをかけられたはずはない。

　では、どこかに仲間が！

「おどりゃぁ！」

　その時に聞こえてきたのは、タッタの声だ。森の中に、水を汲くみに行っていたはずなのだが。

「ちぃっ、見つかりおったか、バカめが」

「みんな、気ぃつけぇ！　襲しゆう撃げきやっ」

　森の中から、ゲルーシャが襲おそいかかってきたのだ。

「こうじゃなくっちゃなっ」

　ドムスが、嬉き々きとして。斧をかまえた。

　細剣をかまえようとしたエフェメラの肘ひじを、誰かがぐっと摑つかまえた。
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　エフェメラの足元に、矢が突つき立った。ゲルーシャたちは、短弓シヨートボウで立て続けに射こんでくる。狙いは不正確だが、数が多い。何本かは火矢で、日を遮さえぎる影かげを駆く逐ちくした。

　タッタの警告があったので、一行はむやみに迎むかえ撃うつことはせず、まずは広場の反対側の森に身を隠かくした。

　仲間はみな、木こ陰かげに身を隠すか、伏ふせている。

「しまったなあ。荷物を置いてきちゃった」

　エフェメラは、一応短弓の心得がある。だが、射うち返してやろうにも、愛用の短弓は荷物の中だ。背はい囊のうや袋ふくろを置いてあったところにいくには、何も隠れるものがないあたりをつっきらねばならない。しかし、分厚い板金鎧プレート・アーマーでも身につけていればともかく、エフェメラが身につけている革かわの上着ぐらいでは、なんの守りにもならないだろう。

「おい、こいつはどうなっとるんだ？」

「まずは、おじさんの話を聞かせてよ」

　さきほど、エフェメラの肘を摑んだのは、グレッソンだった。《誘眠スリープ》がもたらすのは、自然な眠ねむりだ。起こされたり、騒さわがしければ目覚める。

　戸と惑まどう彼を、説明前に木陰に引っ張りこんだ。

「おじさんは、どうしてこんなところにいたの？」

「わしは……、そうだ。グラッドたちが、ユリーナが連れ去られたと知らせてくれて……あわてて追いかけたんだ。いまにも追いつけそうなのに、どうしても捕つかまえられずに……。気がつくと森の中にいて、妙みような爺じいさんがわしに触さわったんだ」

　グレッソンは、ぶるぶるっと身をふるわせた。

「くそっ、いまいましい呪文をかけおったな」

　眠らされる寸前のことを思い出したらしい。

「エルファめ、許さんぞ」

「違ちがう違う。エルファじゃないのよ、おじさん。ゲルーシャなの」

「げるー……しゃ？」

　グレッソンが、エフェメラにいぶかしげな表情を向ける。

「エルファに化けてるの。とにかく悪いやつら。そいつらが襲ってきてるのよ」

　エフェメラは、手っ取り早く説明をすませてしまった。

　襲いかかってきたのは、顔を奇き怪かいな仮面で隠した一団だ。総勢は十名足らず。もっといるのかもしれないが、姿が見えているのは、それだけだ。手足が長く、耳が尖とがっている。エルファによく似ていた。というよりは、エルファそのものだ。

　それも道理。ゲルーシャは、〈悪あく魔ま〉がやって来た時、その力に魅みせられ、〈悪魔〉を祖霊トーテムとして選んだエルファなのだ。外見上の違いは、その目だけ。ゲルーシャの目には、白目がなく、暗黒水すい晶しようのようにすべてが漆しつ黒こくなのだ。

　もちろん、中身にはまるで似たところがない。ゲルーシャは、破は壊かいし殺さつ戮りくし、誰だれかに苦しみを与あたえることのみを存在目的としている。エルファの長命をも超こえた不老を得て、誰かに断たたれぬかぎり永遠に続く生を、どうしてそんなことのために浪ろう費ひできるのか、エフェメラには理解できなかった。

　永遠に続くがゆえに、浪費もできるのだが。

「ユリーナ！　そうだ、ユリーナはどうした」

　グレッソンの声が、エフェメラをもの思いからひきもどした。

　彼女の身体からだは、アンディとケルンが運んできて、大木に寄りかからせていたようだ。

　娘むすめを見つけたグレッソンは、悲鳴に近い叫さけびをあげた。

「おう、ユリーナ！」

　グレッソンは、娘に駆かけよると、その上にかがみこんだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、おじさん。赤いのは傷を清めるのに使ったお酒の色だから」

　びぃんんんん！

　矢の一本が、エフェメラのかたわらをかすめてすぐそばの木に刺ささった。

「おじさん、悪い。ユリーナを持ちあげて」

　ケルンたちは、下に敷しいたマントごと彼女を引きずってきたようだ。エフェメラは、マントを取り戻もどした。ユリーナを抱だきあげたグレッソンが、どうしたものか迷っている。

「ここにいるのは危ないぞ。身を隠せ」

　そこに、ケルンが駆け寄ってきた。ゲルーシャの襲しゆう来らいが、ジャングの結界から彼を解きはなったのだ。

「貴様、娘に何をしたっ！」

　ケルンを見た途と端たんに、グレッソンが逆上した。

「わしゃ認めんぞっ。大事な娘を、森の獣じゆう族ぞくの嫁よめになんぞやれるかっ！」

　一瞬、状じよう況きようも忘れてエフェメラの目が光ってしまったりする。お父さんもお婿むこさんも、どっちもがんばれ～と、心の中で無責任な声せい援えんを送った。

「そんなことを言ってる時ではないっ」

　突きはなそうとしたケルンの表情が強こわ張ばった。とっさにグレッソンの腕うでを取って右に回る。

「このっ……！」

　グレッソンがふりほどこうとした瞬しゆん間かんに、ケルンの肩かたに矢が突き立った。

「……貴様」

　グレッソンが、それを睨にらみつけて唸うなった。

「ユリーナをどこかに隠せ。流れ矢が恐こわい」

　ケルンは、冷静な声で言った。

「ケルンくん、傷の手当てをしなきゃ」

　エフェメラに向かって、ケルンは小さく手をふった。

「後でいい。かすり傷だ。毒も塗ぬられていないようだしな。ゲルーシャも甘いことだ」

　ケルンは、矢をなかばで折り、地面に捨てた。

「どうして、わしをかばった。ユリーナが哀かなしむからか？」

　グレッソンは、ケルンの無事な方の肩を摑んで自分のほうを向かせた。

「偶ぐう然ぜんだ」

　ケルンは、短く言うと、腰こしにたばさんだプファイト・スロウアーをとりだした。ひゅんひゅんと風を切って、先せん端たんが回りはじめる。傷をかばうようすはなかった。

「ふん」

　グレッソンは、おのが右足を引き上げ、思いきり踏ふみおろした。地面が震ふるえて、木の葉の切れ端はしが舞まい上がる。

「エフィちゃん、わしの『ぶっ飛ばし屋』はどこかね？」

「え？　ああ、守パリイ手ング・鎚ハンマーのことね」

「ここだよ、おっさん」

　ニフトールがどこからともなく姿をあらわした。グレッソンの武器を抱かかえている。

「おっさんにおっさん呼ばわりされるすじあいはないわい」

「こいつは失敬」

　ニフトールは、にへらと笑って、守手鎚をグレッソンに渡わたした。

「ユリーナとどっかに隠れてるんじゃぞ」

　グレッソンは、エフェメラに向かって言った。それから、顔をそむけてケルンに言う。

「あんたは、娘を守ってやってくれ」

「プファイトは守りではなく攻せめの氏族だ。俺は出る」

　ケルンも、グレッソンのほうを見なかった。プファイトの実がスロウアーを飛び出した。樹上のゲルーシャに命中する。そいつは短い悲鳴をあげて、地面に落ちた。

「このひねくれ者が」

　言い捨てて、グレッソンは広場へ飛び出していった。左右に体を揺ゆらして矢をよけながら、ゲルーシャが潜ひそんでいる樹きに向かっていった。軽々とした動きだ。

「おじさん、危ないよっ」

「アンディより丈じよう夫ぶだよ、あのおっさんは」

　エフェメラは、ニフトールを睨んだ。正しい意見だったからだ。

「やつらが来るぞ。隠れていろ」

　気がつくと、矢の雨がやんでいた。ゲルーシャたちも、このままではらちがあかないと考えたのだろう。樹をおりて、迫せまってくる。

　ケルンの姿が、見る見るうちに狼おおかみに変じていった。《化身トランスフオーム》の呪じゆ文もんを使ったのだ。

　化け身しんを終えたケルンは、一声吠ほえると飛びだしていった。

「っらおらぁ！」

「けっ、ぶっ殺すっ！」

　ドムスとアードも、敵を迎え撃うっている。どちらも二人のゲルーシャを同時に相手どっていた。高らかに声をあげ、いかにも戦いなれた彼らは敵の注意を引くのに充じゆう分ぶんだった。

　アードが敵の一人にとどめを刺した。返り血を浴びて高笑いを放つアードの姿に、エフェメラはエルファとゲルーシャの差が、ほんとうはどれほどなのか思わず疑問を感じてしまった。

「エフィちゃん、今のうちに、俺たちゃ隠れたほうがいいってよ」

　ニフトールが袖そでを引いた。

　そうだ。まわりの戦いを見守っている場合ではない。自分の身はもちろん、ユリーナを守ってやらなくては。

「そこに木のうろがあるぜ。なんとか三人もぐりこめるくらいだな」

「妙に嬉うれしそうね、ニフトール」

　エフェメラは、ぎろっと睨んで釘くぎを刺してから、ユリーナを運びこんだ。

「ささ、エフィちゃん。どうぞ」

「その前に」

　エフェメラは、暗くら闇やみをもたらす呪文を唱えた。これで、うろの中は真っ暗だ。戦っているゲルーシャは、エフェメラたちに気づかないだろう。アンディたちがやられてしまえば……どのみち、おしまいだ。

「じゃ、詰つまっててくれよ」

　ニフトール自身は、うろの中に入ってこなかった。

「どうするの？」

「心配かね？」

　すぐ上の枝にまたがっていたニフトールが、さかさづりになって顔を見せる。

「……あたりまえでしょっ」

「そこだと狭せますぎて、俺の腕うで前まえじゃ呪文が使えないんだよ」

　ニフトールは、ふところからつまみだしたナイフの先端を指先ではさんだ。

「他ほかがやるのの邪じや魔まにならないだけ、ってんじゃあ、おっさんも寂さびしいからな。俺も、エフィちゃんにいいとこ見せたいし」

　くるりと樹上に戻る。

「隠かくれてなよ」

　一声だけ残して。

「うん、とりあえずそうしとく」

　エフェメラも外に出ようかと思わなくもない。だが、それはまず状況を見み極きわめてからだろう。下手へたにとびだして、また人ひと質じちにでもなってしまったら、アンディにあわせる顔がない。それに、ユリーナをほうりだすわけにもいかない。

　自分自身が作り出した闇やみの中で、エフェメラは友の体を抱きしめた。
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　そのアンディは、サダールと戦っていた。

　アンディの武器はソードブレイカー、サダールは、エルファ独特の山刀だ。

「どうしてだ？　エルファにとって、ゲルーシャは俱ともに月を戴いただかざる敵ではなかったのか」

　言葉とともにアンディのソードブレイカーがサダールにうちかかった。

「かつて、エルファは〈悪魔〉を倒たおすために双ふた子ごの月と手を結んだ。敵の敵は味方。円えん環かんにおいてもっとも遠いところは、すなわちおのれの隣となりとなるのだ。直線しか知らぬ、貴様たち人間にはわかるまい」

　サダールは、左手の盾たてでソードブレイカーを受け止め、激しい斬ざん撃げきを送りこんできた。

　火花が散り、金属粉が舞う。

　彼ひ我がの剣けん技ぎは伯はく仲ちゆうしていた。

　十数合打ちあったが、どちらも相手の体に刃やいばを届かせることができずにいる。

「人間が、〈悪魔〉と手を組んででも倒さねばならない敵だとでも？」

　ソードブレイカーの刃が、がりがりと木製の盾の表面を削けずった。エルファの盾は、カルケタスという樹木で作られている。堅かたい樹きで、強度は金属に劣おとらない。

「そうではないと言うのか？　森を焼きつくそうとしたのは、貴様らではないか。円環を破壊したのは、貴様らではないか。貴様らをこそ、倒さねばならぬのだ」

　激情にかられたサダールは、一度打ち払はらわれた山刀を、強ごう引いんにアンディの肩に叩たたきつけた。

「ぐぅっ」

　ターデンの街で新たに買いこんだ鱗片鎧スケイルメイルを破って、刃が喰くいこんだ。

「敵ではないっ！」

　苦痛を意識するより早く、アンディは体勢が崩くずれたサダールの、がらあきになった脇わき腹ばらにソードブレイカーの一いち撃げきをぶちこむ。

「がっ！」

　どちらも浅い。致ち命めい傷しようにはほど遠かった。

　互たがいに飛びすさり、間合いをとる。アンディは肩の痛みをようやく意識した。だが、戦せん闘とうの緊きん張ちよう感かんが、痛みをすぐに忘れさせる。

「だからこそ森を開かねば、わかりあわなければいけないんだ！」

　アンディは、呼吸を整えて地面を蹴けった。

「言葉を飾かざるすべも、新参の月に教わったか。この……」

　なんと続けるつもりだったのかは、わからずじまいになった。

　割りこんできた影かげが、サダールに飛びかかったからだ。人ひと影かげではない。四本の足で駆け、牙きばと爪つめで襲おそいかかる。

　狼である。

「ケルンかっ」

　サダールが山刀をふりおろした。狼の体毛が数本、はらはらと宙に舞う。

　傷を負いながら、ケルンはサダールにのしかかっていた。かたや嚙かみつき、かたや摑つかみかかりながら、彼らは地面を転がった。こうなってしまうと、アンディには手が出せない。転がっていく狼と裏切り者を、ソードブレイカーをかまえて追いかけるだけだ。

「ケルンっ。この若わか僧ぞう。〝雷の轟きサンダークラツプ〟の長おさは、このサダールだ！　お前がいかに狼の牙を〈しるし〉として授さずかろうと」

　サダールが口にした〝雷の轟き〟は、この西高地の部族におけるプファイトの氏族名だ。ケルンは、まだ子供の頃ころに、老いた狼と戦い、その牙を折った。それは祖霊トーテムから、氏族のなかでも中心に位置するものとして特別な〈しるし〉を授かったものとされる。だから、ケルンだけは通常の〝雷の轟き〟ではなく〝牙フアング折クラツりシヤー〟を名乗るのだ。

　狼になっているケルンは、サダールの喉のど笛ぶえに喰らいつこうとしていた。

　サダールは、ケルンの首を摑んで、それを押し戻もどそうとしていた。だが、狼に化身したケルンが力では勝っている。鋭するどい牙が、じわじわと近づいていく。

「させん！　たとえ、〈悪あく魔ま〉の力を借りようとも、円環を破は壊かいさせることはさせん。俺に！　俺に力を貸せ！」

　ずぶりと、ケルンの首にめりこんだものがある。サダールの爪だ。アンディは、彼もケルンと同様、《化身トランスフオーム》の呪文を唱えたのかと思った。だが、そうではない。彼は、何の身み振ぶりもせず、意志を統一するための言葉を口にすることもなかった。

　その爪は異様に長い。しかも、ねじくれて黒かった。

「あなたは既すでに〈悪魔〉と契けい約やくしていたのか……！」

　アンディは、呻うめきをあげた。

　サダールの瞳ひとみが変化していた。彼の瞳は、本来淡あわい緑色だった。それが見る見るうちに暗黒の色に染まっていく。瞳だけではなく、暗黒は眼球すべてに広がっていった。それは、サダールが、魂たましいを〈悪魔〉にゆだねてしまった証しよう拠こである。

　欲よく望ぼうや願いにつけこむ〈悪魔〉の誘ゆう惑わくは巧たくみだ。サダールは、わずかな心の隙すきを突つかれた。原因になったのは、ケルンに対する嫉しつ妬との念であったかもしれないし、森を切り開く無神経な人間への怒いかりかもしれない。それがきっかけだった。既に彼の心は、喰らいつくされたのだろうか。いまのが三度目の承しよう諾だくであれば全すべて遅おそい。でなければ、救える可能性はわずかにある。

　アンディは、めまぐるしく考えた。

　だが、サダールを救うのは、ケルンを助けてからの話だ。

「げっげっがっがっがぁっ」

　サダールの鼻はな面づらがのび、牙がでたらめな方向にはえはじめた口から、苦鳴とも笑いともつかない喚わめき声が吐はき散らされた。

「ぎゅわんっ」

　ケルンが、顎あごをサダールからひきはがした。その首から、おびただしい血が流れている。サダールの爪にえぐられているのだ。それは、もはや爪ではなかった。爪がのたうって動くはずはない。大地にもぐりこむミミズのように、屍し肉にくを喰らう蛆うじ虫むしのように、サダールの爪はケルンの皮ひ膚ふの下にとねじりこまれていく。

「ケルン、よけてくれ！」

　もみあっているところにソードブレイカーをふりおろせば、ケルンに当たるかもしれない。

　しかし、躊ちゆう躇ちよしている場合ではなかった。このままでは、爪は内臓に達する。ケルンの命が危ないのだ。

「……しゅっ」

　アンディがソードブレイカーをふりあげたところに、仮面のゲルーシャが飛びこんできた。肉厚の刃を、横よこ殴なぐりに叩きつけてくる。切り裂さくより、重みで叩き斬きる武器なのだ。

　アンディは、かろうじてそれを盾で受け止めた。盾を通じて、腕うでが痺しびれるような衝しよう撃げきが伝わってくる。押し倒されかけたが、アンディは、どうにかもちこたえた。両足をふんばって、刃がくいこんだままの盾をえいやとばかりに押し戻す。

　ひょろりと華きや奢しやに見えるゲルーシャだが、意外に腕わん力りよくも強かった。よろめきもしない。だが、踏ふみこんでくることもなかった。めりっと音を立て、刃が盾から引きはがされる。

　アンディは、かろうじて確保した隙すき間まから、ソードブレイカーをふりおろした。しかし、いかにも勢いがない。

　サダールも、ケルンにだけ注意を奪うばわれているわけではない。アンディが迫るのに気づいて、ごろりと転がり、位置を移動させている。ケルンは、それを押しとどめることができなかった。

　アンディの一撃は空を切っただけだ。

　仮面のゲルーシャが、アンディの攻こう撃げきは自分には向かないと見て取って、渾こん身しんの力をこめ、激しい衝撃を浴びせてきた。

　一撃目は盾で受けたが、二撃目を受け流すためには一歩下がらねばならなかった。もっとも、体をひねってサダールの移動と同じ方に動いているが。

　その間に、ケルンは急所に嚙みつくことをあきらめ、サダールの動きを止めることに全力をそそいでいた。体を密着させ、顎を胸の真ん中に押しあてる。

　だが、それは捨て身の手段だった。

　狼おおかみの光る目が、アンディを見る。自分ごとサダールを斬きれと伝えていた。

「そんなことは……」

　アンディは、慎しん重ちように狙ねらった。手首だけを切り離はなそうというのだ。

「できないっ」

　ソードブレイカーをふりおろす。それは命中したものの、サダールの手の甲こうを浅く傷つけただけだった。なみの手なら、使えなくなっていたかもしれない。しかし、そこには既に鉄色の光こう沢たくをもつ鱗うろこが生えはじめていた。

　したたった血の色は、緑色に変じている。

「しゅっ」

　また、ゲルーシャが襲ってきた。

「しゅしゅっ」

　ゲルーシャの特性なのか、それともこいつ独自の癖くせなのだろうか。山刀をひとふりするたびに、鋭く息を吐く。

「しゅっ」

　ゲルーシャの攻撃を受け流しながら、アンディはサダールとケルンに割って入る隙をうかがった。

　既にサダールにエルファの面おも影かげは残っていない。足は山羊やぎ、顔は蠅はえに似た何かに変わっている。似ているだけだ。それは、地上にありうべからざる邪じや悪あくさを感じさせる造形だった。

　一いつ瞬しゆんの合間を見つけて、アンディはサダールの手を切り落とそうとした。だが、そうはさせじとゲルーシャが襲いかかってくる。

　ケルンは、なんとか身体からだをもぎはなそうとしていたが、サダールの爪は既に筋肉にまで喰いこんでいた。サダールの手首のほうを切り落とすしかない。

　だが、アンディはゲルーシャに行く手を邪魔されている。

　ガヤンの神官は助けを求めて、あたりを見回した。だが、グレッソンもアードも、二人の敵を相手に苦戦しているようだ。グレッソンの鎚ハンマーなら、当たればまず間ま違ちがいなく敵を粉ふん砕さいできるだろうが、彼の相手をしているゲルーシャは足止めに専念しているらしい。ぐおんぐおんと嵐あらしのようにふりまわされる守パリイ手ング・鎚ハンマーが届く範はん囲い内には決して足を踏み入れず、かといってグレッソンが離れようとすると牽けん制せいの攻撃を行って、それもさせない。

　アードにいたっては、既に全身を真っ赤に染めている。返り血なのか、それとも自分自身が傷ついているのか、アンディには判断できなかった。

　敵の一人が、足をすべらせて倒れた。アードは、高笑いをあげながら敵を切り刻んだ。だが、すぐに森の中からもう一人ゲルーシャがあらわれた。

　からからに干ひからびるほどに老いて見える。

　アンディは、それを邪術師ソーサラーと見て取った。不老のゲルーシャが老いて見えるなら、より深く〈悪魔〉とかかわったゆえだろう。呪じゆ文もん使つかいは危険だ。もしも、グレッソンに呪文をかけた相手なら、なおさらだろう。

　急がねばならない。

　ドムスの姿を捜さがしたが、見当たらなかった。彼自身が逃にげるはずもないから、逃とう亡ぼうした敵を深追いしているのかもしれない。

　エフェメラを頼たよるわけにはいかない。ニフトールも、こういう状じよう況きようではあまりアテにはできないだろう。

　なんとかして、アンディがケルンを助けるしかないのだ。

「アード、その邪術師ソーサラーに気をつけろ！」

　叫さけびをはりあげた、その隙をつかれた。ゲルーシャが襲ってくる。ぎゃらりっ、と嫌いやな音がして、鎧よろいを形作っている鱗りん片ぺんのいくつかがはじけとぶ。

　胸の皮膚が、肉が裂けた。心臓のわずかに下の位置だ。

　アンディはよろけた。膝ひざが砕くだけそうになるのを、必死で支える。だが、その姿勢では次の一撃がふせげない。

　大きな危機──。

　ゲルーシャが山刀をかまえなおすより早く、やつの背に鋭い穂ほ先さきが突き刺ささった。

「こいつはわいにまかせぇ！」

　タッタだ。

　鮮あざやかな緑の翼つばさを羽ばたかせて、タッタが助けに来たのだ。

「っしゅっ！」

　タッタの一撃は、致命傷には至らなかったらしい。槍やりが引き抜ぬかれると、ゲルーシャは傷口から黒い液体を流しながら、タッタに襲いかかった。

　その動きには、まるで遅ち滞たいがない。これほどの深傷ふかでを負いながら、痛みを感じていないのだろうか。

「ケルンをなんとかしたれ！」

　タッタも、無傷ではなかった。右の羽には魔ま法ほうの火球でも喰らったのか、焼け焦こげがある。左足の蹴け爪づめが一本、なかばからなくなっている。

　だが、アンディは迷わなかった。

　タッタのことはよく知っている。この程度の敵が相手なら、まだ持ちこたえるだろう。

「頼たのむ！」

　アンディは、走った。ほんの四歩。それでたどりつく。

「ケルン！　よけろよ！」

　邪じや魔まは入らない。今度こそ、アンディのソードブレイカーはサダールの手首をえぐった。

「ＲＹＵＲＹｕｕＵ」

　かろうじてもとの形の面影を残していた口から、サダールは歪ゆがんだ悲鳴を押し出した。

　すかさず、ケルンが残された体力をふりしぼって首を曲げ、傷ついた手首に嚙かみつく。狼の顎は、かろうじてつながっていただけの手首を易やす々やすと喰くいちぎった。

　アンディが逆に回って、もう片方の手首を切り落とす。

　ケルンはどうにか体をもぎ離した。サダールの爪つめは、まるで狼の体から生えた触しよく手しゆのようだ。

　両手首から先を失って、サダールはもがいている。

　アンディは、複眼になってしまったサダールの目を正面から見み据すえて、ソードブレイカーをその頭めがけてふりおろした。

「森！　円えん環かん！　俺のもの！　俺の！」

　それがサダールの最後の言葉になった。拍ひよう子し抜ぬけするほど、あっけなかった。アンディが今まで出会ってきた〈悪あく魔ま〉は、もっとしぶとく、そして強かった。

　俗ぞくに〈悪魔〉の強さは、憑つかれた者の邪悪さによると言う。アンディは、経験からそれを迷めい信しんと知ってはいたが、今は信じたい心境だった。

「どうしてだ……？」

　アンディは呟つぶやいた。

　このエルファとは、もう少し話をしたかった。彼の思いこみを解ければ、人間とエルファの間に絆きずなをつなぐ方法が見つかるかもしれないと、そう思えたのだ。

「アンディ、行くぞ」

　ケルンがもとの姿に戻もどっていた。左ひだり腕うでがずたずただ。三本足の狼でいるよりはいいと判断したのだろうが、盾たては持てないだろう。

　アンディは止めようと思った。

　だが、ちらりとサダールを見たケルンの表情が、アンディの言葉を奪った。

「きみはタッタの応おう援えんを」

　そう言って、アンディはくるりとふりむいた。

　そして、心臓にサダールの爪が突き刺さったような気分を味わった。

　グレッソンが、地に伏ふせていたのだ。

　かたわらにいるのは、ゲルーシャの邪術師ソーサラーだ。奇き怪かいな首くび飾かざりのようなものを、手にさげている。まるで、何かの牙きばを連ねたようだ。それが、ぼっと青白い炎ほのおをあげている。

　アンディは、声もあげずに走った。
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　その頃ころ。

　ドムスは、森の中に踏みこんでいた。

　敵の数が味方より多ければ、まずは頭を潰つぶすこと。戦術の基本に従ったのである。ゲルーシャたちは森の奥からあらわれた。ならば、その長おさを見つけるには、さかのぼればいい。

　じつに単純な考えではある。だが、正解だった。

「そっこかぁ」

　ドムスは、小さく呟いた。珍めずらしいことだが、彼だって敵に逃げられないように忍しのびよるくらいのことは考える。

　樹上に人ひと影かげがいた。太い枝に立っているのだ。頭からすっぽりとローブをかぶっていて、どんな人物かはわからない。かなり小こ柄がらだ。せいぜい、ドムスより頭一つ大きいくらいだ。エフェメラとほぼ同じ背せ丈たけだろう。あるいは、ゲルーシャではないのかもしれない。

　正体がなんであれ、堂々と顔をさらせないなんて、悪いやつに違ちがいない。ドムスは、そう決めつけると、できるかぎり忍び足で近づいた。世界はそれほど単純なものではないのだが。

　まさか、やってくるものがいるなどとは思ってもいなかったのか。ゲルーシャたちの戦いぶりに注意を引かれていたのか。人影が気づくより早く、ドムスは木の真下にたどりついていた。

「っりてこい！」

　と言って、おりてくるものでもなかろうが、ドムスは怒ど鳴なった。登っていけば気づかれるし、飛び道具もない。たとえあったところで、ドムスはそんなものを使うつもりはなかったが。忍びよったのは逃がさないためで、戦いはあくまで正面からやるのが、ドムスの信条だった。

　人影は、フードにすっぽりと隠かくされた頭を下に向けた。悠ゆう然ぜんとした態度だ。

　吊つりさがった蔦つたを摑つかんだ。隣となりの樹きに飛び移る気らしい。

　どうするべきか。ドムスは、ごちゃごちゃと考えなかった。幸いというべきか。彼が手にしている武器は斧おのだ。

　幹に叩たたきつけた。

　まさか、そんな無む茶ちやをされるなどとは思っていなかったのだろう。樹上の影は、とまどっているようだ。

　ドムスが斧をふりあげ、さらに幹に一いち撃げきをくわえた。なかばまで喰いこむ。戦せん闘とう用の斧と、林業の斧では勝手が違うのが本来だが、ジェスタ神しん殿でんでは、建設のための破は壊かいのすべを授さずける。ジェスタの祝福を受けた斧は、こういった破壊において、威い力りよくを増すのだ。

　樹上の影は、蔦から手を離はなした。逃げるのをとりやめにしたらしい。

　だが、このまま、木にしがみついておりれば、不自由な体勢のままで、待ち構えているドムスに攻こう撃げきされることになる。いや、ドムスはそうはしないが、樹上の人物にそれはわからない。

　飛び移ってからおりるのも、似たようなものだ。

　ドムスの斧が、幹を削けずる。

　樹上の影は、思い切りよく飛び降りようとした。

　だが、不運なことに、枝を蹴けった瞬しゆん間かんにドムスの斧が幹に叩きつけられ、大きく揺ゆらいだ。

　人影は、踏ふみ切りの姿勢を崩くずした。

「っ！」

　ドムスは、とっさに後ろにさがった。真上から落ちてこられてはたまらない。

　樹上にいた小柄な影は、肩かたから地面に落ちた。

「ちくしょうっ！　よくもこのあたいに、こんなぶざまなかっこうさせやがって！」

　空中でローブを脱ぬぎ捨てていた人影は、着地の衝しよう撃げきを和やわらげるために一回転すると、すっくと立ちあがった。

　しなやかな肢し体たいを、ぬめる鱗うろこのような鎧につつみ、後頭部でまとめた髪かみを揺らしている。浅黒い肌はだの美しい少女だった。

　にっと笑うと、白い歯がきらめいた。不敵な笑いだ。

　片手に鋼鉄の歪んだとげを生やした戦棍メイス、もう片方の手に奇怪な装そう飾しよくをほどこした青白い鞭むちをかまえている。

「なんだ、女の子じゃないか」

　そう言ったドムスを、ころげおちそうなくらい大きな瞳ひとみが、じろりと睨にらむ。

　ドムスは悟さとった。こいつはただの女じゃない。戦うのにふさわしい相手なのだと。

　胸が躍おどった。




「どうしたの、ニフトール？」

　樹上からいきなりおりてきたタマット信者の盗とう賊ぞくに、エフェメラは、不ふ審しんそうに声をかけた。

「ドムスのやつが、妙みようなのにひっかかってやがる」

　彼に見えたのは、空中でローブを脱ぎ捨てる少女のほんの一いつ瞬しゆんの影だけだ。それで充じゆう分ぶん。

　ありゃあ、美人だ。それもとびっきりの。鼻がむずむずする。危ない時の先っちょじゃなくて、いちばん奥だ。

　どうやら、ゲルーシャどもは押されぎみだ。グレッソンが地に伏せているし、ケルンもかなりの傷を負っているが、どちらも命には別状あるまい。後は邪術師ソーサラーが一人と、仮面のゲルーシャが二人だけ。エフェメラたちが襲おそわれることはないだろう。ここは空けても大だい丈じよう夫ぶ。

　ニフトールは地面におりると、姿勢を低くして走り出した。なんせ、相手は美人だ。たぶん、親玉の愛人というところだろうと、勝手に想像する。ドムスにまかせてちゃあ、改心させられるものも依い怙こ地じになっちまいそうだからな。

　中年盗賊の顔が、だらしなくゆるむ。

「ニフトールっ」

　暗くら闇やみの中から、エフェメラが顔だけを突つき出した。

「おうっ」

　俺のことが心配なのかな？　ふりかえったニフトールの顔は、いくらかは引き締しめられていた。微び妙みように口もとがゆるんだままだったりはするが。

「ドムスくんの面めん倒どうを見てあげてね」

　と、エフェメラは言っただけだった。

「……おお」

　心の中でがっくり肩を落としつつ、ニフトールは走った。




　女だからって、油断できないな。

　ぞくぞくするような喜びが、腹の底からわいてくる。強い相手と戦い、自分自身を鍛きたえあげること。それこそが、ドムスの人生の目的だ。まさしく、ドワーフの典型である。

「おいらの名は、左ひだり利ききのドムス」

　視線をじっと少女の顔に据すえて、ドムスは言った。

　これが別の場所、別の状じよう況きようであれば、見み惚とれているのだと思われただろう。なぜなら、少女は美しかったからだ。だが、それは宮きゆう廷ていやパーティに似合う美しさではなかった。戦場の、血と汗あせの匂においこそがふさわしい、野生の凄せい絶ぜつ美だ。

「あたいの名も聞きたいってわけかい？」

　鞭を持った右手をやや引き、戦棍を持った左手を突き出して少女は言った。

「もしも、あたいに膝ひざをつかせることができたら、教えてやるよ」

　くくくっと、少女は笑った。くすんだ色のくちびるを割って、ちらりと真しん紅くの舌がのぞく。ほんの一瞬だったから確信はできないが、ドムスには先せん端たんが二つに割れていたように思えた。少女の、武器をかまえるしなうような動きは、腰こしの曲線と胸のふくらみを強調している。

「別に教わりたくはないけどな。一応、戦いの礼れい儀ぎだろ、名乗るのは」

　ドムスは、相変わらず少女の目を真正面から見つめたままだ。攻撃の気配を読み取るために他ほかならない。

「……かわいげないよ、あんた」

　ひそかに自信を持っていたのだろう蠱こ惑わくの手管をあっさりとかわされて、少女の眉み間けんにしわが刻まれた。

「いくよっ」

　と言ったのは、ひゅるるると青白い鞭が飛んでからのことだ。

「ふんっ！」

　ドムスはそれをよけようともしなかった。鞭は肩かた口ぐちをぴしりと打った。なみの鞭であれば、その判断は間ま違ちがいではなかっただろう。ドムスはなんの痛つう痒ようも感じずにすんだに違いない。

　だが、それはただの鞭ではなかった。打たれた肩のあたりが、真っ白い霜しもにおおわれたのだ。

　魔ま法ほうの冷気を帯びていたのである。鎖さ骨こつが氷に変わったようだ。冷たさが痛みに変わる。

　普ふ通つうなら足が止まるところだが、ドムスはかけらも意に介かいさなかった。そのまま、一気に間合いを詰つめて、斧をふりかざす。

　走りよりざまの一撃は、くるりと身をひねる少女にあっさりとかわされた。

　少女が戦棍を叩きつけてくる。

　ドムスは、盾でそれを受け止めた。奇怪な虹にじ色いろの輝かがやきが、戦棍と盾を彩いろどった。これも魔法の力を帯びているのか、細い腕うでからは想像もつかない剛ごう撃げきだ。ドムスの腕がきしむ。

「やるなぁっ」

　ドムスの叫さけびに怯おびえはない。好敵手が彼にもたらすのは、血のたぎりだけだ。彼はまだ少年なのだ。
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　ドムスは、斧を握にぎる拳こぶしに、独特のひねりをくわえた。ジェスタの祝福を受けた斧は、その重心を移動させ、まるでおのれの意志があるかのようにもとの位置に戻もどってくる。

「ジェスタの斧使いかい」

　少女の言葉の端はしに、憎ぞう悪おの念がふきこぼれていた。

　だが、ドムスはその意味を洞どう察さつしようとはしない。戦う者に、言葉はいらないのだ。ただ、その一いち撃げき一撃が、なによりも雄ゆう弁べんにおのれを語る。

　ドムスは、その打撃に、どのような想おもいをこめたのか。

　斧の刃やいばが、戦棍の鉄とげとぶつかる。ドムスは強ごう引いんに押しきったが、既すでに勢いを失っていた。奇き妙みように柔やわらかい鎧よろいは、刃をずるりと滑すべらせ、主人の肉体を守護する。

　ドムスの意志は、伝わらなかったようだ。

「ドワーフの男なんてのに、負けられやしないのさっ」

　ほとばしる敵意とともに、少女は戦棍をドムスの頭に叩きつけようとする。

「ぬぉっ」

　かろうじて、盾たてがその軌き跡せきに割りこんだ。また、ぱぁっと虹色の光が飛び散る。どうやら、単に魔法で威力を増してあるだけではなさそうだ。直接打だ撃げきを喰らえば、何かの魔法が働くに違ちがいない。

　じりじりと押す少女。押し返すドムス。お互たがいに、ぎりぎりと歯を喰くいしばっている。顔が、少し動かせば接せつ吻ぷんできそうなくらいに近づく。

　ドムスは、少女の息を嗅かいだ。甘い香かおりだ。

　美しい、毒どく華ばなの匂いに似ていた。

「ふふん、なかなか決着がつきそうにないね」

　ふっと、少女の表情がゆるんだ。大きな瞳にゆらぐ輝きが宿る。

「今のは、けっこう自信があったんだけどね。あたいは、強いやつは好きだよ」

　そう言いながら、少女が鞭をたぐりよせているのを、ドムスは見み逃のがさなかった。

「おいらもな」

　言いざまに、斧をひるがえして少女の手首に叩きつける。

「はっ、目ざといのも気にいったね」

　ほとんど同時に、鞭がまるで蛇へびのようにしなってドムスの腕に巻きついた。斧を持つ手だ。籠こ手てごしに、じわじわと冬の息い吹ぶきが浸しん透とうしてくる。

「そのままだと、手が凍こおりついて腐くされ落ちちまうよ」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべて、少女は言った。

「どうだい。このあたいに跪ひざまずくつもりはないかい？　あたいの膝をつかせなくても、あんたが膝をつけば聞かせてやるよ、このあたいの名を」

　少年と少女の間を結ぶ鞭が、ぴんと張りつめた。

「っかにすんじゃないっ！　おいらは、邪じや悪あくなやつらの仲間になんかならないっ」

　片かた腕うでに鞭を絡からみつかせたまま、ドムスは突とつ進しんした。

「はっ！　とことん可愛かわいげがないよ、あんたってやつは」

　少女は自信満々だ。きつくひいておかなくとも、彼女の鞭は絡みついている。ゆるませて逃にげようとしても、そうはいかない。斧おのの自由は封ふうじたのだ。防ぼう御ぎよはまだ固いが、攻撃できない敵などいずれは倒たおせる。

　だが、ドムスの動きは、彼女の意表をついていた。

　横を駆かけ抜ぬけたのだ。

「逃げる？」

　もちろん、違う。片腕を搦からめとられたままで、逃げられるはずがない。

　ドムスは、かたわらの樹きに体当たりしたのだ。さきほど、彼女が立っていた樹である。その幹には、なかば以上の切りこみが入っている。

「あんた、まさかっ！」

　そのまさかだ。ドムスの体当たりで、樹がゆっくりとたおれはじめた。しかも、彼女がいる方角に向かってだ。

「ちぃっ」

　少女は逃げようとした。だが、右の手が引っぱられた。ドムスが、鞭を摑つかんで逃がすまいとしているのだ。

「しゃああああっ」

　少女の呼気が変じた。

　彼女は迷わず鞭を手放した。しかし、それでもなお一瞬、遅おそかったのだ。

　彼女の上に、倒れた木がのしかかった。
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　ほんのわずか、時をさかのぼる。

　アンディとタッタは、ゲルーシャの邪術師ソーサラーと相対していた。ケルンもいるが、右手がまるで使えないのでは戦力外だろう。

　アンディの足元には、グレッソンがうずくまっていた。まるで赤ん坊ぼうのように手足を縮めて、意味のない言葉をぶつぶつと呟つぶやいている。

　邪術師ソーサラーが使った呪じゆ文もんのしわざだ。

　アンディたちの前に立っているのは、枯かれ木を炎ほのおにくべた、その残りカスのような見かけの、老いたゲルーシャだった。片方の手には、なにかの牙きばを列つらねて輪にしたものを持っている。おそらくは、そこに封じた〈悪あく魔ま〉を通じて魔法の力をふるっているのだろう。胸には、とても小さなランプをさげていた。その中では、ちろちろと炎が燃えている。なにかの魔法の道具に違いないが、アンディの知識では皆かい目もく見当もつかなかった。

「おどれが黒幕かっ、覚かく悟ごせぇ！」

　ミュルーンの青年が、ぎゅっと槍やりをしごき、すかさず突きかかった。魔法を使う敵には、時間を与あたえてはならない。呪文を唱える前に倒す。これが鉄則だからだ。

　だが、それだけに魔術師ソーサラー、邪術師ソーサラーも工夫くふうをする。戦士がおのが前に立たれぬように、さまざまな壁かべを用意するのだ。一いつ般ぱん的なのは、警護の戦士を連れ歩くことである。おのれ自身や敵に呪文を使うよりも、これらの戦士を強化することが、ほとんどの魔術師にとって最も有効な護身策だ。さきほどもゲルーシャがグレッソンを眩げん惑わくしている隙すきに、呪文が襲いかかったのだ。

　だが、この邪術師ソーサラーの護衛は、既にいない。残っているのは、アードと戦っている二人だけ……一人になった。つまずいたところを、アードに切り刻まれている。

　そして、魔法を使う者が、敵の攻こう撃げきをさえぎり呪文のための時間を稼かせぐのに、もっとも多く使われるもう一つの方法。

　それは、作り出すことだ。

　壁を。

　あるいは戦士を。

　邪術師ソーサラーは、牙を列ねた首くび飾かざりを宙に投げた。それはすさまじい速さで回転をはじめたのだ。

「なんやっ!?」

　猛もう速そくで、それはタッタに襲おそいかかった。高速で回転する牙は、触ふれるものすべてを裂れつ破ぱする。恐おそるべき、飛ひ翔しよう環かん刃じんだ。

「このっ」

　槍の穂ほ先さきに当たって、かかっと火花が散った。飛ひ翔しよう環かん刃じんはいったん宙空に去る。

「こら、あかん」

　引き戻した槍の穂先を見て、タッタは呟いた。刃はこぼれがひどい。もう一、二度攻撃を受け流したら、槍は使い物にならなくなるだろう。

　ぎゅるるるる。空気を切り裂さくすさまじい音をたてながら、飛ひ翔しよう環かん刃じんが来らい襲しゆうする。

「えぇいっ、もったいないっ」

　タッタは、槍の刃を犠ぎ牲せいにしつつ、かろうじて顎あごなき牙の攻撃をはねのけた。

「なにしとんや、アンディっ！」

　自分のかたわらにやってきた、異種族の友人を怒ど鳴なりつける。

「二人してあんなもんの相手しとってもしょうがないやろっ！　とっとと爺じじいをなんとかせんかい。わいら共とも倒だおれやぞ」

　蹴け爪づめで、アンディのすねを軽く蹴ってやる。

「……すまん」

　アンディは邪術師ソーサラーに向かって駆けた。

　その首めがけて、飛ひ翔しよう環かん刃じんが文字通り牙を剝むく。

「させるかいっ」

　タッタが、勢いよく槍を突つきだした。勢いがよすぎた。アンディを守るのには間に合ったが、穂先ではなく柄えで受けてしまったのだ。がっと音がして、木き屑くずをまき散らしながら槍がへし折れた。

　だが、そのすきにアンディは邪術師ソーサラーに迫せまっている。

　剣けんと魔法。間合いが近ければ剣が有利。これが常識であった。

「だぁっ」

　防御を忘れた、捨て身の一いち撃げき。

　これを外せば、邪術師ソーサラーの呪文が決まる。そうなれば勝ち目は薄うすい。そう判断しての、必殺の念をこめた攻撃であった。

　だが、しかし。

　がつんという音が響ひびいた。

　素す手でで、邪術師ソーサラーがソードブレイカーを受け止めたのだ。瘦やせこけ、干ひからびた枯れ枝えだのようなその腕うでが、今は青黒い金属の輝かがやきを帯びていた。とっておきの、防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつである。
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「青銅五ご方ほう陣じんが一人、〈腐れ根〉のゼランを甘く見るでないぞ……」

　くちびるをほとんど動かさず、わずかに震ふるわせただけで、邪術師ソーサラーゼランは言った。

　ゼランは、その腕をソードブレイカーに絡みつけるように動かした。ゼランの意図を、呪文をより効果的にするための密着と読んで、アンディは剣を引こうとした。

　だが、それこそがゼランの狙ねらい。アンディがさがろうとした微び妙みような瞬しゆん間かんを狙って、ぽんと彼を突き飛ばしたのだ。

　ゼランの腕わん力りよくはたかが知れている。まともに摑みあっていれば、アンディが押さえこんでいただろう。だが、微妙な力加減のおかげでアンディは後ろによろめいた。ほんの一呼吸ほどだが、時間が稼げた。それだけで、ゼランには充じゆう分ぶんだ。ほんの一言呟くだけで発動するさまざまな呪文を、彼は心得ている。

　しかし。ゼランが、呪文をアンディに向けて発動させる直前。その眼前で、小さな球体が炸さく裂れつした。

「なにっ？」

　発散した小しよう片へんが、彼の右目に、鼻に、額に喰いこむ。

「見たか、導かれざるやから、これが森の守りの力だ！」

　ケルンが投げたプファイトだ。

　片方の腕が利きかぬと、みなが軽視していた。しかし、プファイトの実をスロウアーにこめ、投げつけるのは、時間さえかければ片手でもできる。そして、彼らの誰だれも知らぬことではあったが、ケルンは左右どちらの手も同じように使えるのだった。

　その衝しよう撃げきで、ゼランは唱えようとしていた呪文を一いつ瞬しゆん忘れた。

　アンディのソードブレイカーが一いつ閃せんする！

　今日は、いつもの不運はなりをひそめていた。狙いはあやまたず、邪術師ソーサラーの胸から腹を、ざっくりと切り裂いたのだ。

「くくく、これほどあっさりと一千年の寿じゆ命みようがつきるか」

　口から、黒い血をあふれさせながら、ゼランは笑った。

「流れる血の色がどのようなものであろうと関係ない。要は血が流れさえすればよいのだ……。我が身の破は壊かい、それこそがゲルーシャの求める究極の破壊に他ほかならぬ。すべての中心がおのれであれば、おのれを壊こわせば世界も滅ほろびるが道理」

　ゼランは言葉を続けた。アンディは、ソードブレイカーの刃やいばを、邪術師ソーサラーの腹に打ちこんだまま動かない。

「ならば、おのれの思うがままに生きれば、それこそが世界を支配することに他ならぬ。誰にも負けることはない」

　──負けることはない。その言葉が、アンディの心の奥底に触れる。父に勝ちたいと願い続けている若者の心に。

　ゲルーシャの邪術師ソーサラーは言葉を続けた。

「勝つ、負ける、それは心のありようよ。欲しいものを奪うばい、不要なものを壊す。おのれが世界の中心なのだ。奪えぬものはいらぬもの、壊せぬものは必要なもの。そう思えば……」

「耳を貸すな、人間の友よっ。それが歪ゆがみの誘ゆう惑わくだっ」

　ケルンの叱しつ咤たがアンディの耳を打つ。

「ちぃっ」

　ゲルーシャは、舌打ちをして我と我が身を刃からひきはがした。その動きは瀕ひん死しの者のそれではない。内臓をはみださせながら、まだゼランは死なない。

「世界は……ぼくのためにあるのじゃない」

　アンディは、荒あらい息を整えながら言った。おのれのうちから湧わき出してくる衝しよう動どうと闘たたかっているのだ。

「ならば、お前が世界のためにあるのか？　それなら世界のための犠牲となるがよい」

　ゼランが指を鳴らした。タッタを攻撃していた飛ひ翔しよう環かん刃じんが、ぎゅるるりと音を立ててアンディを襲う。

「違ちがう！　世界があって」

　奇き跡せきとしか見えぬ動きで、アンディは飛ひ翔しよう環かん刃じんを叩たたき落とした。まっすぐ垂直に刃をふりおろしたのだ。

「なにっ」

　さしものゼランが息を吞のんだ。列ねられた牙は、魔ま力りよくを失い地面に横たわっている。

「ぼくがある。対等なのだ！」

　轟ごうッと風が唸うなった。アンディは、かっと地面を蹴る。ゼランは、笑えみを浮うかべた。自らの滅びこそ、ゲルーシャがもたらす究極の破壊、その哲てつ学がくに噓うそはない。

　その時だ。

　どこかから、ずぅんという響きが伝わってきたのは。ドムスが樹きを倒たおしたのは、その瞬間である。ゼランは、うなじにぴりぴりした痛みを感じていた。主君の危機を察知していたのだ。そのための魔ま法ほうの護ご符ふを、彼女にもたせてある。

「しまった！　姫ひめさま」

　ゼランの、骨の上に皮をはりつけただけのような指が、複雑な印を結ぶ。

　同時にアンディのソードブレイカーが斬きりつけた。

　刃は、虚むなしく空気を裂いた。

「くっ、《透明インビジビリテイ》か？　それとも《瞬間移動テレポート》で逃にげたのか？」

　ゼランの姿は、空中に消えたのだ。まるで手ごたえがなかった。《透明》で見えなくなっただけなら、そう素す早ばやく逃げられるはずはない。

「アンディ、あっちや」

　武器としての役目を失った槍で、タッタが指し示した。森の中に駆かけこんでいく、ニフトールの背中を。

「ドムスのやつが、あっちにおるんや！　逃がしたやつのことより、まだおるやつをなんとかせんと！」

　アードも、残る一人を倒している。あとは、森の中に隠かくれているやつらだけだ。

「樹が傷つけられている」

　ケルンが、小さく呟つぶやいた。

　アンディは、それを気にしながらも、ともかく走りだした。
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　そして、森の中では。

「やってくれたね……」

　倒れこんだ太い幹が、少女の両足をはさみこんでいた。他の枝やなにかが下した敷じきになったおかげで、かろうじて潰つぶされるのだけはまぬがれている。怪け我がはないが、引き抜ぬくことができない。鞭むちは失っている。

「降参しろよ。別に殺したいわけじゃないんだ。あんまり、すっきりした勝ち方でもないしな」

　ドムスは、斧おのを肩かたにかついで困ったような顔をしている。戦えなくなれば、既すでに彼の敵ではないのだ。

「そうはいかないんだよ」

　少女の瞳ひとみに、それまでなかった暗い炎ほのおが宿っている。怒いかりだ。だが、尋じん常じようの怒りではない。彼女の遥はるかな奥底に、怒りをかきたて、増ぞう幅ふくし、歪める何かがいるかのようだ。

「この青銅の姫フエイアを大地に伏ふせさせた男を、ただほうっておくわけにはいかないさ」

　しかし、彼女は、約束だけは守った。膝ひざをつかせれば名乗ると言ったのだ。けれど、彼女の名は、敵の少年に、予想したような効果はもたらさなかった。

「青銅の姫だって？　どこかで聞いたような名前だな」

　ドムスは考えこんだ。本当に思い出せないのだ。

　フエイアは、思わずきょとんとドワーフの若者を見つめてしまった。

「姉貴に会っただろ。グモーツの島で」

　双ふた子ごと仲間たちは、帝てい国こくからこのグラダスに渡わたるときに、四姉妹の次女鉄の姫サレイア、そして彼女の部下青真珠ブルーパールのメルヌと戦ったのだ。そのおり、ほんのすれちがい程度、鉄の姫と対面している。

「そうなのか？　おいらは、直接戦ったやつのこと以外、あんまり覚えてないんだ。悪いな」

　真しん剣けんなようすで謝っている。フエイアとしては、呆あきれるより他にどうしようもない。わきあがった怒りが、急速にしぼんでいくのを感じて、彼女はあわてた。冷れい酷こく無比、凶きよう悪あく無残な四姉妹の三女、青銅の姫ともあろうものが、どうしてたかがこのくらいで毒気を抜かれてしまうのだ？　どうにも、この小こ僧ぞうはやりにくい相手だなと、彼女は苦笑いした。

「笑うな。女に笑われるのは嫌きらいなんだ」

　ドムスはむっつりとして言った。

「可愛かわいげのないやつだ、お前」

「それはお互たがいさまだろう」

　たわいのない言葉をかわしながら、それでも青銅の姫は、いかにドムスを殺すかを考えている。しぼんでしまった怒りをかきたてねばならない。彼女の肉体に秘ひめられた、〈異形〉の力を解放するために。

　けれど、それは最後の手段にしたかった。この力を授さずけてくれた姉、白金の姫ユメリアからも警告を受けている。いくたびも〈異形〉に変じれば、その形がいずれは内面を支配する可能性があるのだ。〈異形〉は最後の手段。そもそも、たかが一人の敵に、いかに罠わなにひっかかったとはいえ〈異形〉の力など使えるものか。

　しかし。

　足が抜けないでは、どうしようもない。降こう伏ふくしたふりをするか。それも、やはり彼女の誇ほこりが許さない。

　ふっと空気がゆらいだ。さまざまな色しき彩さいの点が空中に浮かびあがり、それがつながって一つの姿になる。

「姫さま、ご無事か」

　枯かれ葉を投げつけるように、がさがさとしたその声は聞こえてきた。

「むっ」

　斧をかまえてふりむいたドムスは、拍ひよう子し抜ぬけして力を抜いた。

　そこにいたのは、片目を潰され、胴どうを黒く染めた老人だったのだ。黒い液体は、胸から腹にかけての深傷ふかでから、まだどくどくと流れ落ちている。

「ゼラン、その姿は、どうしたのだ？」

　地に伏したまま、青銅の姫は叫さけんだ。

「案ずるにはおよびませぬ。このくらい、我が呪じゆ文もんをもってすればただちに癒いえまする」

「だったら、すぐにそうしろ、邪術師ソーサラー」

　呪文使いの言葉を聞いて、ドムスは改めて斧を構えなおした。

「傷ついたやつとは戦いたくない。お前の調子が戻もどってから戦うか、それとも降参するか、どっちかを選べ」

「わしと戦うじゃと？　愚おろかな坊ぼう主ずよ」

　ゼランの骨ばった手が、胸にさげた小さなランプを握にぎりしめる。

「いや、まったく。魔法の恐おそろしさってのが、よくわかってねぇのさ、こいつは」

「ニフトールっ」

　邪術師ソーサラーの背後にあらわれた仲間に向かって、ドワーフの少年は不快そうな叫びをあげた。後ろからナイフをつきつけるなどというのは、彼の趣しゆ味みではないのだ。

「お前の気持ちはわかるがね、ドムス。こいつは、どっからともなくあらわれたんだぜ。同じようにして逃げられるかもしれない。動くなよ、おっさん」

　ドムスはむっつりとしていた。ニフトールの言葉や行動が、間ま違ちがいでないのも理解はできるからだ。

「ま、俺としてはこんな爺じいさんはいくら逃げてもらってもかまわないんだ。こいつに用があるのはアンディやケルンで、俺じゃない。ただ、そっちの可愛娘かわいこちゃんまで連れて行かれちまうと哀かなしいからな」

　ニフトールは、にやつきながら、フエイアのうなじから胸むなもとあたりに視線を走らせる。そらした背中からおりていく曲線が絶ぜつ妙みようだ。この娘むすめの脚あしはとびきりだろうに、隠れているのが残念だ。知らず知らずに鼻の下が伸のびている。

「俺は、天下に名高い怪かい盗とうニフトールってんだが、可愛娘ちゃんのお名前は？」

　青銅の姫は、つけいる隙すきを感じとって、ぺろりと舌をなめた。

「フエイアだ。こうなったんで、降参しろって説得してたとこだ」

　だが、ドムスがいては、微び妙みような駆け引きも何もあったものではない。

　しかも、さらに邪じや魔ま者ものが闖ちん入にゆうしてきた。

「ドムス、無事だったか」

　金の髪かみに、青い瞳の若者だ。フエイアは、彼を知っていた。そもそも、こいつを始末するために、ここまでやってきたのだ。黒い髪の、双子の妹は見当たらなかった。ゲルーシャどもが始末したのならいいが。もっとも、それならこのアンディという若者が、もっと興奮しているだろうという気もする。

　さらに、その仲間たち。鮮あざやかな羽のミュルーン。確か、タッタという名のはずだ。エルファが二人。そのどちらかが、ラナークとかいうレスティリだろうか？　だが話に聞いていた見かけと、どちらも合がつ致ちしない。

　だが、そのうち一人のエルファには見覚えがあった。

　やつは！

　思いだした。サーライトの配下だ。名は忘れたが、間違いない。以前、四姉妹とサーライトがひそかに会合した時に、やつの警護についていた。だが、どうしてここにいる。四姉妹の味方をするためでないことは確かだ。やはり、あの帝国の公子は、独自の目的を持って、この双子を狙ねらっているらしい。

「まさか、その娘がほんまの大将なんか？」

　タッタの声に、フエイアはふてぶてしく笑ってみせた。自分の外見なら、雇やとわれた戦士や見捨てられた愛人と称しようしても通るだろう。だが、そんなさもしいまねを、青銅の姫ともあろうものができはしない。世界に新秩ちつ序じよをもたらす、偉い大だいなる四姉妹の一人が。それに、サーライトの密みつ偵ていのこともある。自分の正体を隠したいなら、こちらのことも黙だまっているだろうけれど。

「そうともさ。あたいが、こいつらを率いているんだよ。多少は恐れ入ってもらいたいね」

　敵の人数がこれだけそろったなら、〈異形〉に変じるにも躊ちゆう躇ちよはない。〈結社〉の子供らは、一いつ掃そうされねばならないのだ。未来を形作る計画は二つはいらぬ。未来は、ただ一つしか選べぬのだから。

「一応、姫かなにかだそうだ。そう名乗ってた」

　ドムスが注ちゆう釈しやくする。

　ほんとに、こいつは。フエイアは、苦笑いする。肝かん心じんなことを言ってくれない。

「青銅の姫ひめ、フエイアさ」

　膝をつかせた男、跪ひざまずいた男にしか名乗らない。いつもの習慣を破って、彼女は言った。まあ、この姿勢も膝をついているといえば、その通りだ。

「青銅の姫だって？　それなら、きみは四姉妹の一人なのか」

　アンディの顔に、驚きよう愕がくが走った。まさか、この事件にまで四姉妹の影かげがちらついているなどとは考えもしていなかったろう。

「ああ、そうさ。〈結社〉の産んだ双子の片われってのはあんたかい。こんな格好で会わなくちゃならないのは残念だよ」

　樹きの下敷きになっていても、なおフエイアは傲ごう然ぜんとしていた。頭の場所は低くても、まわりを見下している。顔は汚よごれていても、誇り高さは伝わってくる。

「きみが四姉妹の一人だと言うなら、尋たずねたいことがたくさんある」

　ある。ありすぎる。どれから尋ねていいのかわからないほどに。四姉妹とは何者なのか。その目的はなんなのか。なんのために、ぼくたちをつけ狙うのか。〈結社〉とは、どういう関係にあるのか。

　なによりも、自分たち双子が何者なのかを、四姉妹は知っているのだろうか。

「あるだろうね。そして、あたいは答えを知ってる。知らなくとも、知ってるやつを教えてやることはできる」

　フエイアは、からかうような声で言った。何か言わねばと、アンディはあせった。しかし、喉のどがふさがれたように声が出ない。

「あたいに頼たのみごとをするやつは、あたいに勝たなきゃだめなんだよ」

　樹の下で、徐じよ々じよに変へん貌ぼうがはじまっている。〈異形〉の姿になればこのくらいの樹を撥はねのけるのは雑作もない。

「なりませぬぞ、姫さま」

　ゼランが低い声で言った。ニフトールの刃やいばが、わずかに邪術師ソーサラーの背中にもぐりこむ。

「そうそう、それがいい。賢かしこいねぇ、爺さん。姫さまが何をする気か知らないが、止めたほうが身のためだぜ」

　ニフトールは顔をしかめた。刺さしたナイフから伝わってきた感かん触しよくが、異様だったからだ。それは肉の体ではなく、まるで枯れ木そのものだった。

「多勢に無勢でございます。姫さまはここで散るお方ではない」

　それを察知したのは、ゼランとケルン、そしてアードだけだっただろう。森の民たみにしか捉とらえられぬ微妙な木々のざわめきが、エルファたちの接近を告げていた。

　むろん〈異形〉の力をもってすれば、十や二十のエルファは蹴け散ちらせる。各個撃げき破はしていけば、百を遥かに超こえる数と戦えよう。

　だが、ゼランはエルファが歪ゆがみに対していだく怒いかりの大きさを知っていた。〈異形〉の力は、〈悪あく魔ま〉そのものではないが、ごく近い。エルファたちは部族全すべての力を使い果たしても戦うだろう。その包囲を抜ぬけることは、いかな姫でもかなうまい。一千人のエルファが、姫と刺し違ちがえるのだ。ゲルーシャとしてのゼランの心は、それでもかまわないと囁ささやく。だが、五方陣としてのゼランはそれを許すわけにはいかない。そして、ゼランの知性は、近い将来に、一万人、いや十万人のエルファに死をもたらすため、ここは青銅の姫を救わねばならぬと告げている。

「いかに多勢でも、あたいには勝てないさ」

　青銅の姫の身体からだが、奇き怪かいな変貌をとげつつあった。

「姫さま、ここは御ご退去くださいっ！」

　邪術師ソーサラーは複雑な印を結んだ。青銅の姫に、空間を越こえるための呪文がかけられる。

「ゼランっ!?」

　とまどいつつ、フエイアは従った。ゼランの判断を信じたのだ。

「お前も来るのだなっ？」

　青銅の姫の体が、この場から消えていく。

「できますかどうか？」

　ゼランの呟つぶやきは、魔ま法ほうで転移したフエイアには届かない。

　その瞬しゆん間かんのできごとを、アンディはなすすべもなく、見つめていた。あるいは、打つ手はあったかもしれない。しかし、自分たちの真実を知ることへの不安が、彼をほんのわずかな時間、呪じゆ縛ばくしていたのだ。

「おいっ、なんてことをしてくれるんだよ。あの可愛娘ちゃんは、これから俺がじっくりと説得する予定だったんだぞ」

　ニフトールの言葉に、ゼランはしゃしゃしゃっと笑った。

「姫さま、最後の一言、御命令ではございませなんだな」

　ゼランは、ランプを握った手に体内に残った最後の魔ま力りよくを注いだ。〈異形〉となったフエイアがもたらすはずだった一千の死を、わしがもたらすのだ。このランプの力を借りれば、研究中だったあの呪文も、うまくいくかもしれぬ。

　燃えあがる不和の炎ほのおは、その魔力で人間とエルファの間に、絶対の亀き裂れつをつくりあげるはず。

　その時、疾しつ風ぷうのようにあらわれた豹ラナークが、ゼランの喉のど笛ぶえに喰くいついた。倒たおれこみながら、ゼランはからからと笑った。

　既すでに遅おそかったのだ。ランプが砕くだけて、火か炎えんの元素界もかくやという炎が噴ふき出した。ゼランを斃たおした豹ひよう──ラナークが飛びすさる。ゼランの体が炎に変わる。高笑いが、炎のはじける音に消されていく。

　その炎を、アンディはソードブレイカーで切り裂さいた。やり切れない思いがこみあげてくる。

　炎は、ただ揺ゆらいだだけだ。

　それは、アンディとエフェメラの運命を吞のみこむ炎だった。
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　第五章　広き葉へ
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　森が、燃えている。

　紅ぐ蓮れんの業ごう火かが、何もかもを焼きつくしていくのだ。緑の葉が茶色の幹が、赤にあるいは黄に橙だいだいにと変わる炎の中で、黒くねじれ、白い灰となって砕けていく。

　火が、踊おどっている。

　すべてを灰と煙けむりに還かえす。滅ほろびをもたらす歓かん喜きの舞まいだ。赤い牙きばがはえそろった顎あごを大きく開き、ひらひらと舌なめずりするように動き、ぱちぱちと死の舞ぶ踏とう曲を奏かなでている。

　アンディたちがいる森の隙すき間まも、すぐ炎に吞みこまれるだろう。火が燃え移るのをさまたげられるほどの広さはない。この空間を乗り越えて、炎は森を喰らいつくしてしまう。

　アンディたち六人の仲間、ボルト親子と、ケルンにアード、そしてゲルーシャの侵しん入にゆうに気がついて駆かけつけて来たプファイトとジャング氏族の若いエルファたち。あわせて二十人を超すというのに、なすすべもなく見ているだけだ。

　それほどに、炎の暴ぼう威いはすさまじかった。小さな獣けものたちが、虫や鳥が、我が家から追い立てられ、彼らのかたわらを逃とう亡ぼうしていった。

　エルファたちは、まるで我が身が焼きつくされていくかのような、苦く悶もんの表情で炎を見つめている。

「くそっ、こんな火事は見たこともないぞ。なんて妙みような火だ。あんな燃え方するはずがない」

　グレッソンの目には哀かなしみがあった。彼も、木々を愛しているのだ。もちろん、エルファのようにまったく一体と感じているわけではないが。

「とてつもない魔力が働いてるんだ。あの邪術師ソーサラー一人の力じゃない。きっと、あのランプは古い強大な魔法の品だったんだろう」

　アンディは悔くやしげに言った。ゼランの胸にさげられたランプからほとばしった、超ちよう高温の炎がまたたくまに燃え広がったのである。

　ふつう炎は下から上にと燃えるものだ。根元から燃え移り、枝の先へと広がっていく。ところが、この炎は違う。頂点からまるで触しよく手しゆをのばすように襲おそいかかり、上から下へと絡からみついて、一気に樹きを炎の柱へと変えてしまうのだ。

　ときには、ひび割れやうろから入りこみ、まるで内側から破は裂れつさせるように燃えあがらせることもある。

「まるで、生きてるみたい。それもとてもおなかをすかせて、怒おこっている獣」

　父と恋こい人びとに支えられて、ユリーナは呟いた。右と左の手で、それぞれにぎゅっとすがりついた。炎は、彼女の目前で、森をかみ砕き、飲み干していく。

　彼女は、ケルンをはげまそうと、そっと手に力をこめた。だが、ケルンはそれにも気づかない。嚙かみしめたくちびるの端はしから、血がしたたっている。歯が、喰い破ってしまったのだ。

「もしかしたら、ほんとうにそうなのかもしれない」

　エフェメラは、友の言葉に答えるように、そう言った。彼女も、炎から目をはなすことができないでいた。この場に誰だれが、どんな敵がいたかを語った時のアンディの表情が、エフェメラをとまどわせる。

「あの邪術師ソーサラーの飢うえとか怒りとか、憎ぞう悪おとか、そんなものがあの炎に乗り移ったのかも」

「そんなバカな」

　かたわらにいた、若いエルファの一人が冷れい笑しようとともにそんな言葉を洩もらした。

　がっ。

　途と端たんに、アードのつま先がそのエルファの尻しりを蹴け飛とばした。

「森の外も知らねぇ若わか僧ぞうが偉えらそうな口きいてんじゃねぇよ」

　言い返そうとした若いエルファは、アードの視線のすさまじさにおどおどと口をつぐんだ。

「おい、ぼちぼちやばいんとちゃうか？」

　タッタが、翼つばさをばさばさと動かして火の粉を吹ふき戻もどしている。熱気が頰ほおを打ち始めていた。

「そうですね。そろそろ逃にげたほうがいい。このままだと、また巻きこまれます」

　ラナークの顔は、右半分がべったりと湿しめった木の葉におおわれている。ゼランのランプから炎が最初に噴き出した時に、火傷やけどしたのだ。手当てしたのは、ラナーク本人だ。ニフトールの左ひだり腕うで、アンディの肩かたにも同じような処置がほどこされている。

　ゼランの炎は、まず邪術師ソーサラー自身をたいまつに変えた後、彼らに襲いかかったのだ。仲間たちの誰一人犠ぎ牲せいにならなかったのは、僥ぎよう倖こう以外のなにものでもない。それでも、無傷というわけにはいかなかった。

　燃えあがりながら邪術師ソーサラーは、逃げていくアンディたちを見て、再び高笑いをはなった。

　アンディの耳の中では、まだゼランの笑いがこだましていた。邪術師ソーサラーは、おのれの肉体が完全に燃えつきるまで、歓喜の笑いを発していたのだ。はじける炎の中に、アンディはまだ邪術師ソーサラーの笑い声が聞こえるような気がしていた。ついに青銅の姫ひめに、自分と妹のことを問いただせなかった悔くいが、その笑いを屈くつ辱じよくと感じさせるのか。

　最初の炎の奔ほん騰とうをかわしたアンディたちは、それ以上に燃え広がるのをふせごうとした。

　だが、彼らが近づこうとすると、火はまるで意志あるような動きでおどりあがって、襲ってきたのである。炎を消すのに充じゆう分ぶんな土もなかった。森の地面は、分厚い落ち葉の層におおわれていたからだ。湿り気を帯びていたそれですら、この炎は一いつ瞬しゆんで燃えあがらせた。単に温度が高いだけではない。なんらかの魔力を秘ひめていたのだろう。流れとざわめきの神リャノの呪じゆ文もんを使える者もおらず、水を呼ぶこともできなかった。

「ひとまず逃げるのはしょうがないがな」

　グレッソンは、ケルンに不ふ機き嫌げんそうな顔を向けた。

「それからどうするつもりなんだ。お前たちは、どうやってあれを消すつもりなんだ？」

　エルファたちは、顔を見合わせている。

「おい、どうしたんだ。まさか、何も考えてないってわけじゃあるまいな」

　ユリーナが、父の注意を引こうとして服の裾すそを摑つかんだが、グレッソンはかまわずにまくしたてた。

「なんだ、お前たち、火事の備えもないのか」

　ユリーナは口を小さく動かしているが、声にならない。

「まったく、これだから、森の獣じゆう族ぞく……」

　エルファたちが気色ばみ、ケルンが憤ふん然ぜんとして口を開こうとした。

「おじさんっ！」

　その機先を制して、エフェメラは思い切り背せ伸のびをすると、グレッソンのひげをつまんで引っ張った。

「そういう言い方って、とっても失礼だと思うよ」

「痛たたたた。エフィちゃん、痛いじゃないかね」

　グレッソンの腕うでと、エフェメラの腰こしは、たいして太さが変わらないように見える。そんな少女に、グレッソンは頭をさげているのだ。彼に喰ってかかろうとしたエルファたちは、開けた口をそのままにして動きが止まっている。

「痛くていいのっ。なによ、いい年して、子供みたいな悪口言っちゃって。さっきちゃんと説明してあげたでしょ。盗とう賊ぞく団はあたしたちとエルファさんたちを仲たがいさせる計略だって。なのにエルファさんたちをバカにして、喧けん嘩かするなんて。ユリーナをこんな風にしたやつらの思おも惑わく通りになって悔しくないわけ、おじさんはっ」

　エフェメラは、ぺらぺらとまくしたてた。グレッソンだけではない。まわりにいるエルファにも、彼女は言い聞かせているのだ。

「それはそうだがな、エフィちゃん……」

「だがな、っていうのはいらないのっ」

　エフェメラは、全力をこめてひげを引っ張った。

「あのう……そのくらいにしてあげてくれないかな……」

　さすがにユリーナが止めに入る。

「そう、このくらいで、なっ、エフィちゃん」

「うちのかーさんに言いつけてやる」

　エフェメラが耳もとで囁ささやくと、グレッソンの顔がびくぅっとひきつった。

「いくらでも引っ張っていいよ、エフィちゃん」

　涙なみだがにじんでいる。

「エフィっ、ボルトさんに失礼だろう」

　近づいてきたアンディが、顔をしかめて言った。

「あれ、兄さん、どうしたの？　傷が痛むの？」

　白々しいことである。

「エフィっ」

　アンディに睨にらまれて、エフェメラはにへらっと笑った。

「わかってますって」

　エフェメラは、ひょいと指を離はなした。

「いつつつ」

　グレッソンはひげをなでている。

「グレッソンさん」

　アンディの顔は、まだしかめられたままだ。

「さきほどおっしゃりかけた言葉、訂てい正せいして謝罪なさるべきです。根こん拠きよもなく、偏へん見けんに基もとづいて誰かを誹ひ謗ぼうするのはよくありません」

　生きまじめな顔で、正面からそう言われて、グレッソンは情けなさそうな顔になった。

「やれやれ、娘むすめはおっかさん、息子むすこは親父おやじさんにそっくりか」

「なんか言った、おじさん？」

　エフェメラの指先が、またひげをつまむ。

「あ～、森の民たみの諸君、あんたらを侮ぶ辱じよくしたのは悪かった、謝る」

「謝る時に胸張らないでよ、おじさん」

「わしの故郷のほうじゃ、こういうのが誠意のこもった謝り方なんだ」

　エフェメラは、一瞬、沈ちん黙もくした。こめかみをわざとらしくもむ。

「おじさん、ターデン生まれのターデン育ちでしょ」

「意地っぱりなんだから……」

　ユリーナが、あきれたように呟つぶやいた。

「だがな、火に備えがないってのはやっぱり困ったもんだぞ」

　グレッソンは、あくまで頭はさげないつもりらしい。

「あなたには、何か提案があるのか？」

　ケルンの発言だったので、グレッソンは無視しようとしたが、娘の手が自分から離れそうになったので、あわてて引き戻してケルンを見た。

「こう見えてもジェスタさまにお仕えする身だからな」

　境界と静けさを司つかさどる青の月の神ジェスタ。城じよう壁へきを守り、建築にたずさわる者たちを束ねる神しん殿でんでもある。

「街に火事が起きると、ジェスタの人たちが頑がん張ばってくれるんだよ」

　最低限のことしか口にしないグレッソンに代わって、エフェメラがケルンに説明した。

「おじさん、偉そうにしないで、ちゃんと……」

　エフェメラの言葉を、タッタの叫さけびが遮さえぎった。

「なんでもええから、はよ逃げて来んかぁ」

　気がつくと、迫せまる炎ほのおの直前に居残っているのは、双ふた子ごと親子、そしてケルンだけになっていた。五人は、慌あわてて駆けだした。




　その頃ころ。

　アンディたちと炎をへだてた、ちょうど反対の位置に、青銅の姫はいた。ゼランが、《他者移動テレポート・アザー》の呪文で送りこんだのである。

「もうしわけありません、姫さま」

　四本の脚あしを折り、〈黒くろ爪つめ〉チェニアンが額を大地にすりつけている。

「俺がいなかったから、姫さまにお怪け我がをさせた。ゼランも……」

　熊くまの胴どう体たいを持つギャビットは、ぼろぼろと涙をこぼしている。

「あいつは、ああなっても本ほん望もうだろうよ」

　青銅の姫は、炎をすかし見るように、目を細めた。

「まあ、いいさ。そのことはこれきりにしよう」

　青銅の姫フエイアは、炎から目をそらせた。

「それで、黒いの、あたいが取ってこいっつったもののほうはどうなってんだい？」

　額を地面にめりこませようとしているかのように〈黒爪〉は、ますます腰を曲げた。何も言えずに、肩がぶるぶると震ふるえている。

「失敗したんだね」

　青銅の姫の口調は、淡たん々たんとしていた。しかし、〈黒爪〉は、顔もあげられずに平へい伏ふくしている。

「ついといで。お前ができないなら、あたいが自分で奪うばってくるしかない。それほど必要なものでもないけど、双子を逃がしちまったんだ。あれくらいはもらって帰らないと、あたいの気がすまないよ」

　青銅の姫は、歩きはじめた。道のない森だが、彼女の行く手を邪じや魔まするものはない。

「姫さまっ、あそこは危ないです」

　あわてた〈黒爪〉が、はじけるように頭をあげ、立ち上がった。青銅の姫に続く。

「なんとかするさ」

　フエイアは、髪かみをばさりと大きく揺ゆらした。

「あたいは、青銅の姫フエイアなんだよっ」
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「……ということだ。こうして、あとは火が自然におさまるのを待つ」

　グレッソンは、簡潔に説明を終えた。

「木を切り倒たおせと言うのか」

　目に見えぬ波が、フェルトレの根元に集まった者たちを揺らめかせた。グレッソンの言葉は、集まった各氏族の長おさたちに衝しよう撃げきを与あたえたようだ。

　だが、グレッソンはきょとんとしている。自分の言葉が、どうしてそんな波は紋もんをもたらしたのか、理解できないのである。

　広がる炎は、森全体の危機だ。むろん、いくらなんでも、トリース森王国に匹ひつ敵てきするほどの広大さを誇ほこる、ラジスの森すべてを焼きつくすことはあるまいと、誰だれもが思っている。

　しかし、ケルンたち部族が住んでいる範はん囲いくらいなら、充分、蹂じゆう躙りんしつくすほどの勢いはあった。

　そして、部族の守り手たるフェルトレは、氏族の長を呼び集めたのだ。グレッソンとアンディ、そしてエフェメラとユリーナは、ケルンのはからいでそこで発言することを許された。仲間たちのうち、ラナークも客人としてここにいる。タッタたち三人は、すぐ近くで控ひかえているはずだ。

　グレッソンが提案したのは、人間流のやり方、植樹で作られた森が火事に襲おそわれた時に使うやり方だった。

「切れというのか……」

　ケルンも呻うめいている。グレッソンは、自分の言葉の何が、そんなに衝撃を与えたのか理解できないようすだった。

「そうとも、あたりまえだろうが」

　火事をこれ以上広げないためには、防火帯を作るしかない。すなわち、燃えるものがない一帯を。森を切り開くしかないのである。

「このあたりの地図を見せてもらったが、うまくすれば半日で抑おさえられるだろう」

　木々の枝と葉、蔦つたを編んで作ったエルファの地図である。それぞれどのような種類の枝や葉を使うかによって、地形や植生をはじめとする、さまざまな情報を得ることができる。もちろん、エルファでなければ読み解けないのだが、グレッソンはケルンにいわば通訳をしてもらったのである。

「西の川と北の泉をうまく使えば、切るのは最小限でなんとかなる。ただし、今すぐにはじめないと、間に合わんぞ」

　エルファたちは、押し黙だまったままだ。

「どうしたんだ、あんたたち。とっとと動かんと。こうしてる間にも、火は広がっとるんだぞ」

　グレッソンが呼びかけても、エルファたちは動こうとしなかった。

「いかなる理由があろうとも、我らが手によって木々を傷つけることなどできようか……」

　そう言ったのはモルトゲ、住居の守り手たる氏族の長だった。エルファとしては背の低い女性である。

「その通り！」

　怒いかりの声は、全身にびっしりと刺青いれずみを彫ほりこんでいる老エルファのものだった。それぞれのエルファが、いかなる氏族に属し、その中でどういう立場にいるかを認にん定ていするカクタスの氏族の長である。エルファは、おのれがどの氏族であるか明らかにするため、刺青を体に刻んでいる。それは、このカクタスの氏族によって彫りこまれるのだ。

「木々を守るために木々を滅ほろぼせと言うのか。そのようなこと、できるわけないわっ。そもそも、なにゆえに人間がここにおる。森は汝なんじらに閉とざされたはずじゃ」

　カクタスは、その役目ゆえにしきたりに厳しい。定められたことから逸いつ脱だつすることを許さない傾けい向こうが強いのだ。まして、彼はフェルトレには遥はるかにおよばないものの、かなりの年ねん齢れいである。古今東西種族を問わず、たいてい老いれば頑がん固こになるものだ。

　カクタスは、刺青を彫るのに使う、長い針の先せん端たんをグレッソンの目に突つきつけた。

　だが、グレッソンもそのくらいではひるまない。崩くずれずの壁かべとか、ターデン一の頑固親父とかいった異名を持っているのだ。

「そんなことを言うとる場合かっ」

　怒ど鳴なりつける。ついでに、むんずとカクタスの手首を摑つかんだ。老エルファの腕うでは、ぽっきりと折れてしまいそうである。

「わからんのか。切ったところで、木は死にはせん。ちゃんと世話してやれば、切り株から新たな芽が出ることだってあるわい」

　娘ユリーナの手が肘ひじに触ふれ、グレッソンは力をゆるめた。

「炎によってできた灰から、芽ぶくものもあろう」

　腰こしに発火道具をさげたエルファが、ぼそぼそと発言した。火と料理を司る氏族、アムクレズの長である。

「でも、このままじゃ、森全部が灰になっちゃうよ」

　エフェメラは、思わず口を出していた。

「灰から全部やりなおすより、途と中ちゆうで食い止めたほうがよっぽどましじゃない、ねぇ」

　エフェメラは口くち添ぞえを求めるように、ラナークを見た。ラナークは、ちらりと、この部族のフェルトレに視線を走らせ、なにも答えなかった。ラナーク自身、エルファの掟おきてを打ち破るには抵てい抗こうがあった。まして、ここは彼の部族ではない。

「自分の手さえ汚よごれなければいいとおっしゃるんですか？」

　進みでたのは、アンディだった。

「罪の意識を持ちたくないから、森が焼けていくのを手をこまねいて見ているというのですか」

　アンディはぐるりとエルファたちを見回した。誰一人、目を伏ふせる者はない。みな、正面から堂々と、ガヤンに仕える若者の視線を受け止めた。喧けん嘩かの売り方、兄さんも上達したものね、とエフェメラは思った。

「死と再生は、正しき円えん環かんのしわざなり」

　この部族のレスティリの長が祈いのりを捧ささげるように言った。まだ若い、女のエルファだ。

「これは違ちがいます！」

　アンディは、それを誰が言ったのか確かめようとすらしなかった。

「乾かん燥そうや稲いな妻ずま、自然によって起きた火事なら、あるいはみなさんの態度でいいのかもしれません。けれど、この炎は違います。これは邪術師ソーサラーによって引き起こされた、歪ゆがんだ炎なんです。闇やみの月は、あなたがたの宿敵ではなかったのですか！」

　歪みの月が来きたりし理由は、エルファにしか知られていない。けれど、エルファが〈悪あく魔ま〉を憎にくむことはなはだしいというのは周知の事実だ。

「何者のつもりか、人間」

　グレッソンの手をふりはらい、カクタスの長はアンディに針の先端を向けた。

「森の真実を知らぬ者めが。我らを侮ぶ辱じよくするか」

　長たちのいくたりかは、カクタスの怒りに同調している。

　だが、そうでない者たちもいた。その先頭に立つのがケルンである。サダールが死んだ今、彼こそがプファイトたちの導き手、その筆頭となっていた。

「彼らの言うことは正しい」

　ケルンは、おだやかだがはっきりした声で言う。

「おのれなんぞに保証されたくは……」

　小声でぶつぶつ言いかけたグレッソンは、エフェメラに睨にらまれてぐっと言葉を吞のみこんだ。

「あの炎とは戦うべきだ。闇の炎がもたらす破は壊かいは、我らプファイトが認める再生のための破壊ではない。何ももたらさぬ、消しよう滅めつのための破壊となる」

「炎は炎にすぎぬ」

「お爺じいさんは、あれを見てないからそんなことが言えるんだわ」

　エフェメラが喰くってかかった。あの炎ほのおの動き、貪どん欲よくさ、異様さ、どれをとってもただの火ではない。

「見ておる。目の兄弟が、伝えてくれたでな」

　目の氏族、それは梟ふくろうとカアンルーバを祖霊トーテムとし、探たん索さくと情報を司つかさどる氏族だ。

「それなら、どうしてわからないの！」

　エフェメラは、いらだたしげに叫さけんだ。火か炎えんの猛もう威いは、駆かけ引きする余よ裕ゆうを失わせている。

「わかるとも、あれはただの炎にすぎぬ。おぬしたちは、我が手で森を傷つけさせることによって、何事かを狙ねらっているのではないのかっ！」

　疑問ではない。断言である。エフェメラは絶句した。アンディも、グレッソンも啞あ然ぜんとしている。

　エフェメラは、ばさっと髪をかきあげると、ぶるぶると頭かぶりをふった。

「ねぇ兄さん、この爺じじいも、ゲルーシャと手を結んでるんじゃないの？」

　聞こえよがしの大声だ。

「おのれっ！」

　投げられた針が、エフェメラの足もとに突き刺ささる。彼女は、臆おくすることなくカクタスを睨み返した。

「ようし、わかった！」

　グレッソンが、急に大きな声を出した。

「もう、あんたらに木を切れとは言わん！　わしらがやる」

　今度、きょとんとしたのはエフェメラとアンディだった。

「木を切るのはわしら人間だ。この火事がおさまった後で、森を閉ざすなりなんなりすればよかろう」

「バカなっ」

　カクタスの老人はもう一本の針をとりだした。彼の後ろに続くエルファは少なくない。

「けれど、ボルトの親父おやじさん。ぼくたちだけでは……」

「心配するな、アンディ。ターデンまで呼びにいくわけにもいかんが、近くの開かい拓たく村には無事な連中もいたはずだ」

　エルファたちが、怒りの声をあげた。

「なにを言うかっ。わしらに、森が傷つくのを見過ごせとでも言うのか」

　いちばん声が大きかったのは、カクタスの老エルファだ。

「そうしようとしてたんじゃないっ。火が燃やすのはよくて、あたしたちが切り倒すのはだめなわけっ……なの」

　さきほどまで、小さな声で怒りの言葉を口にしていたエルファたちが、すっかり押し黙っている。ぎらぎらと光る目で、人間たちを見ていた。

「こりゃ、ちょっとまずいかな」

　本気で怒おこらせたようだ。

「カクタスの長おさよ。我らが領域を侵おかされては、円環が歪む」

　その時、ケルンが静かな声で言った。

「森において破壊を行なうかいなかを認定するのは、我らプファイトの役目なれば」

　ケルンは、エフェメラをかばうように前に出た。エルファの長たちの視線を受けて、彼は一歩もたじろがない。ユリーナが、その背中を頼たのもしそうに見つめている。グレッソンは、そのユリーナを不ふ機き嫌げんそうに見ているが、さすがにここでケルンの邪じや魔まをするべきではないことくらいは、判断できる理性が残っているようだ。

「牙きばもてかみ砕くだくものよ、今は状じよう況きようが違ちごうておろう。これは森の円環全すべてにかかわることぞ」

　カクタスの老エルファは、いらだたしげに言った。

「あなたが、そのようなことを言われるのか？　時と場合によっては氏族の境をないがしろにしてよいと？」

　ケルンの反問に、カクタスの長はぐっとつまった。ケルンはすかさずたたみかける。

「破壊を司るプファイトの〈導き手〉ケルンは、森を守るために木々を切ることを認める」

「おぬしは……」

　カクタスが口をぱくぱくと動かしている。言葉も出てこないらしい。

「どういうつもりか」

　ようやくそれだけを言った。

「俺は、あなたたちと違って、あの炎を直接見ている。あれは人間たちが言う通り、歪みの産物。あのようなものに、森を蹂じゆう躙りんされるわけにはいかない」

　ケルンも、エルファの一人である。協調を乱すかもしれない決断には、勇気を必要とした。

　勇気を与あたえてくれたのは、額に白い布を巻いた、かたわらの少女だ。

「俺が許す。いや、頼む。森を守るために手伝ってくれ」

　ケルンにそう言われても、グレッソンはむっつりと黙だまっていた。娘むすめが心配そうに彼を見る。

「ちょっと、おじさん」

　たまらずに、エフェメラが声をかけた。

「わかっとるわい。そもそも、わしが言い出したことだろうが」

　グレッソンは、ケルンを見ようとしない。

「まて、牙の兄弟よ」

　大地に座ったままのエルファが発言した。蛇へび皮がわの衣い裳しようを着た、壮そう年ねんのエルファである。

「おのれが破壊を定めるなら、ジャングは禁忌タブーを守る」

　入ってきた人間を殺す、という意味であろうか。エルファたちの大半は、それに同意している。わずかに迷っているものもいるが、積極的にケルンたちを擁よう護ごするものはいなかった。

「お前さんたちがそこまで言うのなら、わしらは引きさがるしかないが……」

　グレッソンの言葉に、双ふた子ごとユリーナは、はっとして彼を見た。そして、すぐに顔を伏せた。その通りだ。ここは森。決断をするのは、彼らではない。二つの領域は、住みわけられねばならない。同じ〈源人〉の血を引くとはいえ、ここまで分ぶん離りしてしまった者たちが共存するには、それは絶対に守らねばならぬ原則なのだ。

「しかし……」

　ジャングの長は言葉を続けた。

「かのラスティが来たおりに、定められたことがあったはず。みなもそれを思い出せ」

　アンディの顔に、動どう揺ようが広がった。エルファたちは、ざわざわと波打っている。いったい、父は彼らとどんな約束をしたのだ？

　その時。

　羽音が聞こえた。
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　一羽わの梟が飛びこんできたのである。

　そして、その梟は、見る見るうちに大きくなった。ひらひらと宙に羽が舞まい、くるくると回って視界をかすませた。

　気がつくと、梟はおらず、まだらの髪かみを持つエルファがそこに立っていた。飛び散ったはずの羽は、どこにもない。

「目の兄弟よ、いかがしたのじゃ」

　その時、はじめてフェルトレが口を開いた。

　あらわれたのは、カアンルーバ。梟とキノコを祖霊トーテムとする氏族である。彼らだけが、この会合に、やって来てはいなかったのだ。なぜなら、カアンルーバは森に代わりて見るもの、探索を司る氏族だからである。

「炎のようすを見張っているはずであったな？　何か異変があったのか？」

　フェルトレから言葉をひきついだのは、ジャングの長だ。

「奇き怪かいな炎が、〈至宝〉に向かっている」

　カアンルーバは、呪じゆ文もんを唱えて地面に小さな森の幻げん影えいを映しだした。細密なものではない。森と炎のようすを、簡略化して映しだしたものだ。

　確かに、異様である。森を徐じよ々じよになめつくしていく火の群れから、小さな固まりが分離して一直線にある方向に進んでいくのだ。

「これは一体……？」

　エルファたちの口から、疑問がもれた。自然の炎であれば、こんなことは起こらない。風が偏かたよっているわけではないし、炎が進んでいくあたりが特別に燃えやすいわけではない。考えられないことだ。

　炎に、知ち恵えがあるのでもないかぎり。

「どうやら、確かに歪んだ炎であるらしい」

　フェルトレは、きっぱりした声で言った。

「しかし、さきほど、我らが目である梟の兄弟が見せてくれたのは、ただの炎にすぎなかった」

　カクタスの老エルファは、納なつ得とくしかねるようすだ。この会合が始まった時に、カアンルーバの一人が、火事の様子をやはり幻げん覚かくで再現したのである。

「核かくだけ」

　アンディがぽつりと言った。

「核だけなのでしょう。それから延えん焼しようした火は、もう操あやつられないただの火なんだ」

　アンディの言葉に、明確な反応を見せたエルファはいなかった。

　彼らは、じっと考えこんでいる。

「ただの火ならほっといてもよかろうが、こっちのほうはどうするんだい？」

　グレッソンが、彼らをぐるりと見回した。

「これが向かっているのは、〈至宝〉の方角じゃの」

　フェルトレの声は、さほど大きなものではなかった。けれど、エルファたちは、まるで雷らい鳴めいを聞いたかのように反応した。

「我らは歪みの炎をはばまねばならぬ」

　ジャングの長が立ちあがった。

「すぐさま動く」

「ジャングの長、まだ結論は出ていない」

「出ている。〈悪あく魔ま〉がはなった火であるとわかれば、森を蹂躙させるわけにはいかぬ。森の円えん環かんを閉とざすは新しき掟おきて、より古き掟は〈悪魔〉を滅ほろぼすためにはなにものも惜おしんではならぬとある」

　そして、ジャングはアンディにちらりと視線を走らせた。彼がラスティの息子むすこであることは、ここにつどっているエルファのほとんどが知っていた。ジャングの長も例外ではない。

「そして、ラスティと結んだ約定は、エルファが苦しき時に人の助けを得られるということ。正しき円環を維い持じするには、与えられたものは返されねばならぬ。それでよろしいな」

　ジャングは、フェルトレをまっすぐに見ている。

　アンディは、痺しびれのような感覚を心の表面に感じていた。また、父か。死んだ父が遺のこしたものは、生きているぼくの説得に勝まさるのか。アンディは、誇ほこらしさと情けなさの奇き妙みような混合物にずっぽりとひたっていた。

「人には返してもらわねばならぬ。〈悪魔〉は森におってはならぬ」

　カクタスの長は、なにごとか口の中で呟つぶやいている。他ほかのエルファたちも、納得をしたわけではない。

　けれど、フェルトレは断をくだした。

「再生をもたらさぬ歪ゆがんだ炎を、これ以上、森に広がらせてはならぬ」

　うなずきすらせず、ジャングは姿を消した。他のエルファたちも、次々にこの場を離はなれていく。指図するものはいない。フェルトレは決断者である。いったん方針が決まれば、円環をなす者たちは、はじめから定められているおのれの役割を果たすのみだ。モルトゲは、住居を守るために移動させる。セローマハは、灰となった森に草木を再生させるための準備をせねばならない。レスティリたちは、傷ついたものを癒いやす。

「それでは、グレッソン殿どのに助力を願うこととしよう。森をどう切り開けばいいのか、指示をいただきたい」

　ケルンも同じだ。フェルトレの指示をあおぐことはしない。彼の判断で行動する。それがエルファだ。

「お前の部下は何人いる？」

「部下というものではない。ともに円環をなす兄弟姉妹だ。今すぐに呼び集められるのは……四十人といったところか」

　ケルンたちの部族は、ラジスの森では平均的な大きさだ。おおよそ、千数百人いる。プファイトは、数多くを占しめる氏族ではない。

「少ないな」

　グレッソンは断言した。彼は、一見したところ粗そ野やな肉にく弾だん派に思える。しかし、彼のもうひとつのあだ名は、『武装した脳みそ』だ。伐ばつ採さい作業の手順、輸送の手配、そういったことも鮮あざやかにやってのける。今も、彼はもっとも効率的な配置を計算していた。

「魔ま法ほうで樹じゆ霊れいにも頼める。プファイトの実を使えば、斧おのよりも早い」

　ケルンに言われて、グレッソンは修正を加えた。まだ足りない。

「わしの仲間たちを呼んでもよいか。カフって村に腕うでのいい連中がいる」

「それは、我らにまかせたまえ」

　グレッソンに答えたのは、シグルリードである。移動と伝達を司つかさどる氏族だ。彼らは、決断を伝えることが役目であり、さきほどの集まりでも一言も口にしていない。ただ、じっと見て、そして耳を傾かたむけていたのだ。

「人間たちを、村まで迎むかえに行こう」

　シグルリードの祖霊トーテムであるニェコヴァスという動物は、巨きよ大だいな猫ねこに似て、背中に大きな角のようなこぶをはやした生き物である。そのでこぼこに乗せて、数人をいちどきに運べるのだ。巨きよ体たいに似合わず、八本の脚あしで樹上を駆かけることすらできる。

「むぅ、それならなんとかなるかもしれん」

　うなずいたグレッソンは、さっそくケルンと詳しよう細さいな打ち合わせをはじめた。

　ユリーナの顔がほころんでいる。

　グレッソンは、はっとそれに気づくと、急に言葉をとぎらせて、にゅっと太い指をケルンに突つきつけた。

「おい、一言だけ言っとくぞ。わしゃ、お前と娘の仲を認めたわけじゃないからな。確かにお前はなかなかやる男だ。そいつは認めてやる。さっきの戦いも、根こん性じようを見せてくれたわい。しかしな、それとこれとは話が別だ」

　グレッソンは、娘を抱だきよせると、ケルンに向かって思い切り舌をつきだした。それから、ユリーナをシグルリードの長おさに向かって突き飛ばす。

「お前は、こいつらと一いつ緒しよに、カフの村の連中を迎えに行け」

　とまどい、抗こう議ぎしようとしたユリーナに向かって、グレッソンは言葉を押しかぶせた。

「エルファが行って助けを求めても、あいつら議論するばっかりだろうが。わしが行けばいちばんいいが、そうもいかん。お前が説得して連れてくるんだ。グラッドたちもいるはずだから、お前の言うことなら素す直なおに聞くわい。いいな」

　ケルンにも、頼たのむとうなずかれて、ユリーナは承知した。いちばん大事なものを、危険から遠ざけることができて、グレッソンとケルンはほっとしたようすで顔を見合わせた。その自分の仕草にはっと気がついて、グレッソンはあわてて顔をそむける。

　彼らを、双子はおのおのの思いをこめて見つめていた。

「どうしたの、兄さん。嬉うれしくないの？」

　うかぬ顔のアンディに向かって、エフェメラは小声で問いかけた。

「いや、そんなことはないさ」

　アンディは、考えていたのだ。共通の敵を目の前にした時、人間とエルファは協力できた。敵がいなければだめなのだろうか。ただ話しあって協力することはできないだろうか。

　できないはずはない。いつか、必ずその日がやって来るはずだ。アンディは、目の前にある問題に心を集中しようと、首をふった。

　そして、ふと妹のほうを見る。グレッソンたちを見るエフェメラのまつ毛が、微び妙みように震ふるえていた。

「お前こそ、元気がないみたいじゃないか」

「うん」

　エフェメラは、珍めずらしく素直にうなずいた。

「父さんが生きてれば、やっぱりあんな風に拗すねちゃうのかなと、思ったの」

　アンディは、そっと妹の黒い髪を撫なでてやった。

「あたしたちの役目は、これで終わりなのかな」

「とりあえず、ぼくは、ケルンやボルトの親父おやじさんたちの手伝いをする。お前は、ユリーナちゃんと一緒に……」

「人間の子よ。頼みがある」

　唐とう突とつに、フェルトレの顔が眼前にあらわれた。
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　アンディたちは、ニェコヴァスに乗って、ここにやってきた。

　ケルンたち部族の正式な名乗りは、こうである。すなわち、西高地の南なる広き葉の部族。

　その広き葉が意味するのは、この場所のことだ。

　双ふた子ごと四人の仲間たち。そして、どういうわけかついてきたアード。

　案内してきたのは、シグルリード氏族のひとり、〝森の嵐シルヴアンストーム〟のミジカという、若い男のエルファだった。できれば、ケルンがやってきたかったようだが、彼は森を切り開く指揮をとらねばならなかったのだ。

「こりゃまた。とんでもないねぇ」

　大陸中を渡わたり歩いた──グラダスの五王国を訪おとずれるのも、これで二度目だというのだが──と称しようするニフトールも、思わずこんな声をもらす光景である。

　声が出せるのは、まだましなほうだ。あとの六人は、茫ぼう然ぜんとしている。

　そこは池だった。森の中に、唐突にあらわれたのだ。湖と呼ぶほど広くはなく、沼ぬまというほど浅くはない。

　分厚く重なった葉の天てん井じようはなく、久しぶりの日光がたっぷり地面まで、そして水面までふりそそいでいる。

　もっとも、灰色に濁にごった水は、きらめくというにはほど遠かった。向こう岸までは、歩数にしてほぼ二百歩ほどか。おおよそ円形をした池だ。

　驚おどろくべきは、その水面のなかば以上が、水草の葉におおわれていることだった。

　たった一枚の水草の葉に。

　水面の六割を覆おおった葉は、ほぼ真円形だ。かなりの厚みがある。

「ま、確かにこりゃ広い葉っぱだな。海の火山から生えてたでっかい木だって、こんなに広い葉っぱはなかったぜ」

「なんか、南のほうの沼に、蓮はすとかの仲間でいたよね、こんなのが」

　エフェメラは、帝てい国こくの南部を旅していた時に見た植物を思い出した。それは、皿のような形をしていて、子供が上に乗っても沈しずまなかった。だが、こちらのほうは、十数人の人間を乗せられるくらいの浮ふ力りよくはありそうだった。上で闘とう技ぎ大会くらい、開けるのではなかろうか。

「いくらなんでも、こないにでかいのんはなかったがな」

　タッタは、あきれたように羽をひらひらと動かした。

　巨大な葉の中央に、きらめくものがある。岸からでもはっきりと見えた。それは、ひとかかえもある丸い大きな銅鏡だ。磨みがきぬかれて、きらきらと日光を跳はね返している。

「あれが〈至宝〉です」

　六人を案内してきた若いエルファ、ミジカが言った。移動の氏族であるシグルリードは、彼をのぞいてみな、木こりの人々を迎えに出ている。

「邪術師ソーサラーがはなった火は、あれを狙ねらってるんだね」

　エフェメラは、鏡がはなつ輝かがやきに目を奪うばわれている。目を刺さすはずの眩まぶしい光が、鏡に反射されると、なぜか優やさしく柔やわらかな輝きになるのだ。エフェメラは、不思議と安らいだ気持ちになるのを感じた。

「なんでぇ、池の中にあるんなら燃えやしねぇじゃねぇか」

　アードがつまらなそうに言った。

「いったい、あんたは何を期待してたのよ」

「別にぃ」

　小バカにするような、尻しりあがりの口調だ。

「よさないか」

　アンディは二人を叱しかった。

「てめぇに命令されるすじあいはねぇ」

「勝手についてきといて、何言ってるのよ」

　エフェメラが、アードのむこうずねを蹴けりとばす。

「何しやがんでぇ」

　二人は、ぎゃあぎゃあと喧けん嘩かをはじめた。ラナークとニフトールが止めに入って、逆に巻きこまれている。アンディは、ため息をひとつついて、彼らのことはひとまず忘れておくことにした。

「ミジカさん」

　呼びかけられた若いエルファは、にこりと笑った。

「さんはいりませんよ。まだ未熟者ですから」

　とはいえ、実際に生きてきた年月はアンディよりずいぶん長いはずだ。

「アードの言うことは、あながち的外れでもないんじゃないだろうか？」

　彼らは、フェルトレに頼まれ、西高地の部族に伝わる〈至宝〉を、炎ほのおから守るためにやってきた。〈至宝〉とは、エルファの部族ごとに伝わるさまざまな宝のことだ。それは、人間が考える宝の概がい念ねんとは少し違ちがっている。金銭的な価値のあるものではないのだ。珍しい植物であったり、動物であったり、鉱物だったりする。

　多くの場合、部族の名は〈至宝〉が存在する場所にちなんでつけられる。そして、この部族の〈至宝〉は、魔法の品物だったというわけだ。

「火事が、この池を渡って、あの鏡を燃やすことはないと思う」

　金属の鏡とはいえ、あれだけの豪ごう火かに巻きこまれれば確かに無事ではすむまいが。

「そうでしょうか。〈悪あく魔ま〉の炎なのでしょう？　それに、少なくとも煙けむりには巻かれます」

「曇くもってしまったら磨けばいい」

　ドムスが口をはさんだ。彼らドワーフは職人ばかりだ。故郷の村にはガラス作りに長たけている者がたくさんいたが、金属鏡を作る者もいた。

「曇るだけなら、雨や霧きりのこともあります。けれど、〈悪魔〉の曇りに汚けがされれば、魔ま力りよくが歪ゆがまないとも限りません」

　ミジカの言葉に、アンディは自分の考えの浅さを恥はじた。

「まあ、いいや。とにかく頼まれたことをやってやろうじゃないか」

　ドムスは、さっそく服をぬぎはじめた。

「ど、どうするつもりです？」

　ミジカがあわてている。

「泳いでいくんだよ。おいらとアンディが、水につからないように鏡をかかげる。で、綱つなを結んで、岸から引いてもらう。これで持ってこられるんじゃないかな」

　フェルトレがアンディたちに頼んだのは、〈至宝〉を守ること。ジャングたちが炎を食い止めている間に、それを運び出すことだったのだ。

　むろん、ジャングたちが炎を滅ほろぼせれば、それは無む駄だになる。しかし、実体なき炎を倒たおすのは、そう簡単ではない。フェルトレは、そこを案じたのである。

「なあ、今、思たんやけど」

「なんだい、タッタ？」

「近づいてくる火ィをやっつけんのに、この池の水は使えんかな？」

　アンディは、改めて池を見た。なるほど、火を消すには水だ。追い落とせればいいのだが、何か他ほかの手段も工夫くふうできるだろう。

「っと決まれば、ますます、とっととあれを運びださなきゃな」

　ドムスは、いっそうはりきっている。

「ちょっと待ってください」

　ミジカは、あわててドムスを抱き止めた。

「あれを見てください」

　ミジカは、池を指差した。

「っんだよ、丸太が浮うかんでるけど？」

　ドムスにはそう見えた。かなり太い丸太だ。ごつごつとしている。

「丸太にしたらずいぶん緑色やのう」

「っか？　おいらにはよくわかんないけど」

　ほとんどのドワーフには、赤と緑の区別がつきにくい。

「苔こけでも生えてるんじゃ……！」

　丸太がゆらりとゆらいだ。それは丸太ではなかった。巨きよ大だいな生き物の背中だったのだ。

「オオミズトカゲです」

　体長は四、五メルーくらいはあるだろうか。それは、大きなトカゲだった。全体の五分の一が頭、五分の二が胴どう体たいで、残りは尻尾しつぽだ。口には、鋭するどい牙きばがずらりと並んでいる。

「おっ、こりゃすげぇじゃねぇか」

　唐突にアードが首をつきだした。

「南のほうで見た、鰐わにって生き物に似てるな」

　ニフトールもやってくる。息がかなりはずんでいた。

「かなり凶きよう暴ぼうな生き物ですよ。エルファでもなんでも食べます。水中で戦えば、まず勝てないでしょう」

　ミジカの声は淡たん々たんとしている。それだけに、実感がこもっていた。

　オオミズトカゲは、体をくねらせ、ざばりと水しぶきをあげて水中にもぐった。体の大きさに比べると、あがった水柱はかなり小さい。動きがしなやかなのだ。もぐる時にちらりと見えた手足は、鰭ひれ状になっていた。

「むぅっ。〈龍りゆう〉もどきってわけじゃないんだな。ま、なんとかなるだろう、一匹ぴきくらい」

　ドムスは、いったん、地面に置いた斧おのをもちあげた。

「七、八匹います」

　それを聞いた途と端たんに、まわりのみんながいっせいにドムスを押さえこんだ。

「ほな、わいが飛んでいこか？」

　タッタの言葉にも、ミジカは首をふった。

「シャグディラという魚も住んでます。空を飛ぶものに、猛もう烈れつな勢いで水をぶつけて落とすんです。落ちればオオミズトカゲの餌え食じき。シャグディラは、そのおこぼれに与あずかるわけで」

「そういうの知ってるぞ。鉄てつ砲ぽう山さん椒しよう魚うおってのがいるんだ。もっと小さいけどな。口からぴゅーっと唾つばを噴ふき出して、獲え物ものを仕留める」

　珍めずらしいことに、ドムスが知識を披ひ露ろうした。鉄砲とは、ドワーフたちが奉ほうじる炉ろと発明の神デルバイの神しん殿でんで扱あつかいを教えている、火薬の力で弾だん丸がんを打ち出す飛び道具だ。それにちなんで名づけられた生き物である。

「あれが、水流の命中した痕あとですよ」

　ミジカが指差した木の幹は、人間の拳こぶしがすっぽりと入りそうなくらいえぐれている。タッタは身を震ふるわせた。空に飛び出していれば、あれがタッタの腹にできていたかもしれない。

「なるほど、あんなところにほうってあっても、誰だれも手をださないわけだぜ」

　ニフトールが、盗とう賊ぞくらしい感想をもらした。

「でも、今は、それじゃ困っちゃうでしょ」

　エフェメラは、爪つめを嚙かみながらミジカを見た。炎は、トカゲにも食えまい。シャグディラとやらの水流なら、あるいは……。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　若いエルファは、にこりと笑った。

「みなさんが次から次に動かれるので説明するひまがなかったのですが、ジャングの長おさから、これを預かっています」

　ミジカは、ふところから蛇へびの頭をかたどった護ご符ふをとりだした。

「蛇やトカゲを操あやつる呪じゆ文もんがこめられているのです」

「けれど、ふつうの呪文であれば、一度に操れるのは一匹だけのはずですが？　それとも、特別なのでしょうか？」

　ラナークに指し摘てきされて、ミジカははっと顔を曇らせた。

「言われてみれば、その通りで……。特別なものとは聞いていません」

「なぁに、試ためしてみればわかる。なんなら、おいらがやってやろうか？　大丈夫、なんとかなるさ」

　相変わらず、ドムスの自信には根こん拠きよがない。

「バカ野や郎ろう、こういう呪文は、俺たちエルファが試すもんだろうが」

　アードが、それを奪い取ろうとする。

「無む駄だ遣づかいすなや。群れでいちばん大きなのを操ればええんや。そいつにまたがってけば、よってけぇへん……」

「なるほど、そんなものがあったのかい」

　タッタの言葉を邪じや魔ましたのは、一行のうちの誰でもなかった。まるで、目に見えない大きなはけでひとなでされたかのように、みんなの顔色がいっせいに変わる。

「この声は」

　中でも、アンディ、ドムス、そしてニフトールの変化は激しかった。アンディは異常なほどの緊きん張ちよう、ドムスは好敵手に出会った歓かん喜き、そしてニフトールは鼻の下がぐぅんと伸のびている。

「待ってた甲か斐いがあったってもんさ。その護符とやらを、こっちにいただこうか」

　半はん熊ゆうのギャビットを後ろに従えて、森の中からあらわれたのは、青銅の姫ひめフエイアであった。
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「きみは……」

　アンディは、呻うめくように言った。

　呼びかける言葉の選せん択たくに、アンディの微び妙みような心が映っている。貴様などという粗そ暴ぼうな言葉は、眼前の少女にはふさわしくない。

　浅黒い肌はだ。つややかな髪かみ。精気にあふれた美しい顔だち。

　しかし、身にまとった凶きよう気きはなみの若い娘むすめが持てるものではとうていありえない。その瞳ひとみは、年ねん齢れいにふさわしくないほど多くの闇やみを見続けてきた者のそれだ。

　アンディは、先刻、確かめそこねたことを確かく認にんした。青銅の姫の爪。それは紫むらさきの色に染められていた。

「訊ききたいことが、たくさんあるって顔だね」

　青銅の姫は、アンディを見て、にっと笑った。

「言ってみなよ。答えてやるさ。さっきは、ゆっくり話もできなかったからね」

　これは挑ちよう発はつだ。乗ってはいけない。アンディの理性はそう忠告している。だが、ふくれあがった疑問ははじけずにはいられない。まして、先刻の遭そう遇ぐうでのことがある。一度見失ってあきらめかけていたものに、再度の機会が与あたえられたのだ。嘲ちよう笑しようされたくもない。

　アンディは、その誘ゆう惑わくに耐たえ切れなかった。

「どうして、きみはここにいる」

　アンディは、言った。

　仲間たちの誰も、彼を止めようとはしない。旅をともにしてきた仲間たちは、アンディたちが、〈聖なる母の結社〉と名乗る謎なぞの女たちに、その運命をもてあそばれてきたことを知っている。彼らは、四姉妹によって友が傷つくことを恐おそれながら、その秘密と対決することによってしか、双ふた子ごが救われる道はないことも心得ていたのだ。

　アードは、さらに深く〈結社〉と双子たち、そして四姉妹について知っていた。だが、彼は主君サーライトに命じられない限り、それを明かすことはない。彼が命じられているのは双子に、四姉妹と〈結社〉についての、いくつかの手がかりを与えることだけだ。それによって、主君が何を得ようとしているのか、アードには想像することしかできない。試練を与えて同志とするのか、それとも囮おとりか。アードは、考えることを早々にやめていた。サーライトへの忠誠だけが、今の彼を生かしているのだ。それだけ、のはずだった。アードはまだ、自分の心の奥底に生まれてきたもうひとつの感情に気づいていない。ともあれ、今は、青銅の姫に余計なことを言われないため、目立たぬようにラナークの陰かげにでもいるしかない。

　唯ゆい一いつ、この森のエルファであるミジカだけは、こういった葛かつ藤とうから自由でいられる。しかし、それは知識がないからだ。であるがゆえに、彼はとまどうばかりである。ラナークに引き止められ、彼はただ、手にした護符を守ることしかできない。

「どうしてだと思う？」

　青銅の姫は、明らかにアンディをからかっていた。ひらひらとよく動く舌は、まるで舌なめずりをするようだ。

　だが、アンディは感情に身を任せるわけにはいかない。たった一つの手がかりなのだ。

「おい、真ま面じ目めに答えたほうがええぞ」

　かわりに怒おこったのはタッタだった。彼は、くちばしをがちがちと打ちならしている。かまえた槍やりの穂ほ先さきは、ぴたりと青銅の姫を狙ねらっていた。

　アンディは、冷静になれと自分に言い聞かせて、言葉を探した。何を、どう質問すればいいのか。
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　知識はあまりにも少なすぎた。何を訊たずねればいいのかさえわからない。口をついて出てきそうになるのは恨うらみ言ばかりだ。父と、そして、アンディを愛して死んだ赤い髪の女性の面おも影かげが、かわるがわる脳のう裏りに浮うかびあがる。

「きみの爪は染められているのか？　本当の色はなんだ？」

　ようやく口をついたのは、そんな質問だった。父が死んだのは、〈結社〉と四姉妹とやらの抗こう争そうに巻きこまれてのことなのか。そうだとしたら、それは、自分たちの行く末をめぐってのことではないのだろうか。

　あの時、約束に間に合わなかっただけではない。もう一つの罪を、自分は背負うのかもしれない。不安に苛さいなまれながら、アンディはそのことを確かめたかった。

「残念だったね。あたいの爪は、青くない。姉さまたちは、〈結社〉の女と同じで青かったけどね。そいつを嫌きらって、今じゃ薬で色を変えてるよ」

　判決は、まだくだされないのですね。アンディは、ガヤンに慈じ悲ひを願った。エフェメラが、そっと彼によりそう。双子の妹は、兄の心を察していたのだ。

　アンディは、そのやりとりでふっきれたように、心に浮かぶ疑問を次々と青銅の姫にぶつけていった。

「四姉妹とやらにとって、ぼくたちはどんな意味があるんだ？　エルファと人間を仲たがいさせたのも、お前たちのしわざか？　そんなことをして、いったいどうしようというんだ!?」

　そこまで一息に言って、アンディは言葉を途と切ぎらせた。

「……まさか、これもぼくたちを」

「はーっはっはっはっは！」

　青銅の姫の高笑いが、アンディの言葉をさえぎった。

「なによ……」

　笑うことないじゃない、というエフェメラの抗こう議ぎは、フエイアのすさまじい視線を浴びて、立ち消えになった。

「うぬぼれるんじゃないよっ」

　怒いかりの叫さけびが、青銅の姫から叩たたきつけられた。

「あたいたち四姉妹にとって、あんたたちなんざ小石みたいなもんさ。つまずくかもしれないから、とりのぞいておこうかってね」

　怒りはすぐに消え、嘲笑がとって代わった。

「この策は、あんたたちなんざ関係ないとこで進んでる大きな戦いのためにやってることさ。あんたたちは、そこに偶たま々たままぎれこんできた。まさしく小石みたいな邪じや魔ま者ものなんだよ」

　そう聞かされたアンディが感じたのは、安心としか呼びようがない感情だった。狙われている、いないという問題ではない。彼ら自身が、いったい何者なのかという不安、それがわずかなりとも解消されたのである。少なくとも自分たちは、人間以上の力を持った何かなどではないらしい。

　邪魔者と呼ばれるなら、徹てつ底てい的に邪魔をするまでだ。そう腹が据すわった。

「いったい、なんのために戦いを引き起こそうなどとした！」

　緊張は解けた。そして、猛もう然ぜんとわきあがってきたのは、激しい怒りだ。

「はっ、そういきりたつこともないやね」

　アンディに怒りを譲ゆずり渡わたしてしまったかのように、フエイアは冷静になっている。

「はぐらかさないでっ」

　兄のかたわらに立って、エフェメラは細剣レイピアをかまえた。もっとも左手は口もとにあって、爪つめを嚙かんでいたりもするのだが。

　彼女も、兄以上の不安を抱いだいていたのだ。

「はぐらかすつもりはないさ。いいだろう、教えてやるさ」

　フエイアの背後でギャビットが身じろぎをしたが、結局、何も言わなかった。〈黒くろ爪つめ〉は、青銅の姫の忠実な従者、ただ彼女の意志を体現するのみだ。

「世界を再生するのさ」

　青銅の姫は、さらりと言ってのけた。

「今の世界を破は壊かいした後に、あらゆるものが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった、すべての区別をとりはらった世界を作る」

　その時、彼女が見せた表情は、いっそ気高いとすら言えるものだった。

「おのれ……正気け？」

　タッタは、鳥の顔としては奇き跡せき的なほどはっきりと、呆あきれかえった表情を作ってみせた。

「そのために、まず古い秩ちつ序じよをすべて壊こわす。世界を操あやつろうって、婆ばばあどもの計画をぶっ潰つぶしたのも、そのためさ」

　フエイアは、タッタをきれいさっぱり無視してのけた。

「お前がいうのは〈結社〉のことか？　いったい、〈結社〉とはなんなんだ？」

　アンディは、問いかけながら、戦いにそなえて、じりじりと間合いを詰つめようとした。フエイアもそのことに気づかないはずはない。けれど、動かなかった。自分の力に絶大な自信を持っているのか、それとも？

「やつら〈結社〉は、あたいや、鉄や白金の姉貴たちを作った。そして、あんたたちもね。そう考えてみれば、あたいたちは兄弟みたいなもんかもしれないね」

　青銅の姫の口調には、しみじみとした哀かなしみがにじみでていた。

「そんなの知らないやい。あたしたちはあたしたちだもん。あんたみたいな、乱暴な妹持った覚えはないわよっ」

　だが、エフェメラは騙だまされなかった。彼女はシャストアの神官なのだ。虚きよ偽ぎと幻まぼろしをあやつるすべを学んだ彼女には、演技の下に隠かくされた悪意が透すけて見えた。

　エフェメラの言葉を聞いて、青銅の姫ひめはにやりと笑った。

「あたいも、あんたみたいな姉ちゃんを持った覚えはないものな」

「なあ、ほんもののあんたの姉ちゃんたちは美人なのかい。白金と鉄って言ったっけな。四姉妹ってからには、もう一人、いるんだろ？」

　じりじりと後ろに回ろうとしていたのが、もう一人いる。ニフトールだ。しかし、それは影かげのように青銅の姫につきしたがうギャビット、〈黒爪〉のチェニアンによって見破られた。

　巨きよ大だいな剣の切きつ尖さきを向けられ、額に冷や汗あせを浮かべながらも、ニフトールは美人について知ろうとするのを止やめない。

「あと一人かい？　称しよう号ごうは、考えればわかるんじゃないかね」

　フエイアは、くすくすと笑って、〈黒爪〉に合図した。剣が引かれて、ニフトールはあわてて元の位置に戻もどる。

　青銅の姫は、ゆっくりと手にした戦棍メイスをかまえた。鞭むちを失った右手には、円形の盾たてを持っている。

　戦うつもりになったのか。アンディは、ソードブレイカーを握にぎった手に力をこめた。もっと訊ききたいことはあるが、どうもはぐらかされるばかりで、きちんと答えてくれそうにない。

「考えてみりゃあさ、〈結社〉が作ったもんが、みんな兄弟姉妹だって言うんなら、この戦棍とあたいも姉妹になっちまう」

　そう言ってから、青銅の姫はアンディに視線を戻した。

「ちょっと張り切りすぎだよ、兄ちゃん。もうちょっと、可愛かわいい妹とお話ししようぜ」

「アンディ、こいつは引き延ばしにかかっとる。援えん軍ぐんでも待ってるんと違ちがうか？」

　タッタがぎゅっと槍をしごいた。

「ったら、待ってやればいいじゃないか。でもって、また蹴け散ちらしてやればすむ」

　ドムスは、先刻の勝利でゲルーシャたちをなめてかかっているようだ。

「ま、フエイアとは戦ったから、今度はそっちのでかいのとやってみたいぞ」

　ドムスの言葉に、〈黒爪〉が激げき怒どした。

「姫さまを呼び捨てにするとはっ！」

　大剣をかざして、ドムスに襲おそいかかろうとする。

「やめな、〈黒爪〉。こいつは、あたいの獲え物ものだよ」

　瞳ひとみの奥で、青白い炎ほのおがちろちろと燃えていた。だが、単純な怒りだけではなく、そこには喜びもまじっている。

「みなさん！　あれを！」

　その時、叫んだのはミジカだった。彼一人だけが、池の中央にある〈至宝〉のことを気にかけていたのだ。

　彼の言葉に応じたのは、ラナークとエフェメラだった。アンディたちは、敵から視線を離はなすわけにはいかない。隙すきを作ることになる。ニフトールは、もっと美人があらわれたのでもないかぎり、美少女から目を離すわけもない。

「兄さん！」

　エフェメラも叫んだ。

　そして、青銅の姫も視線をその方向に送った。あるいは攻こう撃げきをしかける好機だったかもしれない。しかし、アンディはそうせず、池に向き直るほうを選んだ。

　愕がく然ぜんとした。

　そこには、人間ほどもある火球が浮かんでいたのだ。

　ぐるぐると渦うず巻まくその火球の中には、ゆらゆらと影が揺ゆれていた。瘦やせた人の影のようだ。

　あの火だ。

　アンディは、意志をもっているかのような、その蠢うごめきに見覚えがあった。森を焼きつくそうとしている、あの邪術師ソーサラーが生んだ炎なのだ。

　とまどいはなかった。〈悪あく魔ま〉の炎だ。あのくらいの芸当ができて、不思議はない。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、アンディは、いや、みなが愕然とした。

　炎がひときわ大きく揺らめいた瞬間に、鏡が消しよう滅めつしたのだ。もちろん、それは消えたままではなかった。

　ほとんど遅ち滞たいなく、フエイアの足もとにあらわれたのだ。《他者転移テレポート・アザー》の呪じゆ文もんである。アンディもエフェメラも、この呪文のことは知っていた。エフェメラにいたっては、かけられたことすらある。

　あらわれた鏡、エルファの〈至宝〉をフエイアは軽く蹴った。

「なっ」

　飛びだそうとしたミジカを、ラナークが制止した。

　ごうっと、熱気が吹ふきつける。

　炎もまた、池の中央から鏡を追うように転移してきたのだ。もしもそのまま飛び出していたら、ミジカは炎に巻かれていたに違いない。

　火球は、人の腰こしほどの高さに浮かんでいる。その真下では、草花が火球の熱にあぶられてじりじりとねじれ、焼け焦こげていた。

　この近さになると、火球の中にいる影の形がはっきりとわかる。手足がかなりひょろ長い、人の形だ。瘦せこけている。ごうごうと燃えているのに、細部の特とく徴ちようがはっきりと残っていた。

　耳がとがっている。

「遅おそかったね、ゼラン」

　と、青銅の姫は言った。

　ゼラン。燃えつきたはずの邪術師ソーサラーの名だ。

　炎は何も答えない。わずかに色が青みがかり、中の人影がうなずくように動いただけだ。

「なるほど、亡ぼう霊れいというわけか」

「亡霊というか、炎にとりついているのさ。怒りや復ふく讐しゆうを求めるものの心を、あの炎は燃料にしているんだ。けど、こんなものを見たわりには、あんまり驚おどろかないんだね」

　アンディの落ち着いた口ぶりに、青銅の姫はつまらなそうだった。

「邪術師ソーサラーなら、そのくらいのことはやってのけるだろう」

　ガヤン神官として出会った事件、帝てい国こくへの旅、それらの経験が、このくらいでは驚かないほどアンディの精神を鍛きたえていたのだ。

　フエイアは、まばたきをすると、にやりと笑った。

「いいだろ。この程度でびびるようなやつじゃ、あたいの敵にはふさわしくないからね。もっとも、あたいたちも驚いたよ、ここに来る途と中ちゆうでこうなったゼランに出会った時にはね」

　フエイアも、ゼランがおのれの意志を実体のない存在に移す呪文を研究していたことは知っていた。まさか、今日この時に、使うとは思っていなかっただけだ。

「こいつが来るのを待って、引き延ばしとったっちゅうわけやな」

　タッタは、甲かん高だかいだみ声で怒ど鳴なった。

「あんたたちの実力を認めてやったんだ」

　青銅の姫は、いかにも心外という調子で言葉を返した。

「負ける気はしないけど、苦労もそれほどしたくはないんでね」

　ずんっと空気が重くなる。アンディは、心の中でこだまする叫さけびを押し殺した。

　知りたいことはまだいくつもある。四姉妹の目的は世界の破壊と再生だという。では、それをどのようにして実行するつもりなのだ。まだ見ぬ二人も含ふくめて、残りの者はどこにいるのか。セレン内海の海かい賊ぞくや、このゲルーシャども、その他ほかにも部下はいるのか。後こう援えん者しやは存在するのだろうか。

　彼女らは〈結社〉の計画について、細部にいたるまで知っているようだ。ならば、その計画とやらで、双ふた子ごが果たすことを期待されている役割についても、知っているのだろうか。

　それを聞き出すためにも、できれば青銅の姫は生きて捕とらえたい。そもそも、エルファと人間を仲たがいさせようとしたのも、ただ殺さつ戮りくのために戦うことを欲ほつしたからではあるまい。何か、もっと複雑な狙ねらいがあったからのはず。

　しかし、そんな余よ裕ゆうを持った戦い方を許してくれるほど、この敵は甘くはなかろう。アンディは、鉄の姫と名乗った女が、〈悪魔〉の姿に変身したことを忘れていない。

　殺すか、さもなければ殺されるかの戦いしか待ってはいないのだ。

　だが。

　アンディは、決意していた。

　今、得られなくとも、きっといつか、その秘密をあばいてやると。

　なんのために人々が死んだのか、それを知らねばならない。父と……レルシェのために。

　そのためにも、今は生きのびる。

　青銅の姫は、もう一度、エルファの〈至宝〉である鏡を蹴った。希け有うな力を持つ魔ま法ほうの品だと聞いてはいるが、その力の詳しよう細さいをアンディたちは知らない。

「こいつが手に入れば、お前たちに用はない、と言いたいところだけどね」

　青銅の姫は、笑えみを浮うかべたまま彼らを見回した。

「言ったろう。邪じや魔まな石はどけさせてもらうよ」

「石でも吞のみこんでみたら、消化の役に立つことはあるでぇ」

　鳥人間であるタッタが言った。

「そいつは、あたいの部下になりたいってことかい？」

「だとしたら？」

　もうとう、そんなつもりはないだろうな。タッタが何を言おうと、双子は彼を信しん頼らいしている。

「あたいに膝ひざをつかせてみな。そうすりゃ対等にあつかってやるよ」

「膝ぁついたら、おのれがわいの子分にならんかいっ！」

　タッタが先せん陣じんを切り、戦いがはじまった。




　　　　２




　戦いは、激しいものになった。

　誰だれ一人、傍ぼう観かんしてはいられない。青銅の姫ひめたちは強かったが、アンディたちもたやすく倒たおされはしなかった。戦いは、長引いている。

　がつぅぅぅぅん！　と、鋼はがねのぶつかる音が響ひびく。

「くう……っ」

　アンディは呻うめきをもらした。〈黒爪〉のすさまじい斬ざん撃げきを、かろうじて盾で受け止めたのだ。衝しよう撃げきを支える腰が、めきめきと音を立てている。脚あしが泥どろの中にめりこんでいる。

「おどれっ、アンディから離れんかいっ」

　タッタがくりだした槍やりが、〈黒爪〉の熊くまの胴どう体たい、その脇わき腹ばらに命中した。だが、身につけた革かわの鎧よろいを貫つらぬいても、さらにその下を分厚く覆おおった毛皮にはばまれる。

　だが〈黒爪〉が、タッタに気をとられた隙に、アンディは大たい剣けんの重みから抜ぬけ出すことができた。

　ソードブレイカーで、がらあきになった〈黒爪〉の前足──それとも中足と呼ぶべきか──に斬きりつける。ざっくりと皮が裂さけたものの、いかにも浅傷あさでだ。わずかに血は流させたものの、〈黒爪〉は痛みすら感じていないだろう。

　大剣がぐぉおおと風を割って迫せまってくる。

　アンディは、一歩後ろにさがって、かろうじてその切きつ尖さきを盾たての表面に滑すべらせた。

　踵かかとが、ばしゃりと水面を踏ふみ破る。もう、退さがることはできそうにない。これ以上後退すれば、池の底に積もった泥に足をとられてかえって不利になるだろう。アンディは人間にすぎない。ギャビットである〈黒爪〉とは、足の数が違う。

　悠ゆう長ちように対処法を考えているひまはなかった。

　逃にげられないなら、倒すしかない。アンディは、必殺の気合いをこめてソードブレイカーの一いち撃げきをくりだした。攻撃に重点をおいた両手持ちの大剣は、盾を持てぬゆえ防ぼう御ぎよに難がある。

　今度の一撃は、〈黒爪〉の腕うでをざっくりと切り裂いた。それなりの打だ撃げきは与あたえたはずなのだが、彼はひるまなかった。

　返り血が、ぶしゃああっとしぶき、アンディの顔をまだらに染める。血が一ひと滴しずく、彼の瞳に飛びこんだ。視界を閉とざすほどのものではない。しかし、アンディはおもわず目をしばたかせた。

　その一いつ瞬しゆんを〈黒爪〉は見み逃のがさなかった。

　まっすぐ喉のど笛ぶえを狙って、大剣の切尖がくりだされる。アンディは、ソードブレイカーを持ちあげた。完全に受け流すには、わずかに間に合わない。

　ぎりぎりで、ほんのわずかに軌き跡せきをそらせただけだ。ぎゃりっといやな音がした。刃やいばが、アンディの鎖さ骨こつを削けずったのだ。
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　痛みは、一いつ拍ぱく遅おくれて襲おそってきた。

「アンディぃ！」

　タッタが、全力で槍を叩たたきこんだ。〈黒爪〉の腹に深々と突つき刺ささる。

　なみの人間であれば、致ち命めい傷しようとなっていただろう。ほとんど穂ほ先さきがまるごとめりこんでいたのだ。

　だが、〈黒爪〉は平然としていた。

　それどころか、黄色い歯をむきだして、笑ってみせたのだ。

「こっ、この化けモンが！」

「がぁっ！」

　短く吠ほえた〈黒爪〉は、アンディの肩かたにめりこんでいた大剣をはがして、タッタに叩きつけた。肉にく片へんと血が、宙に舞まった。

　後ろに飛びすさって返り血を避よけながら、タッタは槍を引き抜いた。かなりの抵てい抗こうがある。〈黒爪〉の筋肉が、がっちり締しめつけていたのだ。

「アンディ、無事か？」

　槍の穂先を血がつたわってくる。ぬるぬるした手もとをすべらさないように握にぎり直しながら、タッタは言った。

「まだ、やれる！」

　アンディは、がくがくと震ふるえる膝を立て直しつつ、そう答えた。

　肩の傷はかなりひどいが、腕はまだ動く。

　敵である〈黒爪〉は、アンディに側面を見せつつ、タッタと対たい峙じしていた。側面ではあるが、隙すきはない。

　いつひるがえって、こちらに刃を叩きつけてくるか。〈黒爪〉の背の側に、じりじりと動きつつ、アンディは周囲のようすをちらりと見た。

　みんな苦戦をしているようすだ。

　そもそもの誤算は、火球がなんと二つに分ぶん裂れつしたことだ。それでも数の上では、アンディたちが優位ではあった。しかし、それもすぐにくつがえされた。炎ほのおのかたまりである邪術師ソーサラーの亡霊には、刃が通じなかったのだ。ことごとく、すりぬけてしまう。それどころか、あまりに高温の炎は、武器すら熔とかすのだ。

　水や冷気の呪文でもあれば、炎の勢いを弱めることができたろうが、あいにくその使い手はいない。

　池に逃げこむことも、オオミズトカゲがいる以上不可能だ。

　二体の火球に、エフェメラたちがとりかこまれている。

　火球は、五人の周囲をぐるぐるとまわりながら、ときおり火か炎えんを噴ふきつけてきた。

　エフェメラとミジカは、まだどうにか盾かマントでふせいでいるが、どちらのも熱でぼろぼろになりはじめている。盾を持っていないラナークとニフトールは、既すでにかなりひどい火傷やけどを負っていた。アードにいたっては、むりやり火球を突とつ破ぱしようとして、右足に直ちよく撃げきを喰らった。ほとんど使えなくなって、地面に座りこんでいる。盾で急所をかばうのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　炎は、いたぶるように小火球を噴きつけてきている。

　ラナークが、アードのかたわらで念をこらしている。治ち癒ゆの呪じゆ文もんを唱えているのだろう。

　二人めがけて、炎が噴きつけられる。

　アンディは、ラナークたちがどうなったかを確かめられなかった。ほぼ同時に〈黒爪〉が大剣をくりだしてきたからだ。

　アンディは、ソードブレイカーで受けた。刃が互たがいを砕くだきあう。

　ちらりと周囲をうかがうことができた。

　エフェメラが、マントをひるがえして火球を止めていた。黒い革かわの上で、火の粉が転がる。

　呪文が効いたのだろう。アードが立ちあがっている。エフェメラを乱暴に突き飛ばすように背後におしやった。

　それを確かめた上で、アンディは、目前の敵に意識を集中した。妹を、仲間を救おうにも、この凶きよう戦士を倒さねばどうにもならぬ。

　──これだけ傷を負わせているんだ。もう少しのはずだ。

　アンディは、そう信じて一歩踏みこんだ。




　仲間たちの残る一人、ドムスは、少し離はなれたところで、青銅の姫ひめと戦っていた。一対一の決けつ闘とうだ。こうするために、フエイアが残るアンディたちを封ふうじこめたと言ってもいい。

「さっきので、あたいに勝ったなんてうぬぼれるんじゃないよ」

　戦棍を叩きつけながら、フエイアは叫んだ。

「勝ったじゃないか」

　ドムスは不服そうだった。ふるう斧おのに勢いがない。

「あんな卑ひ怯きような手を使っておいてかいっ」

　斧をあっさりと盾ではじきかえして、フエイアは戦棍を突き出した。彼女の戦棍にも、魔法がかけられている。先せん端たんの重さで、体勢が崩くずれることがないのだ。

　がん。

　がん。

　がん。

　フエイアは、立て続けにドムスの盾を殴なぐりつけた。もちろん、盾を攻こう撃げきしたいわけではないのだが。ぶつかるそのたびに、虹にじ色いろの光が飛び散る。

「卑怯なことなんてしてないだろう。おいらは降参もしてなかったし、よけられなくなったら攻撃しなかったぞ」

　フエイアの頰ほおが、かっと紅潮した。

「よくも、そんな……言いわけだ！」

　その次にくりだされた一撃の、疾しつ風ぷうのごとき素す早ばやさ。予想を超こえた軌跡を描えがいて、ドムスの腹にめりこんだ。虹色の光は、今度は飛び散らず、まるでドムスの腹にしみこむかのように薄うすれて消えた。

「げふっ」

　さしもの彼が、息をすべて吐はき出す。

「っんだ、これっ？」

　ドムスが、幼いころに既に克こく服ふくしたはずの感覚。それは、強きよう烈れつな痛みだった。戦士として、痛みによる怯おびえを遮しや断だんするすべを覚え、苦痛を無視して意志のままに武器をふるう鍛たん練れんを積んだ。しかし、この痛みは、そんな彼ですらよろめかせたのだ。

「これが、〈苦マス痛ターの・オブ主・ペ人イン〉の力さ！　こいつの一撃は、ふつうの倍の痛みを与えるんだ。ドワーフが作ったにしちゃ、いい趣しゆ味みをしてるよ！」

　フエイアは、とどめを刺そうと、渾こん身しんの力をこめてドムスの頭部に、とげが生えた戦棍の先端をふりおろした。

　がぃんんんんん！

　フエイアの腕が、軽く痺しびれる。痛みでにぶってはいても、ドムスの訓練はかろうじて役立ってくれた。頭をかばった盾は、きちんとその役目を果たしたのである。

「ちっ」

「ふっ」

　フエイアは舌を打ち、ドムスは口をすぼめて息を吐いた。呼吸を整えるためだ。

「そうかぁ……、訂てい正せいするぞ」

　ドムスは、斧をかまえなおしながら、言った。

「たしかに、おいらはまだ、あんたに勝ってない。あんたの力を全部見たわけじゃなさそうだ。改めて」

　息を吸って、大きく胸を張った。

「勝負だ！」

　大だい音おん声じようで、宣言した！




　アンディの耳に、金属がうちあう音が聞こえてきた。

　ドムスが戦っているのだ。

　援えん軍ぐんは期待できないということか。

　アンディは、ふらつく足を必死で支えた。あれから、もう一度斬りつけられている。こんどはふとももだった。まだ、血は止まっていない。

　意識を保っているのは、我ながら奇き跡せきに等しく思える。妹を、仲間たちを守らねばならないという強い意志が、彼を支えているのだった。

　だが、刻々流れ出る血とともに、アンディの意志も流れ出していくように思える。早く勝負をつけねば。

　一方の〈黒爪〉もまた、全身を朱しゆに染めている。だが、毛皮におおわれた筋肉はたくましくうねり、その動きはまるで衰おとろえを見せていない。

　信じられない、無む尽じん蔵ぞうの体力だった。

　タッタが、正面から槍やりをくりだした。両手持ちの大たい剣けんがそれをはじく。その動きで〈黒爪〉はアンディに背を向けた。

『傷を負わせて、油断したのか。なめるなっ』

　怒いかりが、最後に残ったわずかな体力をかきたてる。

『今だ！』

　大地を蹴けろうとしたが、力を失った足は弱々しく前進しただけだった。

　早くも〈黒爪〉が、こちらを向こうとしている。そうはさせない。

　アンディは、気力をふりしぼって〈黒爪〉の背後から斬きりかかった。黒い毛皮におおわれた熊くまの尻しりをざっくりと裂さく。〈黒爪〉の背骨が、ぶるると震えたかと思うと、後ろ足が、真後ろめがけて跳はねあがった。

　意外な動きだ。とっさにかざした盾たての表面を、長い爪つめががりがりと削る。へたな剣よりよほど鋭するどい。アンディは、足をもつれさせた。どうにか倒たおれずにはすんだ。

　息が荒あらい。ぜいぜいという声が、まるで他人のもののように彼方かなたから聞こえてくる。

　沈しずんでいこうとする意識を、アンディはひきずりあげた。まだだ。まだ、倒れるわけにはいかない。〈黒爪〉が、彼を見た。目に、尋じん常じようではない光が宿っている。臓ぞう腑ふをえぐりだすような憎にくしみの光だ。

　アンディからくらった尻への一いち撃げきは、彼をよほど怒おこらせたらしい。

「兄さん！」

　背後から、その叫さけびは聞こえてきた。火炎に襲われながら、妹は兄を気き遣づかっているのだ。

　心配いらない、エフィ。ぼくがお前を守ってやる。

　唐とう突とつに、幼いころの思い出がよみがえってきた。エフィとの言い争いだ。父が長い旅に出た、あの時だ。父さんに代わって、ぼくがエフィと母さんを守ると言った。エフェメラは、兄さんに父さんの代わりなんかできないって言ったんだった。もしかすると、父を越こえたいとはじめて意識したのは、あの時だったかもしれない。

「アンディ、ぼけっとすんな」

　若きガヤンの神官は、ぼやけていた焦しよう点てんをあわせた。いつのまにか、タッタがすぐ横に移動してきている。

　そればかりではない。大剣を盾で受け止めて、じりじり押されているではないか。

「くっ」

　アンディは、あわてて〈黒爪〉に斬りかかった。〈黒爪〉はよけようとすらしなかった。怒りが防ぼう御ぎよを忘れさせたのだ。二の腕うでの肉が、べろりとそがれる。

　しかし、〈黒爪〉はいっこうにひるまない。まるで風車のように大剣をふり回して、アンディに斬りかかってきた。

　最初の一撃は、盾で受け止めた。しかし、間かん髪はつをいれずに返ってきた大剣を、ソードブレイカーでは受け流しきれなかった。

　額の環兜サークル・ヘルムが受け止めてくれなければ、頭を粉々に粉ふん砕さいされていたかもしれない。

　アンディは、その衝しよう撃げきを逃にがしきれず、どうと大地に倒れた。頭の中を、タッタの集団が走り回っているような気分だ。

　ソードブレイカーも手から吹ふき飛んでいる。

　柄つかを探して、あわてて地面を探さぐり回った。

　その手に触ふれたのは、まるで別のものだ。硬かたい、つるつるとした感かん触しよく。

　鏡だ。

　エルファの〈至宝〉。

　どうして、こんなところにほうりだしてあるのだろう。まだ、はっきりとしてくれない頭で、アンディはぼんやりと思った。

　青銅の姫たちはこれを奪うばいに来たはずだ。なら、強力な力を持っているのだろう。彼女らの目的からして、それは破は壊かいにも使える力ではないのか。ならば、どうして我々にその力をふるわなかったのだろう。

「祈いのりの言葉は、クェスです！」

　炎ほのおの攻こう囲いの中からそう叫んだのはミジカだった。

　アンディは、一いつ瞬しゆん、彼が何を言っているのか理解できなかった。そして、しばらくの間、手を鏡の上においていた。その金属の冷たさがじわじわと沁しみとおってくるのと同時に、ミジカの言葉の意味が理解できはじめた。

　あの言葉が、鏡の魔ま力りよくを発動させるのだ。

「我らの〈至宝〉は、守護者の霊れいを召しよう喚かんします。その人を、いちばん守りたく思っている霊が、守り手の中でもっとも強い力を持つものが呼ばれるのです」

　ぼくを守ってくれる？

　いるのだろうか。たとえいたとして、そんな人を穏おだやかな眠ねむりから呼び覚まして、再び戦わせることなど許されるのだろうか。

　だが、どうして青銅の姫はこれを使わなかった？

「それは、周囲のすべてに力をおよぼします。ですから、邪じや悪あくなものを守護する悪あしき霊が呼ばれるかもしれません。ですが……！」

　なるほど。

　アンディの頭は、はっきりとしはじめた。そういうわけなら、簡単には使えまい。今もそうだ。どうする？　これはいちかばちかの賭かけだ。

　だが、自分たちは賭けるしかないまでに追いつめられているのではないのか。だからこそ、ミジカは祈りの言葉を、異種族である自分に明かしたのだ。

「アンディ、やめとけ！　こいつくらい、わいがどないかしたる」

　猛もう攻こうを、どうにかしのぎながら、タッタは隙すきをついて突つき返している。だが、自じ慢まんの羽は、赤い血でまだらに染まっているではないか。

　タッタめがけての〈黒爪〉の一撃。

　よけきれずに、ミュルーンの青年が大地に転がる。

「このやろうっ！」

　アードが叫んでいる。彼も満まん身しん創そう痍いだ。

　アンディは、火か炎えんに取り囲まれた仲間たちを見た。ミジカが、のたうちまわっていた。炎の悪あく霊りようからの火炎攻こう撃げきを、顔面に喰らったのだ。ラナークがあわてて駆かけよった。疲ひ労ろうの色が濃こい。そう何度も治ち癒ゆの呪じゆ文もんは使えないだろう。

　炎が嘲あざ笑わらうように揺ゆれている。アンディに、賭ける度胸があるかどうか、それを問いかけているように。

　耳の中に邪術師ソーサラーの高笑いをよみがえらせながら、アンディは、決断をくだせなかった。

　じわりと汗あせがにじむ。

　もしかすると、あの邪術師ソーサラーと契けい約やくを結んだ〈悪あく魔ま〉を召喚してしまうかもしれないのだ。

　邪術師ソーサラーが変じた炎の悪霊は、大きくその身を揺らした。笑っているのだ。歓かん喜きと侮ぶ蔑べつで。

　その邪悪な笑いの波動を、エフェメラは感じとっていた。彼女は、うずくまったまま動かない兄に向かって叫んだ。自分を守ってくれるのは兄さんだ。兄さんを守るのは自分だ。でも、あたしたちは二人きりじゃない。

　タッタもいる。ラナークも、ニフトールも、ドムスも。みんないい友だちだ。

　そして、いろんな人に出会った。

「兄さん！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　リアラさんやグノバさんやレルシェや……父さんがついてる！」

　その瞬しゆん間かん、炎の悪霊がエフェメラに体当たりした。

「エフィちゃんっ！」

「バカ娘むすめっ！」

「エフィっ」

　ニフトールも、アードも間に合わない。ラナークが絶ぜつ叫きようする。エフェメラの全身が、超ちよう高熱の火に包まれた。美しい黒くろ髪かみも、秀ひいでた額も、神秘の瞳ひとみも、可か憐れんなくちびるも。

　赤い炎が喰らいつくしていく。

「父さん！　エフィを守ってくれ！」

　その瞬間、アンディは叫んでいた。

「クェス！」

　それは、エルファたちの言葉で『抱ほう擁よう』を意味する言葉であった。

　その瞬間、鏡が扉とびらになった。

　莫ばく大だいな量の光が、その表面から放射され、周囲を包みこむ。それは、温ぬくもりに満ちた光であった。
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　あたし、死んだのかな。

　苦痛は、ほんの一瞬だった。それも、ほとんどはカッとくる熱さだけだ。

　今、エフェメラは、どこともしれぬ空間に浮うかんでいた。柔やわらかな光に満ちた空間だ。

　上もなく下もない。まるで水中に浮かんでいるようだが、もちろん息がつまることもない。

　ゆっくりと記き憶おくをたどってみる。

　鏡から、光がふきだしたところまでは覚えていた。光というよりも、まるで水流のような動きだった。しぶきすらきらめいていたような気がする。

　死ぬ途と中ちゆうだったわりには、よく覚えてるわね、あたし。エフェメラはおかしくなった。心が安らぎに満たされている。守られている、という感覚があった。まるで、幼子のころに母の胸にいだかれた時のように。

　死ぬ時は、それまでの生しよう涯がいがよみがえってくるっていうの、噓うそだったんだな。と、エフェメラは思った。

　不思議と、アンディと仲間たちを心配する心もわきあがってこない。助かったという確信が、どこかにある。

　なぜだろう。

『そなたが、守られているからだ』

　その思念は、エフェメラの脳のう裏りを焼いた。まるで、目が太陽を直接見てしまった時のようだ。苦痛はない。しかし、おのれというものがどこかに消し飛んでしまいそうなほど、それは圧あつ倒とう的だった。

　エフェメラが、かろうじて自分をたもっていられたのは、その直前に考えていた兄たちの面おも影かげと、そして思念の主が何者なのかという疑問のおかげだった。知りたいという好こう奇き心しん、そして知り得たことを語らねばならぬというシャストアの信者としての使命感。

　それが、彼女の存在をたもたせたのだ。

『まさしく、そなたは私の忠実な信者なのだな』

　今度の思念は、さきほどのそれよりもかなり弱かった。それでも、エフェメラを葦あしにたとえるなら、これは伝説にいう風の元素神、千の翼つばさの鳥サシュリカのはばたきに等しかった。

　あなたは、どなたなのですか。

　声は出なかったが、通じているはずだと思える。

『わからないかね』

　エフェメラは、その思念から受ける感触が、いたずら者の少年と、成熟した娼しよう婦ふと、飄ひよう々ひようとした老師し範はんのそれとをかねそなえていることに気がついた。そして基調になっている感情は笑いであり、からかいであり、冗じよう談だんであった。

　あなたは……。

『我が愛めでし子らのひとり、物語の娘よ』

　エフェメラは、体をちぢこまらせた。あまりにも圧倒的なその存在は、畏い怖ふどころか、恐きよう怖ふすら呼び起こしたのだ。エフェメラの恐おそれを感じて、その存在はある思考を送ってきた。

『…………』

　それを、どのように人の言葉であらわせばいいのだろう。エフェメラは、そのすべがないことを悔くやしく思いつつ、体を思い切りくねらせて笑った。それは月の世界の冗談であり、いかなるものすら笑わせずにおかない神の言葉であった。

　怯おびえを消すには笑うこと。笑いこそは、健康の波動。

『あたしは死んだのでしょうか』

　くつろいだ姿勢でただよいながら、エフェメラは、神に問いかけた。ここは、シャストアが赤の月にて主しゆ催さいするという、神の劇場の控ひかえ室しつででもあるのか。

『そうではない。ここは、世界と世界の狭はざ間ま。我ら双ふた子ごの月に住まうものたちは、直接、大地におりたつことはかなわぬ。ゆえに、守り手の扉を通じて、そなたのほうを呼び寄せたのだ』

　けれど。エフェメラは、再び畏怖の念にとらわれた。たかだか、あたしのようなものが、なにゆえに直接神の救いを……。

『直接、というわけでもない。今、ここでそなたと対話しているのは、私の万分の一以下の部分にすぎぬ。それでも、なぜかと尋たずねるならば、そなたが宿命を持たぬ子だからだ』

　宿命がない？　あたしに？　〈結社〉とやらが、目的を持って作ったのに？

『作られたのは、そなたではない』

　なら、兄さんが？

『あれは、一千年の長きにわたる流れを継つぎ、また次代へと渡わたすもの』

　どういうことなのですか？　お願いです、教えてください。

『謎なぞとはおのが力で解くもの。そなたは、私の信者であろう？』

　そうです。その通りです。ですが！

『宿命とは人が人に課せるもの、青の月に住まう、我らが弟たち姉たちが授さずけるものでもある』

　エフェメラは、その理り不ふ尽じんさに目もくらむような怒いかりを覚えた。

『その怒りを忘れるな。我ら赤の月は解放を司つかさどる。その怒りに身をまかせるな。赤の月はまずおのれ自身を解き放たねばならぬ。覚えておくがよい。もっとも強き宿命とはおのれのうちより生まれいずるものであるということを』

　シャストアとは、迷めい宮きゆうの作り主。その迷宮を抜ぬけた時、人は解放される。

『そなたの兄は、宿命の子。苦難の戦いを続けよう。そなたは宿命のなき子。自由たらんとするも、自由にあらざるも、そなたが選べばよい』

　選ぶ時が来たなら、あたしはその時の自分の気持ちを信じます。今は、お兄ちゃんといっしょにいます。お兄ちゃんを、運命から解放してあげたいもの。いつか実現するその日が、お兄ちゃんとあたしが、一人一人別の道を歩みはじめる時かもしれない。

　エフェメラは自由の喜びを、みなに知らせることが、自分のなすべきことなのかもしれないと思った。

『エフェメラ。汝なんじもまた、我が愛する物語の子だ。私の愛は、つねにそなたの上にある。そなたに宿命はない。それゆえにこそ、シャストアはそなたとともにあろう。見よ、語れ、そして物語を作りあげよ。私の意志を超こえることこそ、私が望むもの。計算外のもの、宿命なき子よ』

　かくて、シャストアの神官エフェメラは、ルナルの大地にと帰き還かんした。




　光に包まれ、それが消え去った時、ドムスとフエイアのまわりにはいくたりもの人ひと影かげがいた。

　半はん透とう明めいの影たちは、ドムスとフエイアを中心として、渦うず巻まくように高速で飛んでいる。まるで、嵐あらしの中に来てしまったようだ。音も光もさえぎられて、仲間たちがどうなったのかもわからない。

　ドムスは、とまどっていた。いったい、なにごとが起きたのか、理解できていない。まわりに半透明の人影があらわれた時は、フエイアが魔ま法ほうで、悪霊か何かを呼んだのかと思ったのだが、そうではなさそうだ。

『なぜだ！　なぜ、お前たちがここにいる！』

　フエイアが叫さけんでいる。その瞳には、当面の敵であるドムスが片かた隅すみにすら映っていない。現在をすら、見ていないような目つきだった。くちびるは蒼あおざめ、頰ほおは真っ白だ。

　今、彼女に仕し掛かければ、あるいは簡単に倒たおせるかもしれない。

　しかし、ドムスはそうしなかった。彼が戦う理由は二つある。ひとつは悪いやつをこらしめること。そして、もうひとつは自分を鍛きたえあげることだ。横から不意をついて倒しても、どちらの目的にもかなわない。そんな手段で倒されたやつは反省しないだろう。むやみに殺すなと、彼は昔死んだ父に教わった。より強い敵と正面から戦わねば、自分が強くなることもできない。

　ドムスは、とりあえず、まわりの影を観察した。こいつらを追い払はらうか何かしなければ、フエイアは自分と戦ってくれそうにもない。

　影は小こ柄がらな人の形をしていた。

　フエイアをとりまいている存在も、ドムスを囲んでいるのも、同じ種族に属するものたちだ。細部は、動きがはやくて見分けられないが、その肌はだや髪かみの色、体形は共通していた。青の月にのみ仕えるものたち。

　すなわちドワーフだった。

　そのフエイアは、まわりの影たちに向かって、なにごとかをまくしたてている。断だん片ぺん的な言葉ばかりだ。

「捨てたくせに！」

　怒おこっている。

「嫌きらったくせに！」

　瞳の片隅に光るものがある。

「だから、あたいは！」

　誇ほこりがある。

「お前たちの助けなんか、いらない！」

　戦棍メイスは、影たちをただすりぬけた。実体をもたない相手には、いかに魔法のかかった武器であろうと打だ撃げきを与あたえることはできない。

「あたいに殺されたくせに！」

　ドムスは、フエイアの叫びを聞くのをやめた。それは、彼女の過去にかかわることであるようだ。過去を乗り越こえるのは、自分自身でやるしかないこと。望まれないかぎり助けてはならない。おのれを鍛えるのは、ドワーフの生きる道。

「復ふく讐しゆうしたいはずだろう！　あたいはあんたたちに仕返ししたんだ。これだって、あたいにとっては復讐かもしれないんだ」

　これってのは、おいらとの戦いじゃないだろうな、とドムスは思った。それ以上は、考えなかった。

「戦いの邪じや魔まをしないで欲しいもんだ」

　ドムスは、フエイアの意識がこちらに戻もどってくるのを待った。待ちつつ、まわりをとびかうドワーフたちに目をこらすうち、しだいに何かが見えてきた。

　二つの種類に分かれるのだ。

　互たがいに戦っている。どうやら、フエイアに襲おそいかかろうとしているやつと、守っているやつがいるらしい。守っているほうは、かなり数が少なそうだ。

　中年の女がいる。それから、髪がまばらになった老人。最後は、七、八歳の子供。

　フエイアが喚わめいているのは、襲いかかろうとするほうにではない。守ってくれているほうだ。

「やめな、そんなふうにしたって騙だまされたりしないっ！　あたいを惑まどわすな」

　戦棍を捨てた。飛び回る霊れいの髪を摑つかもうとして、フエイアは手を伸のばす。そこに、襲いかかっているほうの影がぶつかった。

　何かがはじけるような音がして、フエイアの手の甲こうが裂さけた。

「くそっ」

　彼女の鎧よろいの下で、何かがうごめいた。まるで生物が潜ひそんでいるかのようだ。

　変身するつもりか、と、ドムスは思った。それはかまわない。相手が全力を尽つくしてくれなければ、戦いはつまらなくなる。

　だが、それが自分に対してでも、自分が追いこんだからでもないとすると、少々寂さびしい。

　ドムスは、なんとかしてこの影どもを追い払うすべはないかと思った。もっとも、自分がものを考えるのに向いていないことは知っている。

　ニフトールやエフィ、タッタがいれば何か考えてくれるんだが。

　ともかく、影にもう一度目をこらしてみる。フエイアを傷つけようとしているのは、何者だろう。

　どこか、見覚えがあるような気がする。どうやら、大半は年老いた者らのようだが……。

　あれは、死んだ爺じいちゃんじゃないか！

「っらぁっっっ！」

　ドムスは怒った。

「おいらが自分を鍛える邪魔をしてどうすんだ、爺ちゃんたち！」

　自分でも驚おどろいたことに、その怒ど鳴なり声はまるで伝説にある〈龍りゆう〉の吐と息いきのように噴ふき出した。輝かがやく炎ほのおになって、影たちをことごとく吹ふき散らしたのだ。

　影たちは、消えた。

　もとのままの場所だ。森が開けた、池のほとり。日の光もさしている。それは、うっすらと赤い。日暮れが近いのだ。

　耳の痛くなるような静せい寂じやくがやってきていた。それまで意識していなかったが、影たちは轟ごう々ごうと唸うなりを発していたのだ。

　さあ、続きをやろうぜ。ドムスは、そう言おうとした。

　膝ひざをついたフエイアが、こちらを見ている。

「見たね」

　ドムスですら言葉を飲みこむほど、その目は闇やみの色をしていた。

「聞いたんだね」

　フエイアは、魔法の戦棍を拾いあげた。ゆっくりと立ちあがる。

「よせ」

　と、ドムスは言った。

「平常心を失ったら、戦いには勝てない」

　答えを返さず、フエイアは武器をかまえた。

　二人は、睨にらみあいながら、並へい行こうしてだだだっと駆かけた。どちらも、打ちこむ隙すきを見つけられないでいるのだ。ふくらはぎほどの深さまで、池に入りこんで、そこでとまった。

　水面に映った夕日が、ゆらゆらと揺ゆれて。

　やがて、静かになる。

　最後のゆらぎが消えようとした、寸前。

　耐たえきれずに動いたのは、フエイアだった。防ぼう御ぎよを捨てて、全力ではなった一いち撃げきに、ドムスはどう対処したか。

　こちらも、また、受け止めることなど考えず、斧おのをふるったのだ。

　二つの武器は、互いに触ふれあうことなく交差し。

　そして、お互いの肉体にめりこんだ。

　斧と、戦棍が、池へ沈しずんでいった。




　アンディは見た。

　ラナークの姿が豹ひように変わるのを。

　ケルンが狼おおかみになるのを。

　どちらも、異様なくらいに大きく、神こう々ごうしい美しさに満ちていた。

　祖霊トーテムの力を宿した牙きばが、邪術師ソーサラーの炎えん影えいを嚙かみ裂く。炎影も、二つが一体になって、豹と狼を焼きつくそうとしていた。

　そして、ミジカの背後にあらわれたエルファの年配の女性と、ニフトールの頭上にあらわれた美しい女とが、醜みにくい〈悪あく魔ま〉の幻まぼろしと戦っている。

　残る敵は一人。

　目前にいる、ギャビットだけだ。

　その〈黒爪〉には、守護者として一頭の巨きよ大だいな熊くまがあらわれた。左目の潰つぶれた熊は、なみの三倍ほどもある大きさだった。〈黒爪〉は、それを見て泣いていた。その巨熊が、彼にとってどんな存在なのかアンディには知るよしもない。

　巨熊が、長ちよう剣けんほどもある爪つめをふるおうとした時、タッタの中から、その守護者たちがわきだしてきた。

　それは、白き鳥の群れだった。鳩はとよりもひとまわり大きく、白鳥に似た姿をしていた。ミュルーンでは、もちろんない。

「まさか……コルーフカルーフ……？」

　タッタは、それを見て呟つぶやいた。アンディは、その名をちらりと聞いたことがあった。ミュルーンが、まだ草原を駆ける種族であった太古。彼らの疾しつ走そうを導く神秘の鳥がいたという。

　その鳥は、ミュルーンたちをつねに、彷徨さまよいの月が見える場所へといざなったのだと。

「まさか、なんでや。お前らは、バササのお守まもりとちゃうんか……」

　タッタの体の中からではなかった。それは、彼が持っていた煙草たばこ入れからあらわれたのだ。タッタ自身は煙草を吸わない。それは、帝てい国こくで別れた彼の親友、バササの持ち物だった。うっかり持ってきてしまったものを、再会の日があることを信じて、タッタは大事に持ち歩いていたのである。

　白き鳥コルーフカルーフは、巨熊を包みこんだ。何十羽もの小さな鳥たちが、びっしりとはりつき、巨熊を空中にと持ちあげていく。そして彼らは、もがきながら、空気に溶とけこんでいった。

　消える瞬しゆん間かんに、なんとも形容しようのない、さまざまな色の光がふわりと広がった。守護者たちは、それぞれの月からやってくるのかもしれない。アンディは思った。

「アンディ、あいつはまかせるで……」

　タッタは、立ちあがる力を失っている。右足が、ほとんど切り落とされかけているのだ。意識はなんとかたもっている。意識を失ったら、かなり危ないだろう。

　もっとも、それはアンディも同じだった。

　どうやら、鏡の扉とびらを開いたことは、大逆転には通じなかったようだ、とアンディは思った。もっとも、こちらが一瞬で吹き飛ばされなかった上に、ほとんど五分の状態にもちこめたのだ。よしとすべきだろう。それに、自分が倒れても、どうやら仲間たちは助かりそうだ。

　エフェメラのことだけが気にかかった。姿を消した妹は、どうなったのだろう。父の霊が、エフェメラを救ったのだろうか。

　アンディは、妹が生きていることを信じていた。以前、エフェメラは、別れ別れになった時、『兄さんが死んだら、どんなに離はなれていても自分にはわかる』と言ったそうだ。生まれる前からいっしょの双ふた子ごだからと。

　青の月の信者であるアンディは、直感などというものに重きをおくわけにはいかない。

　けれど、妹が死んだとしたら、自分はきっとそれを悟さとるだろうと、アンディも感じている。

　エフェメラが守れたなら、上々と言うべきか。

「今や、アンディ。今のうちに、あいつをやるんや」

　タッタが、かすれた声で彼をはげました。

　彼らの敵である〈黒爪〉は、呆ほうけたように空をみあげている。彼を守ろうとあらわれた巨熊が、白き鳥たちにつりあげられ、消失したあたりだ。

　確かに、今のやつは隙だらけだ。今なら、倒たおせるだろう。多少、気がとがめないこともないが、そんなことを言っていられる状じよう況きようではない。

　アンディは、ソードブレイカーを杖つえがわりにしてなんとか立ちあがった。

　膝が笑っている。

『アンディ、しっかりするんだ』

　耳もとで、ささやく声がした。

「父さん」

　茫ぼう然ぜんとして、アンディは呟いた。父はエフェメラを救いに行ったのではなかったのか？

『お前を信じているぞ』

　父はそう言った。

　何をです、父さん。ぼくに何をしろというんですか？　ぼくは結局、どうあがいてもあなたを越えられないのに。

『母さんとエフィを頼たのんだ。ターデンの街を、みんなを……』

　ささやき声はかすれていく。守ってくれないのか。手助けしてくれるのではないのですか、父さん。あなたの息子むすこは、こんなにも無力なのです……。

　もう、父の声は聞こえてこなかった。

　気がつくと、痛みが薄うすれている。腕うでの自由も戻っていたし、足もともしっかりとしていた。

　自分でやれということか。

　アンディは、もう一度、ソードブレイカーを握にぎりなおした。

　自分でやりなさい。幼い頃ころ、父はたいていそう言った。にこにこと笑いながら、どんなに時間がかかっても、どんなにできが悪くとも、父はただ笑って見ていた。そのうち、手伝おうと父が言っても、ぼくのほうから拒きよ否ひしていたっけ。いつか必ず、父さんより早く、父さんよりうまくなってやると思ったのだ。

　いつかでいいはずだ。

　父の口くち癖ぐせを、アンディは思い出した。今日でなくていい。明日でもいいのだ。明後日あさつてでまにあうなら、それでもかまわない。

　それから、もう一つの口癖を。

　母さんと、エフィを。

　ターデンの街を、人々を。

　死んだ後まで、父は他人の心配ばかりだ。そんな父が好きで、そんな父が嫌きらいだった自分。

　反発して、慕したって。

　アンディは、自分の心が一気に見えたような気がした。そして、素す直なおに思ったのだ。父さんの意志を継つごうと。人々のためになることをする。それが父の意志だった。

　青い爪の女が、なんのために父さんを殺したのか、それを知らなければならないと、アンディは思った。そうしなければ、父が何をしようとしていたのかわからない。

　だから、ここで倒されるわけにはいかない。もしも、志なかばで倒れたら、それでは父と同じではないか。父を越こえるためには、なすべきことをまっとうせねばならないのだ。

　それこそが、この世界に自分を送り出してくれた人に応こたえる道だろう。その背後にどんな意志がひそんでいたのかは知らない。けれど、そんなこととは関係なく、父と母は自分たちを慈いつくしんでくれたはずだ。

　母さんを、エフィを頼む。〈結社〉は、母に関係しているのだろうか。エフィの運命をあやつろうとしているのか。青い爪の女は〈結社〉の人間なのか。ならば〈結社〉を探さぐらねば。

　ターデンの街を、人々を頼む。戦乱を引き起こし、破は壊かいをもたらそうとしている四姉妹の正体をつきとめねばならない。

　父を越えるために。その愛に応えるために。アンディは、自分が何をすべきかを決めた。

「がぁぁぁぁっ！」

　戦いの気き迫はくを取り戻もどして〈黒爪〉が吼ほえる。大たい剣けんをふりかぶっている。好機は逃のがした。しかし、負けない。負けられない。

　アンディは冷静だった。敵の攻こう撃げきが、ことごとく見えるような気すらした。もっとも、見えてもかわせるとは限らないが。受ける打だ撃げきは、最小限に抑おさえた。

　アンディは、的確にソードブレイカーの刃やいばをふるい、敵の命を削けずっていった。

　狼ケルンと豹ラナークが、加勢に来てくれる。

　そして、ついに〈黒爪〉の血は涸かれ果て、鼓こ動どうが止まった。




　エフェメラは、ぱちりと目を開けた。

「よぉ、気がついたかい？」

　のぞきこんでいたのは、ニフトールだ。眉まゆ毛げが片方、焦こげてなくなっている。エフェメラは、思わずぷっと吹ふき出した。

「そいつぁ、ないだろう」

　ニフトールは、ちょっと鼻がつまったような声で言った。

「……どうかしたの？」

　まさか、あたしのことを心配して泣いてたって……そんなことはないよね。なら、どうしたんだろう。

「なんでもねぇ」

　ちょっと、懐なつかしいものを見ちまってな。そう言うと、ニフトールはエフェメラから顔をそむけた。

「ねえ、どうなったの、いったい？　あいつらはやっつけたの？」

　エフェメラは、まわりを見回した。みな、傷だらけで地面につっぷしている。立っているのは、ニフトールだけだった。ラナークも、治ち癒ゆの呪じゆ文もんに使う体力が残っていないらしい。

「ああ、ものすごかったぜ。何か、わけのわかんないものがいっぱい出てきてよ」

　みなが、戦いの状況について、断だん片ぺん的なことを口にする。エフェメラは悔くやしかった。そんなものを見逃したなんて、シャストア信者としては一生の不覚だ。

「エフィは、誰だれに助けられたんだ？」

　アンディに訊きかれて、エフェメラはとまどった。覚えていないのだ。誰だったんだろう。とんでもない人だったような気がする。それとも、あれは夢だったのだろうか。

「ねぇ、ドムスくんは？」

　ふと、エフェメラは気がついた。一人足りないではないか。

　その時である。

「なんや、ありゃ！」

　タッタが、悲鳴に近い声をあげた。

　ざばりと、池の水中から巨大な影かげがあらわれたのだ。

　鎌かま首くびをもたげた、蛇へびの姿勢だった。ただし、その頭は、誰よりも高い場所にある。今はみな腰こしを下ろしているが、たとえ立っていたにせよ、アードの頭頂をみおろせる高さだ。

　それはフエイアだった。少なくとも、彼女の顔をしている。だが、あらわになった両方の乳ち房ぶさから下は、長大な大だい蛇じやの肉体に変じていた。そればかりではない。両の肩かたからもう一本ずつ、長い蛇の頸くびが伸のびている。毒どく牙がをもつ蛇の頭部と、黒山羊やぎのような魔ま獣じゆうの頭部がついていた。二つの獣頭は、もとのフエイアの頭よりかなり大きい。

　その黒山羊の頭が、何かをくわえている。

　ドムスだ。ぐったりとした体を、捧ささげ持つようにしている。

　エフェメラは、小さな悲鳴をもらした。そして、仲間たちは、もうひとかけらの体力も気力も残っていないはずなのに、なんとか武器をかまえて、立ちあがったのだ。

「奇き怪かいな肉体を持つそちらが有利なのかな、それとも数に勝まさるこちらかな？」

　アンディは、荒あらい息を整えようとしながら、にやりと笑って見せた。そんなことができる自分が不思議だった。どういうわけか恐きよう怖ふも危機感もわきあがってこない。

　やるしかないし、できることはつきていないからだろう。ならば希望はある。希望があれば、人は立ち上がれる。

「有利か不利か、あまり考えなくていいだろ。戦う気はないからさ」

　言葉とともに、ごぼりと、黒い血がフエイアの口からあふれた。

　左の乳房が、腐くさったゲルの実のように、はぜわれていた。奥底で何かがぴくぴくとうごめいている。心臓かもしれない。いくつもの紐ひもがからみあったような心臓がありうるとすればだが。

　黒山羊は、ドムスの体を池の岸にゆっくりとおろした。

「こいつは、まだ生きてる。目が覚めたら、決着は改めてつけてやると伝えておくれ」

　エフェメラは駆かけ寄ろうとしたが、まだフエイアがドムスの近くにいすぎた。

　その口が開き、かっと炎ほのおが吐はき出された。あまりにも素す早ばやく、誰も反応ができなかった。火は、エルファの〈至宝〉に及およんだ。けれど鏡には、傷一つつかない。

「ちっ」

　青銅の姫ひめは舌打ちをし、直後に、また黒い血を吐いた。

「壊こわせもしないか。無理してまで欲しくもないしね。今日はここまでにしておいてやるよ。ああ、うちのは返しておくれ。弔とむらいくらいはしてやりたいからね」

　フエイアは、毒どく蛇へびと黒山羊の頭を使って、〈黒爪〉の体をもちあげた。

「ゼランは、かけらも残らなかったようだね。あいつにはふさわしいかもしれないよ」

　言い残して、青銅の姫が恐おそろしげに変へん貌ぼうした巨きよ体たいを水に沈しずめてゆくのを、アンディたちはなすすべもなく見つめていた。自分たちから攻撃をしかける力は、アンディたちにはもはや残されていない。

　そして、邪じや悪あくの巨蛇は、いずこへともなく泳ぎさっていった。

　けれど。

『待っていろ、いつか追いつめてみせる。手がかりは、きっとあるはずだ』

　アンディの表情がそう言っているのを、エフェメラは読み取っていた。







　エピローグ







「では、また旅に出るのだな、アンディ」

　ドミトール高司祭は、森から傷だらけで帰ってきた弟で子しを見つめた。

　あれから、まだわずか二日しかすぎていない。傷そのものは、呪文などでかなり癒いやされたとはいえ、体に染しみこんだ疲ひ労ろうは、まだ抜ぬけてはいないようだった。

「どうしても、行くのか、アンディ」

「はい、すみません。先生」

　アンディは、深々と頭をさげた。ターデンのガヤン神しん殿でんを統とう率そつする高司祭は、困ったように禿とく頭とうをぼりぼりと搔かいた。

「フェレックスも、ラドウも、お前に手伝ってもらいたがっておるしな。街の代執しつ政せい官どのや、ボルトどのからもいろいろと要よう請せいが来てはおるのじゃが」

「エルファのみなさんとの問題が、まだ片付いていない今、旅立つのは心苦しいのですが……」

　しかし、この街での自分の役割は既すでに終わったものだと、アンディは感じていた。エルファたちは心を開こうとしている。あとは、ケルンとグレッソンにまかせておけば、大だい丈じよう夫ぶだろう。

「まあ、やむをえんじゃろうな」

　ドミトール師は、かたわらの書き物机から、羊皮紙の束をとりあげた。

「実はなアンディ、四姉妹とやらのことは、わしも気になっておるのだ。これを見てくれ」

　アンディは、黙だまって書類を受け取ると、視線を落とした。読み進むうちに、彼の顔に驚きよう愕がくが広がっていった。

「先生、これは……」

「そうじゃ。ちかごろ、各所で起きている事件の後ろに、ちらほらと四姉妹とやらの影が見える。この〈蜘蛛くもの脚あし〉やら〈蜘蛛の牙きば〉を名乗る組織の長おさは、お前の話にも出てきた鉄の姫という女らしい」

　グラダス各地で起きている騒そう乱らん。

　その背後に、四姉妹と呼ばれる指導者の存在がうかがえるという。それはガヤン神殿の極ごく秘ひ報告書であった。

「お前の旅は、神殿からくだされる使命となろう……。手がかりはあるのか？」

　アンディはうなずいた。

　一つは、青銅の姫が残していった戦棍だ。どういうわけか、アードが知っていた。その柄えに刻まれた紋もん章しようは、工こう匠しよう都市テロンのそれだと。限られた相手にしか、その技術を提供することがない、優すぐれた匠たくみたちの地底都市だ。ニフトールやドムスも、その名を聞き知っていた。

「テロンには、客となったものについての詳しよう細さいな記録があるそうです」

　そして、もうひとつ、アンディは漠ばく然ぜんとした手がかりに気づいていた。

「青銅、鉄、白金。もう一人の姫がいると分かった時に思い出したことがありました」

　トリースの北、グラダスでも有数の山さん岳がく地帯に存在するスティニア高地王国。この国を支配するのが、黄金の姫と呼ばれる存在だ。もちろん、名乗りだけで決めつけるわけにいかない。

「これを見て、疑ぎ惑わくが深まりました」

　他ほかの四王国が、すべて不気味な事件に襲おそわれているというのに、スティニアだけは平和だ。なのに、軍の規模がふくれあがっている。

「黄金の姫自身が四人目の姉妹なのかどうか、それはわかりません。けれど、テロンもまたスティニアにあります。偶ぐう然ぜんとは考えられません」

　山と雲の国に、秘密はある。アンディは確信していた。

「できるか、アンディ？」

　ドミトール師の問いかけに、アンディは笑ってうなずいた。

「妹と友達が助けてくれます」

　そして再び、旅がはじまる。


つづく









　なかがき







　うわははははははははははははははははははははははははははは！

　新装版ルナル・サーガも、みなさんのおかげをもちまして、無事に折り返し点を過ぎて復路に入りました。ありがとうございます。

　思い返せば企画のスタートは一九九一年のこと、汎はん用ようＴＲＰＧ『ガープス』の日本展開にあわせて、オリジナルの背景世界として、ルナルの大地を創造いたしましてから、この二〇一五年に入って、ついに足あし掛かけ四半世紀になります。

　……マジか。自分で書いて驚おどろいてますけども。

　この巻では、いよいよ青銅の姫ひめフエイアと、その配下である五ご方ほう陣じんが、本格的に登場します。刊行当時の読者のみなさんからもご支持をいただけたフエイアですが、著者としても気に入っている娘むすめでございまして、こやつをまた新しく西にし村むらさんに描えがいていただけるとかもう、このような眼福があっていいのか、もちろんいいのです、テンションあがってます（笑）。

　というわけで、今回のおまけ書き下ろしは、フエイアを主人公にしてみました。ページ数が、ちょっと少なめで「キャラクター・スケッチ」というタイトル通り、彼女の一面を切り取っただけのものですけれど、楽しんでいただければ幸いです。にしても、ついついなんぞ新しい世界設定を考えてしまうのは、悪い癖くせですねえ。

　しかし、当時のあとがきを読み返すと「ほかのキャラはイメージボイスとかないけど五方陣にはある」とか書いてますね、わたし。で、特とく撮さつの悪役俳優さんや、七〇年代アニメで悪役を演じてらした声優さんのお名前とかあげてます。四巻の初回刊行時から二〇年ちょっとたってイメージ変わったかな、と考えてみたら、まるで変わってませんでした。やっぱり、ポル母さんは川村万（ry

　戯たわ言ごとはさておき、今回の解説は、高たか殿どの円まどか先生にいただいております。ありがとね。また焼き肉食べにいこう。おごらないけど。

　さて、ルナルと並行して刊行されておりました〈コクーン・ワールド〉が３巻で完結しましたので、５巻めと６巻めはこのまま毎月出ます。そちらにも、また書き下ろしの短編を載のっけさせていただく予定です。よろしければ、もうしばらくおつきあいください。西村さんも、そして編集部はじめ書しよ籍せき製作に関かかわっておられるみなさまも何とぞよろしくお願いします。




　二〇一五年二月一四日


友とも野の〝当時読者さんからアードやニフトールやエフィに




チョコは届いたけど、アンディあては記き憶おくにない、不ふ憫びんな〟詳しよう　


















　あたいは、身体からだを横にして、狭せまい岩の隙すき間まを進んでいった。山全体に走ったひび割れが、奥深くまで達しているのを見つけたのだ。

　指揮官が姿を消して、地上に残った連中は、さぞかしやきもきしてるだろう。確かに見つけた進入路の偵てい察さつなんぞ、あたいのような『上に立つ』モンがやるべきことじゃない。

　ここんとこしばらく、命令仕事ばっかりだったから、息が詰つまっていた。本来のあたいは、先頭に立って好きに動くのが性しようにあってるんだ。

　どうせすぐに誰だれかが──たぶんポル母さんが──追いかけてくる。それまでは独りの気楽さを味わわせてもらおうと、そう思ってたんだが。

「あなたは、街の人じゃないですね？」

　いきなり誰すい何かされた。前のほうからだ。くねり曲がったひび割れの先に隠かくれてたらしい。

　ここは、ドワーフが山を掘ほり抜ぬいた城じよう塞さい都市のひび割れだ。自然にできたものらしく、ふだん通路に使われているようすはない。だが、山に住む者が存在を知らぬわけはないだろうから、見張りはいると思っていた。だが、よほどの相手でなきゃ、どうとでもできる自信があった。どれだけ狭かろうが、あたいの鞭むちは縦に波打ち、敵を叩たたきのめす。

　けど、さすがにあたいも、子供に、邪じや気きなく呼びかけられたら、問答無用で殺やっちまうのは気がひけた。子供ってのは、闇やみの中でおおまかな体格と声からそう思ったんだけれど、間ま違ちがいなかろう。そして、たぶん男だ。さて、どう答えたものかな。ま、いつものか。

「あいにくだけど、あたいは、跪ひざまずいた男にしか名乗らないことにしててね」

「ええと、いまちょうど、穴を潜くぐり抜けたところで、膝ひざはついてるんですけれど」

「……そう、みたいだね」

　こりゃしょうがない。まあいいか、たまには。

「あたいはフエイア。青銅の姫、と呼ぶ人もいるね」

　さて、この山に立てこもってるドワーフたちは、自分らを包囲している怪かい物ぶつの群れを率いている大将の名を、知っているだろうか。

「……はじめて耳にするお名前です。鎧よろいも武具も、変わった匂においがします。やっぱり……いま、街を攻せめている人たちの仲間ですか？」

　男の子は立ち上がったようだ。声に怯おびえはない。面おも白しろいじゃないか。

「だとしたら、どうする？」

「……困ります。あまりに面白い匂いなので、つい、うっかり声をかけてしまいました……」

「はっはぁ！　困ってないで、どうするか決めないと、大変なことになるよ？　ふふっ」

　脅おどしと嘲あざけりの笑い声を岩の隙間に響ひびかせながら、あたいは、手にした鞭に念を送った。地上の光は、この隙間の奥までは届いていない。あたいの目と耳は、戦うくらいならこの程度の暗さでも不自由はないが、いまは確かめたいことがあった。

　あたいが手にしている鞭は、いくつかの魔ま法ほうの力を兼かねそなえている。威い力りよくや操あやつりやすさを増し、打った相手を凍いてつかせ、ほのかに青白い光を放つ。その光は、並みの連中には明かりになるほどじゃないが、あたいには充じゆう分ぶんだ。

　光が、数歩先であたいと向かい合う子供の顔を照らし、あたいは眉まゆをひそめた。頭にきつく巻かれた分厚い布が、この子供の素す性じようを教えてくれている。

　子供のほうは、自分が光を浴びていることに気づいていない。

「鎧と武具が匂うとか言うからもしかしてと思ったら、あんた、ディガジュかい。いまどき、こんな風習が残ってる山があるとは思わなかったね」

　ディガジュ──山鼻利ききは、希少な鉱物を産する山で暮らすドワーフの、古い習慣だ。闇に閉ざされた坑こう道どうで、壁かべや天てん井じようの手ざわりと匂い、岩と工具のぶつかる音だけで、鉱脈が判別できる鉱山師を育てるために、幼い頃ころに視覚を奪うばってしまう。特別な修しゆ業ぎようを積むと、金属を匂いとして感知する独特の感覚を持てるんだそうな。

　けど、いくらなんでも目をつぶすってのは残ざん酷こくだ。いまどきはそんなことしなくたって、ジェスタ神しん殿でんで、鉱脈を探さぐる呪じゆ文もんを教えてる。山鼻利きデイガジユなんて、すっかり廃すたれたと思ってたが、さすがは失われた古代の製せい錬れん法を伝える隠れ里だ。あたいの武具は、みな魔ま力りよくがこめられてて、希少な魔法金属が使われてる。それを感じ取ったんだろう。たいした能力だ。狭い裏道から入りこむ密みつ偵ていを見つけるのには、確かに向いている。けど、見つけてどうするかを仕込んでなきゃ意味はないけどな。あたいじゃなきゃ、とっくに殺されてる。

　あたいが古代の風習のことを思い出しているあいだ、男の子は、じっと考えていた。

　からかいの声をかけてやる。温かみはない、と思う。あたいの声は、蛇へびの声だ。

「で、どうするか決まったかい？」

「逃にげると申しあげたら、逃がしてくださるんでしょうか」

　覚かく悟ごを決めた声で、山鼻利きデイガジユの男の子は言った。こういう相手は、どうもやりにくい。殺すよりは、捕つかまえて山さん塞さいのようすを聞いたほうがいいんだろうが……。

　あたいが返事をしようとした、その時だった。

「フエイア！　そこにいるのかい!?　今日という今日は勘かん弁べんしないからね！」

　ポル母さんの声だ。まいったな、頭に血が上ってる。二人で旅をしていた、まだあたいが、よちよち歩きだったころの話し方だ。

　なんせ、ポル母さんはフェリアだ。しかも、とびきり小こ柄がらな。この狭さでも、いつもと同様に飛び回れる。

「待っとくれよ、母さん。ここに、ちょっと……」

「ゴワハ！　そこに敵がいるのか！　ならば命を惜おしむな。名を惜しめ！」

　面めん倒どうなことに、また別の声が割りこんできた。山鼻利きデイガジユだけじゃなく、見張りの兵士が組んでたようだね。

「ポル母さん、殺すなよ」

　あたいは、とっさにそう言った。思いついたことがあったからだ。

　山鼻利きデイガジユなんて古い習慣を続けているような山塞なら、同じくらい古い別の習慣もあるかもしれない。正面から攻め潰つぶすのは簡単だ。けど、それじゃあ、つまらない。この子みたいな面白いのを取りこぼすかもしれないしな。

「あんた、ゴワハってんだね。伝えな、ここをまとめてる連中に。あんたらが、いにしえのドワーフの誇ほこりを口にして、そのせいであたいら〈四姉妹〉を、姉さまたちを拒こばむなら、無ぶ粋すいな戦いくさじゃなくて、いにしえのように〈ダナガの闘とう儀ぎ〉でケリをつけようじゃないか。こっちは五人だ。そっちは百人、選えりすぐりな」

　あたいの言葉が終わる頃に、山鼻利きデイガジユの子と組んでいた見張りの兵士は、ひび割れのいちばん狭いとこを、潜り抜けたようだ。

「貴様、そこを動くな！」

　デルバイの信徒らしい見張り兵士が、男の子の背後に立ち上がった。火薬式の長ちよう銃じゆうをかまえている。バカか。あたいは鞭の一いつ閃せんで、そいつを黙だまらせた。永遠に。

「命は惜しみな」

　立ち尽つくしている男の子、ゴワハに声をかけ、あたいはポル母さんと一いつ緒しよに地上へ戻もどった。




　──翌日の、朝。あたいは、ドワーフの古い山塞の、城門前にいた。

　左右に二人ずつ、配下を従えている。あたいの配下のうちでも、いちばん強い〈五ご方ほう陣じん〉のうち、男たち四人だ。あたいを加えて五人。それだけ。他の連中は、ここから見えはするが駆かけつけてはこられない場所に、控ひかえさせている。

「……姫さまは、真っ向からぶつかって来る少年に甘いところがおありだ」

「そうかな」

　あたいは首をかしげた。そう言った〈鉄てつ拳けん〉ボグズは、格かく闘とう術の達人で、軍略の知識もおさめているが、人の心の機き微びには、わりあい疎うといのじゃないかと、あたいは思う。

　ボグズは、あの時のことを、ポル母さんから聞きかじっているんだろう。

　かつてポル母さんと二人で放ほう浪ろうしていた頃、ユメリア姉さまに見み出いだされる前。あたいたちは、とあるドワーフの山塞で暮らしていたことがある。正しくは、その山塞にあったジェスタ神殿と一体化したドワーフ女性による〈聖なる母の結社〉だ。そこで、わずかな時を、ある男の子と一緒にすごしたことがある。ポル母さんは、あれがあたいの初はつ恋こいだと思ってるんだろう。全然違ちがうんだがな。説明してもわかってくれそうにないから、ほうってある。

　いまボグズがそんなことを言い出したのも、あん時に一緒だった男の子が、あたいが何度叩き伏ふせても向かってくるやつだったからだ。膝をついたやつにしか名前を教えない、って言葉をはじめて口にしたのも、あの時だったなあ。

「来た、来た」

　嬉うれしそうに、あたいの右側にいる熊くまが声をあげた。〈黒くろ爪つめ〉のチェニアン。熊の首の代わりに、人間の胴どう体たいが生えているような姿。見かけ同様の剛ごう力りきと、からっぽ頭の、忠実な従者。

　チェニアンが嬉しそうなのは、山塞の門が開いたからだ。

　あたいが提案した〈ダナガの闘儀〉は、まだ双ふた子ごの月が到とう来らいする前の、ドワーフの膚はだが白かった頃の風習だ。白いドワーフを、いまより劣おとった存在として蔑さげすむ連中もいるが、ここの山塞は、双月暦れきが始まる以前の失われた錬金秘伝を守ってきたやつらだ。古いこの風習を知っていたし、挑ちよう戦せんを受けてくれるつもりらしい。

　ちなみに〈ダナガの闘儀〉ってのは、決けつ闘とうの一種だ。ダナガって大昔の王様がやらかしたのが起源。要するに、自分より多い数の相手と戦って、勝てば言うことを聞いてもらえるってやつだ。元祖の王様は百対一でやったらしい。

　あたいらなら、ここの兵隊相手なら二百対一でも平気なつもりだが、それじゃあ相手が本気にしない。それなりに強いつもりだろうからな。百対五は、こっちが真ま面じ目めに言ってると理解してもらうのに、いい具合の数字のはずだ。ボグズは不満そうだけど。

「我ら五人にたかが百。軍略を練る楽しみすらない」

「だから、ポル母さんをはずして、ゼランを入れたじゃないか」

「わしは、動きませんぞ」

　ゲルーシャの邪術師ソーサラーは、うっとうしそうに言った。およそ、並みの『人』としての感情からは遠い爺じい様さまだが、こんな時ばかりは、そのへんにいる年寄りと変わりがない。

「動かなくていいよ。自分の身さえ守っててくれりゃあ」

「早く、すませよウ」

　翼よく人じんのレーが、鼻の左右に広がる、猫ねこかネズミのようなヒゲをひくひくと動かした。いらだってる証しよう拠こだ。こいつにとっちゃ『国という制度そのものの崩ほう壊かい』という、おのれの復ふく讐しゆう目的を遂とげるために片付けねばならぬ単なる雑事でしかないのだ。

　あたいたちから城門まで、大おお股またで五十歩。あたいの足で計ってのことだけどね。こいつら歩ほ幅はばが違うどころか四よつ脚あし歩行だの飛行だのだからな。

　敵は百人。そのうち三十人は、炉ろと発明の神デルバイの銃兵だった。ジェスタの守備兵がその前を固める。分厚く重く、身体がすっぽり隠れる盾たてを地面に突つき刺さしている。

　やれやれ、いにしえのドワーフの誇りってのも、怪あやしいもんだな。

「行くか」

　あたいは、にやりと笑った。むきだしになった犬歯と、二ふた股またに分かれた舌は、城門の左右に見えたかどうか。

「いにしえのしきたりに則のつとり、闘儀をなす。全すべてが倒たおれし後、なお立ち続ける者こそ勝者なり。勝者は、かの大門の鍵かぎを授さずかるものとする。鍵なき者は、即そつ刻こくこの地を去り、三十年の不帰を誓ちかうべし。承知か！」

　古来の定型で、やつらを率いる女が声を張り上げる。かなりの年だが、元気なもんだ。ドワーフ族じゃあ、重要な決断をするのは女の役目。あれはたぶん、この山塞の長老だろう。それが前に出てきたからには、向こうはちゃんと戦って勝つ気があるってことだ。こちらの頭を獲とれば、援えん軍ぐんのない籠ろう城じようにも勝機ありと見たのだ。

　約束を守る気なんぞなかろうが、こっちも力の差を見せつけて、やつらの意気をくじくのが目的だ。あと、ちょいと遊ばせてもらいたい。

「承知だ！　行かせてもらう！」

　あたいの声は、その気になれば雷らい蛇じや城の天守塔とうから門前広場まで届く。ボグズは、でかい声も将器の条件なんぞとぬかしやがるけれども。

　少なくともいまは、あたいの声はしっかりあたりに響いた。はっと気を吞のまれたデルバイの銃兵たちが、ある者は狙ねらいもつけずに発はつ砲ぽうし、ある者は泡あわを食って銃じゆう撃げきを忘れる程度には。

　三十発の銃じゆう弾だんが集中すれば、さすがにあたいでもかわしきれたかどうか。けど、こうバラバラなら、いくらでも抜ぬける隙すき間まはある。

　続いて、射手のうち二人ばかりが、のけぞった。あたいの声に惑まどわされず、冷静に引き金を引いたやつらだ。落ち着いた腕うでのいいやつだから狙いは正確。その正確な弾だん丸がんを〈腐れ根ロツシンルート〉のゼランが、呪じゆ文もんでまっすぐ射手へと送り返した。哀あわれなもんだ。

　その動どう揺ようが、また銃兵たちを動揺させた。たまたま、あたいの頰ほおをかすめた一発はあったが、あとはたいがい、あらぬ方へ飛んでいった。

「姫ひめさま、俺が守ぉる！」

　がっしりと組みあい、城じよう壁へきよりも頑がん丈じように見えた盾の壁に、真っ先にたどりついたのはチェニアンだった。その胴体は、熊と考えればかなり小柄だが、人間としてみれば四人ぶん近い重みがある。何より、足が速い。その速さ分も乗せてぶつかられた時、いくら頑丈なジェスタの守備兵でも耐たえ切れなかった。

　崩くずれた穴からボグズとあたいが躍おどりこむ。こうなりゃ、銃なんぞ意味がねえ。

　作戦なんざいらない。お互たがいの背に回りこまれないように注意する、それくらいだ。後はとにかく、両手の武器をぶんまわす。おっと、ボグズの異名は〈鉄拳〉。武器はいらない。まっすぐに突き出される拳こぶしが、鉄の胸きよう甲こうにめりこみ、兜かぶとを砕くだく。一いち撃げきで一人ずつ、確実に倒れていった。あれで魔ま法ほうの力は借りてないってんだから〈龍りゆう〉闘とう技ぎってのは恐おそろしい。

　あたいが使うのは魔法の戦棍メイス。〈苦痛の主人〉という名にふさわしく、殴なぐられた相手は苦痛で立てなくなる。

　チェニアンは熊の後ろ肢あしで立ち上がり、高みから大たい剣けんをふりおろしていた。おっとろしいと思うんだが、ドワーフたちは勇ゆう敢かんに突っこみ、次々真っ二つにされている。けっこうチェニアンも斧おので斬きられたりしてんだが、痛そうな顔も見せねえ。凶きよう戦士とはよく言ったもんさ。

「ば、ばかな……。まだわずか、」

　百人を率いていたこの山塞の長老が呻うめき声をあげた。そういう声を聞くのは楽しいねえ。

「だが、まだ終わりではない……！」

　長老はそう言うけど、チェニアンが二十四人、ボグズが三十人、あたいが二十六人倒していた。ゼランはさっきの弾丸跳はね返しの呪じゆ文もんで二人だけ。上空からの投とう擲てき武器でレーは十人。あの野や郎ろう、手ぇ抜いてやがる。

　ドワーフはあと八人だってのに、こっちはチェニアン以外無傷。これで終わってないつもりとか……。

　……そういうことか。

　残った八人のうち五人は、山鼻利きデイガジユだった。どいつも子供だ。

「お前たちが敵を倒せば、家族は一生安楽ぞ！」

　長老が怒ど鳴なる。そして、逃げれば家族も処しよ刑けいってか？　あたいが山鼻利きデイガジユの子を伝令役に使ったから、子供には手を出さないと踏ふんだか。

　遊びの時間は、終わったようだ。

　先頭にいるのは、あの男の子だ。あたいは尋たずねた。

「どうするか、決めたみたいだね？」

「……ぼくらを甘く見ないで、ください」

　体ごと、五人の子供たちは同時に突っこんできた。山鼻利きデイガジユは、金属を感知する独特の魔ま力りよくを身に付ける。そいつは鎧よろいの継つぎ目や、金属の弱ったところまで匂においとして感じるのだ。この非力な子供たちでも、急所をつけば、あたいを倒すことはできる。

　こっちが手出しできずに突っ立ってればの話だ。

　あたいは容よう赦しやなく〈苦痛の主人〉をふるった。あの子も吹ふき飛ばした。死んだろうか？　手加減はしなかった。肋ろつ骨こつは砕いた。生きていれば、配下になってもらうとしよう。

「……な、なぜ……一度は見逃した子供を……」

　選りすぐり百人、その最後の一人は、長老自身だった。心はもう折れている。

「決まってるだろう。あたいは、悪党なんだ」

　やつにも、あたいは手加減しなかった。

　戦術、軍略を考えればすべきだったかもしれないが。

　あたいは青銅の姫。〈四姉妹〉の一人にして、大いなる蛇へび。その血は冷たく、涙なみだはもはや涸かれている。力のために虐しいたげられ、歪ゆがめられた運命に翻ほん弄ろうされる子供たち。我が身とよく似た境きよう遇ぐうの子らにも、もはや同情で心動かされることはない。我らの理想がかなう、その日まで。





本編へつづく　









　解説





高たか殿どの　円まどか　　






　昔ただの読者だった私が、こうして解説を書いている。これは大事件ですよ。

　今を去ること十五年前。角川書店主しゆ催さいのライトノベル新人賞授賞式で友とも野のさんは段上でスピーチする大先輩、そして私は大学出たてのただの受賞者でした。いやー私も出世したもんです。そして歳を…とったものです…

　そんな友野さんの代表作のひとつ『ルナル・サーガ』。ルナルがどんなにすごかったかなんて既き刊かんの帯に全部書いてあるのでこのさい省きます。むろん私はこの先どうなるかを知っているし、途と中ちゆう巻だとなにを書いてもネタバレになりそうで、解説って難しいですね。

　昔から男女の双ふた子ごモノは鉄板だったけれど、私は『ざ・ちぇんじ！』よりもルナルの双子萌もえだったなあ…、と改めてしみじみ読み返してしまいました。そして海外旅行など行ったことがなかった世代にとっては、実際この七つの月のしろしめす世界を始めとする数々の和製ファンタジーワールドとの邂かい逅こうが、最初の異文化コミュニケーションだったことも。多神教の世界に暮らしながら、横文字の神のことをあまり知らなかった私達にはなにもかもが新しん鮮せんで、〝旅〟のもつ魅み力りよくやあやうさにここで最初に触ふれた読者は多かったんじゃないでしょうか。今でも懐なつかしくどうしても惹ひかれずにいられない理由、それはこれらが一番初めに想像力の翼つばさによって訪れた国々だったからだと思うのです。

　思い返せばこのころは質が良くダイナミックな和製ファンタジーがバンバン発表されていて、私達はタニス・リークラスのハイファンタジーを手に取る前に、これらの作品を書店で気軽に購こう入にゆうすることができ、私の周りはみんな貪むさぼるように本を読んでいました。ネットなんて頭がよくてパソコンを持ってるお金持ちのする時代だったから、貧びん乏ぼうな中高校生だった私達にとって文庫本は中二病を悪化させるとんでもない麻ま薬やくでした。中二病は死に至らないけど別の死に至る病だったので完治することはなかったんですよね。そして今に至る…

　幸いにも私の地元はＳＮＥのある神戸であったのでＴＲＰＧがさかんで、コンベンションも多く開かい催さいされていました。でもねー、あのころは女によ人にん禁制のコンベンションも多かったし恋れん愛あいネタも禁止で、すごく硬こう派はな世界だったことをぼんやり覚えています。

　さらに言うと、当時めちゃんこ流行はやっていたガープスのシステムが、ひたすら１戦せん闘とうに時間が掛かかったため、シナリオを早く知りたい私にはやたらじれったいものでした。後日友野さんにこのことを伝えると、「それはマスターとの相性が悪いんや」という明確なお答えが戻もどってきましたけれども。私より友野さんの作品にどっぷりだったうちの旦だん那なさんとは、いまでもガープス派かソード・ワールド派かで対立します（笑）

　その後「女が参加しちゃだめなら、いいよ女だけで恋愛ロイヤルもののシナリオをやるから！」「戦闘なんてささっと終わらせるシステム、私が作ってやんよ！」ということでできあがったのが、デビュー作からしこしこ私が書き続けてきた「パルメニア・ワールド」の世界だったのでした。いやー世の中どうなるかわかったもんじゃないな…

　ごくごく幸運に恵めぐまれたものを除いて、本はいつしか絶版になるのが定めですが、こうして復刊の機を迎むかえられた作品にはやはり今出しても通用するパワーがあると思います。はやりすたりに左右されない重みと読み応ごたえ。最近は電子書しよ籍せきの登場によって完全に絶版になる本は前より少ない印象ですが、それでも紙で復活する本はまれです。

『ルナル・サーガ』は復活するに相応ふさわしいシリーズです。ぜひ一いつ緒しよに七つの月のしろしめす世界を楽しみましょう。
















本書は１９９４年３月に刊行された『ルナル・サーガ４　緑の迷路』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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